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…
T
S
の
螂
況
と
顱
組
み
に
つ
い
て

~
建
設
省
、
運
輸
省
共
同
に
よ
る
実
証
実
験
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
劉

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

一

は
じ
め
に

今
世
紀
、
道
路
の
整
備
と
自
動
車
普
及
に
よ
っ
て
、
豊

か
な
く
ら
し
と
産
業
･
経
済
の
繁
栄
を
享
受
し
て
き
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
交
通
需
要
の
増
加
や
国
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
道
路
が
質
的
･
量
的
に
も
十
分
な
対
応
が
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
交
通
事
故
の
多
発
、

交
通
渋
滞
の
激
化
、
環
境
負
荷
の
増
大
な
ど

｢20
世
紀
の

負
の
遺
産
｣
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
早

急
に
こ
れ
ら
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
二
一
世
紀
に

相
応
し
い
新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
た
め
、
I
T
S

(高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
て
い
る
。

I
T
S
と
は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し

て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
、
環
境
の
悪

化
等
の
道
路
交
通
問
題
の
解
決
を
図
る
、
新
し
い
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

既
に
、
I
T
S
の
個
別
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
ユ
ニ
ッ
ト
の
出
荷
台

数
が
二
〇
〇
〇
年
三
月
末
で
約
一
人
二
万
台
、
今
年
四
月

に
は
E
T
C
(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)

が
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
試
行
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
I
T

S
が
着
実
に
私
た
ち
の
生
活
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
よ
り
一
層
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
、

良
好
な
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
現
在
、
実
用
化
に
向
け

て
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
の
が
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
、
そ

の
実
用
化
を
目
指
し
て
建
設
省
と
運
輸
省
の
共
同
で
行
わ

れ
る
共
同
実
証
実
験

｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
｣
を
紹
介

す
る
。

二

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム

交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
危
険
な
事
象

の
発
生
に
際
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
と
る
基
本
的
な
行
動

は
、
危
険
な
事
象
を
認
知
し
、
回
避
に
関
す
る
判
断
を
行

い
、
回
避
操
作
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
と

る
行
動
を
支
援
し
走
行
時
の
安
全
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
る
た
め
、
①
情
報
提
供
機
能
、
②
警
報
機
能
、
③
操
作

支
援
機
能
と
い
う
三
つ
の
機
能
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

と
の
協
調
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

こ
の
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ

ム

(A
H
S
)
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
き
た
建
設
省
と

先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)
の
研
究
開
発
を
推
進
し
て
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き
た
運
輸
省
が
共
同
し
て
早
期
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

以
下
に
建
設
省
と
運
輸
省
が
推
進
し
て
き
た
、
A
H
S

と
A
S
V
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

図

4月Sとば
道路と車の協調により、前方の危険警告等の情報提供、衝突の回避、車線からの
逸脱防止等の運転補助を行い、ドライバーの安全運転等を支援するシステム

レーンマーカ

路側情報処理装置

1

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)

走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
と
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
負
担
軽
減
や
安
全
性
の
確
保
を
目
的
に
、
道
路
上

に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
等
か
ら
収
集
し
た
他
の
車
や
歩
行

者
･
障
害
物
等
の
情
報
を
通
信
で
即
座
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

提
供
し
て
走
行
を
支
援
す
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

一
九
八
九
年

建
設
省
土
木
研
究
所
が
A
H
S
の

基
礎
研
究
に
着
手
。

一
九
丸
一
年
六
月

官
民
共
同
研
究
に
着
手
。

一
九
九
五
年
一
一
月

土
木
研
究
所
に
お
い
て
、
基
礎

的
な
機
能
に
つ
い
て
の
公
開
実
験

を
実
施
。

一
九
九
六
年
九
月

供
用
開
始
前
の
上
信
越
自
動
車
道

に
お
い
て
、
基
礎
的
な
機
能
の
公

開
実
験
を
実
施
。

同

民
間
二
一
社
に
よ
る
技
術
研
究
組

合
が
設
立
さ
れ
、
実
用
化
に
向
け

た
研
究
開
発
に
着
手
。

2

先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)

先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)
と
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
技
術
等
の
新
技
術
に
よ
り
自
動
車
を
高
知
能
化
し
て

安
全
性
を
格
段
に
高
め
る
と
と
も
に
、
I
T
S
技
術
の
自

動
車
と
し
て
の
受
け
皿

(プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
)
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
A
S
V
は
運
輸
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
研
究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
九
丸
一
年

運
輸
省
が
乗
用
車
メ
ー
カ
ー
全
九

社
等
で
構
成
す
る
A
S
V
推
進
検

討
会
を
組
織
し
、
乗
用
車
に
つ
い

て
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
等
の

新
技
術
に
よ
り
自
動
車
を
高
知
能

化
し
、
事
故
の
未
然
防
止
と
被
害

軽
減
を
図
る
A
S
V
車
の
研
究
開

発
に
着
手
。

一
九
九
六
年
三
月

A
S
V
試
作
車
一
六
台
に
よ
る
公

開
実
験
を
実
施
。

一
九
九
六
年
九
月

自
動
車
･
二
輪
車
メ
ー
カ
ー
全
一

三
社
等
で
構
成
す
る
第
二
期
A
S

V
推
進
検
討
会
を
組
織
し
、
第
一

期
試
作
車
の
評
価
を
踏
ま
え
た
大

型
車
、
乗
用
車
及
び
二
輪
車
の
研

究
開
発
に
着
手
。

三

共
同
実
証
実
験
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
雛

建
設
省
と
運
輸
省
は
、
先
に
紹
介
し
た
A
H
S
と
A
S

V
協
調
に
よ
る
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
二
〇
〇

〇
年
一
〇
月
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
お
い
て
共
同
実
証
実

験

｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
祖
｣
に
着
手
す
る
。

本
実
証
実
験
の
成
果
は
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
現

に
向
け
た
研
究
開
発
に
反
映
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
実
証
実
験
で
は
、
実
際
の
道
路
を
模
し
た
試
験
コ
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ー
ス
と
試
験
車
両
を
用
い
て
、
二
〇
〇
三
年
以
降
順
次
実

用
化
を
目
指
す
七
つ
の
サ
ー
ビ
ス

(前
方
障
害
物
衝
突
防

止
支
援
、
カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援
、
車
線
逸
脱
防
止

支
援
、
出
合
い
頭
衝
突
防
止
支
援
、
右
折
衝
突
防
止
支
援
、

横
断
歩
道
歩
行
者
衝
突
防
止
支
援
、
路
面
情
報
活
用
車
間

保
持
等
支
援
)
に
つ
い
て
、
事
故
回
避
性
能
や
ド
ラ
イ
バ

ー
と
の
親
和
性
等
に
つ
い
て
評
価
･
検
証
を
行
う
。

　　図

4.出合い頭衝突防止支援

3.車線逸脱防止支援

5.右折衝突防止支援

)
鬱
掛
川
＼

　　

　

　

　　

　　
　
　　
　
　

う3図
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き A S V
(先進安全自動車)

※独立しだ車両システム
貴勝車間の協調システム

こ◇ 2000年10月の実証実験

研究開発のフレームワーク

(走行支援道路システム)
　
　 　

　　　★ 独立した道路システム ′

き 路車間の協調システムU

走行支援システムが実行化を目指す



ま
た
、
実
証
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
内
･
国

際
的
な
連
携
･
協
調
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

以
下
に
、
本
実
証
実
験
に
お
け
る
国
際
協
調
体
制
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

四

ア
ジ
ア
･
ヨ
ー
□
ツ
パ

･
ア
メ
リ
カ
と
の

連
携
に
よ
る
A
日
S
の
推
進

建
設
省
で
は
、
運
輸
省
と
共
同
で
こ
の
ス
マ
ー
ト
ク
ル

ー
ズ
錠
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
路
車
協
調
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
や
国
際
標
準
化
を
産
官
学
の
連

携
、
国
際
的
な
協
調
の
も
と
で
推
進
す
る
た
め
、
公
募
に

よ
る
走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
の
実
証
実
験

を
併
せ
て
行
う
こ
と
と
し
、
昨
年
一
一
月
か
ら
国
内
外
に

対
し
て
広
く
参
加
者
を
募
集
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
海
外
か
ら
、
現
代
自
動
車

(韓
国
)、
ダ

イ
ム
ラ
ー

･
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

(ド
イ
ツ
)
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

(ア
メ
リ
カ
)
が
参
加
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
実
証
実
験
開
催
期
間
中
、
公
開
デ
モ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

(D
e
m
o
2
0
0
0
)
の
開
催
に
併
せ
て
、
米

国
連
邦
道
路
庁
と
の

｢第
九
回
日
米
道
路
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
｣
、
英
国
道
路
庁
と
の

｢第
三
回
日
英
道
路
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
｣
を
開
催
す
る
な
ど
、
I
T
S
分
野
に
お
け
る
国

際
連
携
･
協
調
の
体
制
づ
く
り
や
円
滑
な
国
際
標
準
化
の

推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

五

公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

(D
e
m
o
盆
0
0
0
)

共
同
実
証
実
験

｢ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
｣
で
実
験
を

行
う
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る

建
設
省
土
木
研
究
所
及
び

(財
)
日
本
自
動
車
研
究
所
の

テ
ス
ト
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

一
一
月
二
人
日
か
ら

一
二
月

一
日
の
四
日
間
、
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

｢
ス
マ

ー
ト
ク
ル
ー
ズ
錠
ー
D
e
m
o
2
0
0
0
｣
を
行
う
。

D
e
m
o
2
0
0
0
で
は
、
国
内
外
の
専
門
家
や
関
係

者
を
招
き
、
実
際
に
車
両
に
乗
車
し
て
い
た
だ
く
な
ど
し

て
、
共
同
実
証
実
験
の
成
果
な
ど
最
先
端
の
走
行
支
援
シ

ス
テ
ム
技
術
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
講
演

会

･
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
、
走
行
支
援

シ
ス
テ
ム
に
用
い
ら
れ
て
い
る
技
術
に
つ
い
て
、
国
内
外

の
専
門
家
や
関
係
者
に
紹
介
す
る
ほ
か
意
見
交
換
な
ど
を

行
う
。

ま
た
、
D
e

m
o
2
0
0
0
で
は
、
A
S
V
の
研
究
開

発
を
推
進
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
一
三
社
、
民
間
二
一
社

が
組
織
す
る
A
H
S
研
究
組
合

(走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ

ム
開
発
機
構
)、
及
び
海
外
自
動
車
メ
ー
カ
ー
二
社
、
国

内
外
三
大
学
、
他
国
内
メ
ー
カ
ー
一
社
の
協
力
の
も
と
、

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
技
術
を
搭
載
し
た
、
バ
ス
、
ト
ラ

ッ
ク
、
乗
用
車
、
二
輪
車
、
合
計
四
〇
台
以
上
の
車
両
が

公
開
さ
れ
る
。

六

お
わ
り
に

建
設
省
と
し
て
は
、
こ
の
実
証
実
験
に
よ
り
、
シ
ス
テ

ム
の
事
故
防
止
に
対
す
る
有
効
性
や
ユ
ー
ザ
ー
の
受
容
性

に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
二
〇
〇
三
年
の
実
用
化
を
目
指

し
、
今
後
と
も
I
T
S
関
係
五
省
庁
並
び
に
産
学
、
さ
ら

に
は
諸
外
国
と
の
連
携
の
も
と
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。
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歩
行
者
ー
T
S
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
環
境
課

飛
躍
的
な
発
展
に
、
こ
れ
ら
課
題
解
決
の
有
効
な
手
だ
て

と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

1

高
齢
者
･
障
害
者
の
移
動
に
関
わ
る
問
題

○

移
動
問
題
改
善
に
対
す
る
具
体
的
な
声

総
理
府
が
一
九
九
七
年
度
実
施
し
た

｢障
害
者
に
関
す

る
世
論
調
査
｣
に
よ
る
と
、
日
常
生
活
の
中
で
工
夫
す
れ

ば
利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と
と
し
て
、
｢道
路
の
段
差
や

信
号
｣
を
あ
げ
た
人
が
最
も
多
い
。
ま
た
、
同
様
に
、
総

務
庁
が
一
九
九
五
年
度
実
施
し
た

｢高
齢
者
の
生
活
と
意

識
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
｣
に
よ
る
と
、
高
齢
者
が
居

住
地
域
に
感
じ
る
問
題
点
に
は
、
移
動
に
関
す
る
問
題
の

ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

②

高
齢
者
の
歩
行
中
の
交
通
事
故

近
年
、
歩
行
中
の
交
通
事
故
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
死
亡
事
故
全
体
に
占
め
る
割
合
は
約
二
八
%

(二
、

六
〇
五
人
/
九
、
二
一
一
人
…
平
成
一
〇
年
)
で
あ
る
。

一

は
じ
め
に

1

歩
行
者
ー
T
S
の
概
念

歩
行
者
I
T
S
と
は
、I
T
S
(甘
言
曰
綿
白
け
尺営
"
o蕁

ので
乳
の日
の
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
技
術
を
活
用
し

て
、
歩
行
者
が
安
全
･
安
心
に
移
動
で
き
る
歩
行
空
間
を

形
成
し
、
歩
行
者
の
利
便
･
快
適
性
の
向
上
、
交
通
事
故

の
軽
減
等
を
達
成
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、高
齢
者
･
障
害
者
を
含
め
た
歩
行
者
等
に
対
し
て
、

｢危
険
箇
所
の
存
在
や
施
設
名
称
等
場
所
属
性
に
関
す
る

情
報
｣、
｢目
的
地
ま
で
の
経
路
案
内
情
報
｣
な
ど
を
提
供

し
、安
全
･
安
心
な
歩
行
空
間
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

歩
行
者
I
T
S
の
実
現
形
態
の
ひ
と
つ
の
想
定
と
し

て
、
道
路
上
に
設
置
さ
れ
る
歩
行
者
I
T
S
系
イ
ン
フ
ラ

装
置
と
、
こ
こ
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
を
利
用
者
に
伝
え

る
携
帯
端
末
か
ら
構
成
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら
れ

る
。

2

歩
行
者
-
T
S
の
広
が
り

民
間
企
業
等
が
整
備
主
体
と
な
る
生
活
活
動
空
間
に
お

い
て
、
道
路
上
に
設
置
さ
れ
る
歩
行
者
I
T
S
系
イ
ン
フ

ラ
と
同
じ
仕
様
の
装
置
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
面
的
な
広
が
り
が
実
現
し
、
さ
ら
に
、
付
加
価
値

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
も
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
歩
行
者
I
T
S
系
イ
ン
フ
ラ
は
都
市
の
社
会
基

盤
と
し
て
多
面
的
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
、
道
路
管
理

の
高
度
化
、
交
通
量
調
査
の
効
率
化
等
の
波
及
的
な
利
用

効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

二

歩
行
者
ー
T
S
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ

高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
高
齢
者
･
障
害
者
を
含
む

歩
行
者
等
の
一
層
の
安
全
･
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
情
報
通
信
技
術
の



特
に
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
、
交
通
事
故
死
者
数
の

2

歩
行
者
等
の
情
報
利
用
ニ
ー
ズ

I
T
S
の
サ
ー
ビ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
図
1
の
と
お
り
と
な

約
五
○
%
は
歩
行
中
に
お
き
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
か
ら
、
移
動
時
の
か
行

を

の

る
。

表 1 歩行者等の情報利用ニーズ

対象者 情報利用ニーズ (例)

視覚障害者 皺
も

(
ド

ボ
童

少
し
る

で

堺繍
利
q

酸
穰

郷麟
蕩

受
動

橡
旅

泌
彬

盤
場

際

ィ

o
害

め

の

テ

る

障

た

行

り

あ

覚

る

歩

ビ

で
視

あ

肢体不自由者 バリアフリールート情報等を一括して取得できる手段が欲しい。
聴覚障害者 緊急時には視覚的な情報によって救われる面が大きい。

一般健常者 鱗
濃

、
ま

一
方

は

地

パ

現

報
的

の

表

情

目

報

の

な
｢

情
報

要
人

、
情

必
設

は

い

に

施

て
す

際
る

o
い
や

る

な

る

つ
り

す

と

あ

に

か

動

印

で
段

わ

移

目

ど

手

も

で
｢

な

･
で

歩
上
｣

容

に

o

徒
図
置
内
誰
る

を

地

位

供

、
い

所
る
の

提

性

て

場
い

分
離
頼
れ

の

て

目

情

信

ら

て

し

｢

の

の
じ

め
表
一
存
報
感

初

を

間

既

情

が

③

高
齢
者
･
障
害
者
数
の
増
加

厚
生
省
の
推
計

(
一
九
九
七
年
一
月
)
に
よ
る
と
、
二

〇
一
五
年
に
は
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
り
、
そ
の
数

は
三
、
一
人
八
万
人
に
の
ぼ
る
。
一
九
九
六
年
時
点
で
は
、

身
体
障
害
者
は
約
三
〇
〇
万
人

(人
口
比
二
･
九
%
、
平

成
三
年
比
八
･
一
%
増
)
で
あ
る
が
、
こ
の
数
は
高
齢
者

人
口
の
増
加
と
と
も
に
増
加
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
か
ら
、
移
動
時
の
歩
行
者
等
の

情
報
利
用
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
得
て
い

る

(表
1
)。

ま
た
、
こ
れ
ら
情
報
利
利
用
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
歩
行
者

道路 ･ 歩道上 公共の施設
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馨
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丸
“灘灘
縦癩
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図

三

今
後
の
展
開
予
定

歩
行
者
I
T
S
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、建
設
省
で
は
、

二
〇
〇
〇
年
度
に
、
関
連
技
術
及
び
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
的
と
す
る
技
術
検
証
実
験
に
関
す
る
公
募
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
こ
の
実
験
は
、
歩
行
者
I
T
S
の
シ
ス
テ
ム
全

体
の
設
計
に
関
し
て
民
間
企
業
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
ア
イ
デ
ア
を
幅
広
く
募
集
し
、
建
設
省
と
民
間
と

の
共
同
研
究
と
し
て
実
施
す
る
。
こ
の
成
果
は
、
歩
行
者

I
T
S
の
イ
ン
フ
ラ
仕
様
案
の
策
定
に
活
用
さ
れ
る
。
ま

た
、
二
0
○
○
年
度
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
歩
行
者
I
T

S
の
活
用
方
策
I
｢歩
行
者
I
T
S
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
｣

-
の
検
討
を
開
始
す
る
。

二
〇
〇
一
年
度
に
は
、
歩
行
者
I
T
S
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
実
際
の
ユ
ー
ザ
ー
を
巻
き
込
ん
だ
社

会
実
験
を
全
国
一
○
数
カ
所
で
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
こ
の
際
、
民
間
企
業
か
ら
個
人
携
帯
端
末
の
開

発
や
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
に
つ
い
て
も
公

募
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
こ
れ
ら
実
験
の
成
果
か
ら
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
歩
行
者
I
T
S
の
技
術

基
準
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
こ
の
統
一

基
準
に
よ
っ
て
、全
国
で
の
実
用
化
を
図
る
こ
と
と
な
る
。



◎
飜
$
彊
⑭
臟
組
み
に
つ
い
て

(財
)
道
路
シ
ス
テ
ム
高
度
化
推
進
機
構
総
務
課

一

は
じ
め
に

有
料
道
路
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)
は
、

平
成
一
二
年
四
月
か
ら
日
本
道
路
公
団

(J
H
)
の
千
葉

地
区
及
び
首
都
高
速
道
路
公
団

(M
E
X
)
の
一
部
の
五

四
箇
所
の
料
金
所
で
試
行
運
用
、
六
月
か
ら
沖
縄
自
動
車

道
の
七
箇
所
で
J
H
関
係
車
両
等
に
よ
る
試
験
運
用
が
そ

れ
ぞ
れ
始
ま
り
、
本
年
度
中
の
本
格
運
用
、
全
国
展
開
に

向
け
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
車
載
器
の
製
造
、
E
T
C
カ

ー
ド
の
製
作
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
昨
年
の
九
月
｢財
団
法
人
道
路
シ
ス
テ
ム

高
度
化
推
進
機
構
｣
(O
R
S
E

オ
ル
セ
O
N熊
自
国
田宮
o
b

き
尺
刃
o
鈍
Q
の
添
付
日
□
自
営
8
日
①
□
●

が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
E
T
C
の
概
要
と
O
R
S
E
の
業
務
内

容
及
び
E
T
C
普
及
に
向
け
た
O
R
S
E
の
取
組
み
の
概

要
等
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二

E
T
C
の
概
要

E
T
C
と
は
、
現
在
有
料
高
速
道
路
の
料
金
所
で
行
わ

れ
て
い
る
料
金
の
受
け
渡
し
手
段
を
、
現
金
や
回
数
券
の

手
渡
し
に
よ
る
手
段
か
ら
料
金
所
に
設
置
し
た
道
路
側
ア

ン
テ
ナ
と
車
両
に
搭
載
し
た
車
載
器
の
間
で
の
無
線
通
信

に
よ
る
料
金
情
報
の
や
り
取
り
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
、
係
員
と
や
り
取
り
す
る
こ
と
な
く
料
金
の
支
払
い
が

行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
料
金
所
を
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
過
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

1

E
T
C
の
概
念

E
T
C
は
、
車
両
に
装
着
し
た
車
載
器
に
契
約
情
報
な

ど
を
記
録
し
た
E
T
C
カ
ー
ド

(E
T
C
用
の
I
C
カ
ー

図 E T C システムのイメージ

双方向無線通信

7
′



る ド
)
を
挿
入
し
て
使
い
ま
す
。
有
料
道
路
の
料
金
所
に
設

置
し
た
路
側
ア
ン
テ
ナ
と
車
載
器
と
の
間
の
無
線
通
信
に

よ
り
、
通
行
料
金
な
ど
の
情
報
を
有
料
道
路
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
と
E
至
C
カ
ー
ド
と
の
双
方
に
記
録
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
料
金
所
で
料
金
支
払
い
の
た
め
に
停
車

す
る
こ
と
な
く
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(図
1
、
図

E T C を利用した入口の場合

ETCカードを車戰盤に差込み、ETC囃用ゲ-トへ

E T C 専用ゲートを通行すると無線通信が

行われます。無線通信が正常に行なわれると

表示板に通過のサインが表示され、前方のバ

ーが上がります。無線通信により利用者は目

に見えない通行券を受け取ったことになり

ます。

あらかじめ乗車時にE T C カードを差し込

んでおき、 E T C が利用できることを示す表

示板のあるE T C 専用ゲートを通行します。

　　　 　 　
鍋鐵議侭により
目に見えない通行券を
受け取ったことになります◇

2

E
T
C
の
目
的
及
び
導
入
効
果

日
本
の
E
T
C
は
次
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
し
、
日
本

の
高
速
道
路
が
か
か
え
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

･
料
金
所
渋
滞
の
解
消

･
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利

性
の

E T C を利用した出口の場合

舞謙遜幅により
目に見えない通行券を
受け取ったことになります。

E T C なら簡単ですね。もう、料金所渋滞に

よるイライラや寒い日や雨の目に窓を開けた

り、お金やハイウェイカードを出すような煩

わしさとお別れです。
･
料
金
所
無
停
車
に
よ
る
料
金
所
付
近
の
環
境
改
善

･
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

約
九
、
五
〇
〇
皿
に
な
っ
た
日
本
の
有
料
道
路
は
、
輸

送
量

(走
行
台
･
如
)
の
約
一
七
%
を
分
担
し
、
日
本
の

経
済
活
動
の
基
盤
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
利
用
交
通
の
多
さ
は
各
所
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で
の
日

常
的
な
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
渋
滞

E T C は、不正利用やプライバシー保護に対する高いセキュリティーを有する全国統一システムで

す。

決済はE T C カードと呼ばれる I Cカードを使って行われます。このE T Cカードは磁気カード

に比べ、より高い安全性を確保しています。

また車載器や路側システムも高度な暗号化を行い、充分なセキュリティを確保しています。

図 2 E T C の概念図

E T C が利用できることを示す表示板のあ

るE T C専用ゲートを通行すると、無線通信

により料金決済が自動で行なえます。料金決

済が正常に行なわれると表示板に通行料と

通過のサインが表示され、前方のバーが上が

ります。

ET C なら、とてもスム-ズです

　

ス
に
よ
る
ド
フ
イ
　　

　
の
利
便
性
の



の
中
で
も
料
金
所
の
渋
滞
は
、
全
体
の
三
○
%
と
箇
所
別

集
計
で
は
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

(図
3
)。

日
本
で
は
、
E
T
C
導
入
に
よ
り
料
金
所
の
処
理
能
力
を

約
三
~
四
倍
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
渋
滞
の
解
消

等
を
狙
っ
て
開
発
･
導
入
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

(図

4
)
0E

T
C
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
ま
ず
、
管
理
費
削

減
の
面
で
は
、
E
T
C
の
普
及
率
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
り

料
金
所
の
処
理
容
量
の
増
加
、
す
な
わ
ち
有
人
料
金
所
ブ

ー
ス
減
少
に
伴
う
経
費
の
削
減
に
な
り
ま
す
。
二
〇
〇
二

年
度
末
の
時
点
で
、
料
金
所
を
通
過
す
る
車
両
の
五
0
%

が
E
T
C
利
用
車
両
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
こ
れ
に
よ

る
経
費
節
減
に
見
合
う
投
資
と
し
て
E
T
C
を
道
路
四
公

団
の
料
金
所
の
う
ち
整
備
効
果
の
高
い
料
金
所
約
九
〇
〇

箇
所
に
導
入
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

全
国
の
料
金
所
の
約
七
割
に
あ
た
り
、
料
金
所
渋
滞
発
生

箇
所
の
ほ
ぼ
全
域
で
E
T
C
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
全
交
通
量
の
約
八
割
が
止
ま
る
こ
と
な
く

有
料
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
料
金
所
ブ
ー
ス
に
は
車
載
器
に
差
し
込

ま
れ
る
I
C
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
機
(カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
)

が
設
置
さ
れ
、
全
国
の
全
料
金
所
で
車
載
器
搭
載
車
両
の

通
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

3

E
T
C
の
導
入
予
定

今
後
の
E
T
C
展
開
計
画
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

①

本
格
運
用
時
運
用
開
始
予
定
地
域
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(こ
の
地
域
に
お
い
て
平
成
一
二
年
四
月
二
四
日

試
行
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
試
行
運
用
の
状
況
を

み
て
本
格
運
用
時
期
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。)
(写

真
1
･
2
、
図
5
)

〈日
本
道
路
公
団
の
千
葉
地
区
の
路
線
〉

東
関
東
自
動
車
道
、
新
空
港
自
動
車
道
、
館
山
自
動

J H によると、 有料道路の渋滞を発生場所別に

見ると料金所での発生が30 % で第 1位となってお

り特に大都市周辺では早急な対策が必要です。

料金所渋滞を緩和、 解消するためには大規模な

拡張工事よりも既存の車線の処理台数を増やすこ　
　
とが効果的です。 E T C は停車することなく料金

ゞ ^ 所を通過でき、 現状方式の約 3 ~ 4 倍の処理能力

･ があります。

その他、 利用者の利便性向上、 道路管理費の節

減、 料金所周辺の大気汚染や騒音などの軽減等の

す

、
所

待

ま

他

金

期

り

の

料

が

あ

そ

、
果

カ

滅

効 されます。

図 3 道路構造別の渋滞発生状況
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車
道
、
京
葉
道
路
、
千
葉
東
金
道
路
、
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
連
絡
道

〈首
都
高
速
道
路
公
団
の
料
金
所
〉

錦
糸
町
集
約
、
大
井
集
約
、
市
川
集
約
、
浦
和
南
集

鬮
麓鬮圓
蹴1
圓
聴臟1
卿榊癩
鬮
圓圓
1
1

榊
な
穢
醸
板蝶　　

　

　
　

　
　
　
　

　
　

写真 2 試行運用開始

　　
　
　　
　

"

'〆
真

　　　
　　　
　　

　

約
、
浦
和
南

(上
り
)、
浦
和
南

(下
り
)、
浦
和
北
、

4

E
T
C
の
利
用
に
つ
い
て

与
野
、
湾
岸
浮
島

道
路
利
用
者
が
E
T
C
を
-

②

平
成
一
二
年
度
以
降
は
、
東
名
･
名
神
高
速
、
東
北

自
動
車
道
、
山
陽
自
動
車
道
、
九
州
自
動
車
道
及
び
阪

神
高
速
道
路
等
に
も
短
期
間
に
整
備
す
る
な
ど
、
早
期

全
国
展
開
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

③

平
成
一
四
年
度
ま
で
に
道
路
四
公
団
合
わ
せ
て
約
九

〇
〇
カ
所
の
料
金
所
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す

(図

6
)0

道
路
利
用
者
が
E
T
C
を
利
用
す
る
に
は
、
車
載
器
と

E
T
C
カ
ー
ド
の
入
手
が
必
要
で
す

(図
7
)。

車
載
器
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
カ
ー
用
品
店
等
の
取

扱
店
で
購
入
し
、
車
両
に
取
付
け
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

(車

両
情
報
の
登
録
)
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す

(図
9
)。図 6 2002年度までの E T C 導入予定区間

7ハ 豆をクニコけ りハハハ 0

(千葉地区を中心とする54箇所)

匡囲圈今回試行運用箇所

図 5 試行運用箇所

蘭越自動車道



E
T
C
カ
ー
ド
は
二
種
類
あ
り
、
道
路
事
業
者
と
契
約

求
さ
れ
、
料
金
を
支
払
い
ま
す
。

情
報
安
全
確
保
規
格
と
は
、
E
T
C
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
標

し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
発
行
す
る
E
T
C

車
載
器
と
E
T
C
カ
ー
ド
と
が
別
々
と
な
っ
て
い
る
た

准
睨
各
書
、
E
T
C
立野

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

路

日、
E
T

カ
ー
ド

(E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
)
と
有
料
道
路
事

業
者
が
発
行
す
る
E
T
C
カ
ー
ド

(別
納
カ
ー
ド
、
業
務

用
カ
ー
ド
)
が
あ
り
、
E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
入
手
し
、
車
載
器
に
挿
入

す
る
こ
と
で
E
T
C
シ
ス
テ
ム
が
利
用
可
能
に
な
り
ま

す
。通

行
料
金
は
、
E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
か
ら
、
別
納
カ
ー
ド
は
各
道
路
事
業
者
か
ら
請

獨-都有日道路事業鑪暸握含も蘂もjゑ町。 峨螂

請求 朧癪配‘

　
　
曙

　

　

　

　

　
　
　

　

　

図 7 E T C システム利用手続きイメージ

艦TC カード 利用者

車
載
器
と
E
T
C
カ
ー
ド
と
が
別
々
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
使
用
す
る
車
両
は
特
定
さ
れ
ず
、
例
え
ば
レ
ン
タ
カ

ー
を
利
用
す
る
場
合
で
も
、
車
載
器
が
つ
い
て
い
れ
ば
自

分
の
E
T
C
カ
ー
ド
で
通
行
料
金
の
支
払
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

三

0
R
S
E
の
業
務
内
容
と
E
T
C
普
及
促

進
に
向
け
た
取
組
み

1

情
報
安
全
確
保
規
格
の
提
供

全
国
の
有
料
道
路
で
共
通
の
E
T
C
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
確
実
な
料
金
収
受
の

為
の
共
通
ル
ー
ル

(情
報
安
全
確
保
規
格
)
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
情
報
安
全
確
保
規
格
を
、
守
秘

義
務
契
約
を
し
た
企
業
に
の
み
提
供
し
ま
す
。

"華麗
み
提

　 　　　　　 　 　　　　　　　 　
協議褒全擁鰹観髄ゆ開示,つき , 識別拗離柚縦の攝驚

準
規
格
書
、
E
T
C
暗
号
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
規
格
書
、
E
T

C
デ
ー
タ
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
規
格
書
の
総
称
で
あ
り
、
E
T

C
を
構
成
す
る
機
器

(車
載
器
、
路
側
無
線
装
置
、
E
T

C
カ
ー
ド
等
)
に
格
納
さ
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
の
開

発
や
シ
ス
テ
ム
構
築
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

O
R
S
E
は
、
E
T
C
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
格
書
の
開

示
業
務
を
、
平
成
三

年
三
一月
一
七
日
付
け
で
財
団
法

人
道
路
新
産
業
開
発
機
構
か
ら
引
き
継
ぎ
、
行
っ
て
お
り

ま
す
。
〈窓
口

"

総
務
課
)

2

識
別
処
理
情
報
の
付
与

O
R
S
E
は
、
利
用
者
を
代
行
し
て
車
載
器
の
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
を
行
う
代
行
者

(セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
)
か
ら
、
E

T
C
の
利
用
を
可
能
な
車
載
器
に
す
る
た
め
に
必
要
な
識

別
処
理
情
報
の
発
行
依
頼
を
受
け
、
情
報
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
識
別
処
理
情
報
は
、
次
の
二
つ
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
は
、
E
T
C
カ
ー

ド
用
の
鍵
情
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

①

鍵
情
報

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
確
実
な
料
金
収
受
を
行
う
た

め
、
E
T
C
で
は
無
線
通
信
で
や
り
取
り
さ
れ
る
情
報
等

の
暗
号
化
･
復
号
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
O
R
S
E
で
は
、

こ
の
暗
号
化
･
復
号
化
に
必
要
な

｢鍵
情
報
｣
を
、
高
度

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の
も
と
確
実
に
提
供
し
て
い
ま



す
。②

車
載
器
の
初
期
化
情
報

確
実
な
料
金
収
受
を
行
う
た
め
に
、
有
料
道
路
料
金
を

課
金
す
る
対
象
と
な
る
車
両
情
報
を
、
車
載
器
の
初
期
化

情
報
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

｢暗
号
｣
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

｢暗
号
｣
と
は
、
情
報
を
意
味
の
わ
か
ら
な
い
形

(暗
号
文
)
に
変
換
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
暗
号
文

の
形
で
情
報
を
メ
モ
リ
ー
に
格
納
し
た
り
、
車
と
路
側

無
線
装
置
間
で
転
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
を
保
護

し
ま
す
。
暗
号
化
と
は
暗
号
鍵

(特
定
の
ビ
ッ
ト
系
列
)

を
用
い
て
情
報
を
暗
号
文
に
変
換
す
る
こ
と
、
復
号
化

と
は
復
号
鍵
を
用
い
て
元
の
情
報
に
復
元
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
E
T
C
で
は
認
証
用
及
び
通
信
秘
匿
用
に
、

そ
れ
ぞ
れ
最
適
な
鍵
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

3

E
T
C
普
及
促
進
に
向
け
た
取
組
み

①

E
T
C
ロ
ゴ
の
商
標
登
録

E
T
C
ロ
ゴ

(E
T
C
標
章
の
呼
称
)
を
O
R
S
E

に
て
商
標
登
録
し
て
い
ま
す
。

E
T
C
に
関
わ
る
広
告
、
宣
伝
等
の
活
用
及
び
E
T

C
関
連
機
器
に
当
ロ
ゴ
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
郵
送
ご
希
望
の
方
に

は
、
送
料
着
払
い
に
て
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〈問
合
せ
先

"

企
画
調
査
部
企
画
課
〉

②

車
載
器
等
の
開
発
･
改
良
に
必
要
な
試
験
環
境
の
整

備

･
試
行
運
用
の
た
め
の
相
互
接
続
性
試
験
環
境
の
整
備

E
T
C
の
試
行
運
用
開
始
に
向
け
、
道
路
事
業
者
と

路
側
機
メ
ー
カ
か
ら
装
置
の
提
供
を
受
け
、
平
成

=

年

一
〇
月
に
相
互
接
続
性
試
験
環
境
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
試
験
の
実
施
に
先
立
ち

｢E
T
C
車
載
器

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
相
互
接
続
性
試
験
要
領

書
｣
を
発
行
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
各
車
載
器
メ
ー
カ
は

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

･
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
た
試
験
環
境
の
整
備

試
験
環
境
の
あ
り
方
、
標
準
的
な
試
験
方
法
、
試
験

環
境
整
備
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
平
成
一
一
年
度
に
引

き
続
き
車
載
器
メ
ー
カ
等
E
T
C
関
係
者
と
共
同
し
て

調
査
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
種
試
験
に
必
要
な
試
験
鍵
の
発
行
体

制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

〈問
合
せ
先

…

シ
ス
テ
ム
管
理
課
〉

③

E
T
C
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
事
業
者
の
募
集

O
R
S
E
で
は
、
六
月
二
日
に
、
E
T
C
車
載
器
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
事
業
者
の
募
集
説
明
会
を
開
催
し
、
平
成
一
二

年
六
月
三
一日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま
で
を
申
込
み
期
間
と

し
て

｢E
T
C
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
事
業
の
契
約
申
込

み
｣
を
受
付
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
期
間
を
延
長
し
て
七

月
一
日
以
降
も
申
込
み
を
受
付
け
て
お
り
ま
す

(図
9
)。

ま
た
、今
回
申
込
み
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
茨
城
県
、
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,キミら霰拡げ小児--‘{など霞fももい　
　　　 　

ツプの仕組み

千
葉
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
又
は
神
奈
川
県
内
以
外
の
地

域
に
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
を
置
く
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
事
業
者
の

募
集
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す

が
、
本
年
秋
以
降
に
改
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
事
業
者
の
募
集
に
関
し
て
、詳
し
く
は
、

O
R
S
E
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
事
業
の
契
約
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ

先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ノ2 道行セ 2000.8



④

地
方
道
路
公
社
向
け
E
T
C
説
明
会

O
R
S
E
で
は
、
七
月
三
日
、
建
設
省
、
日
本
道
路
公

団
東
京
第
二
管
理
局
の
ご
協
力
の
も
と
、
O
R
S
E
及
び

日
本
道
路
公
団
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
管
理
事
務
所
に
お

い
て
、
地
方
道
路
公
社
向
け
の
｢第
一
回
E
T
C
説
明
会
｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
地
方
道
路
公
社
の
皆
様
に
E
T
C
に

関
す
る
情
報
提
供
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
当
日
は
梅
雨
を
忘
れ
る
よ
う
な
好
天

に
恵
ま
れ
、
全
国
か
ら
一
九
公
社
三
四
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

説
明
会
で
は
、
建
設
省
に
よ
る
I
T
S
及
び
E
T
C
の

概
要
説
明
、
O
R
S
E
に
よ
る
E
T
C
シ
ス
テ
ム
の
概
要

及
び
O
R
S
E
の
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た

(写
真
3
)。

ま
た
、
E
T
C
機
器
の
見
学
及
び
E
T
C
車
線
の
実
走

行
を
体
験
す
る
た
め
に
、
E
T
C
車
載
器
を
取
り
付
け
た

バ
ス
で
日
本
道
路
公
団
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
管
理
事
務

所
へ
移
動
し
ま
し
た
。
途
中
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
木

更
津
金
田
料
金
所
を
通
過
後
、
袖
ヶ
浦
I
C
で
U
タ
ー
ン

　　　

し
、
再
び
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
木
更
津
金
田
I
C
へ
戻
る
ル
ー

ノ

ト
で
E
T
C
車
線

(専
用
･
混
在
車
線
)
を
実
走
行
し
ま

8

し
た

(写
真
4
)。

事
務
所
内
に
設
置
さ
れ
た
E
T
C
車
線
監
視
制
御
盤
と

祷

木
更
津
本
線
料
金
所
の
車
線
上
に
設
置
さ
れ
た
E
T
C
機

道

器
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

各
公
社
の
皆
様
も
午
前
中
の
説
明
会
、
そ
し
て
午
後
に

は
自
ら
乗
車
し
て
い
る
バ
ス
が
料
金
所
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
す
る
様
子
を
見
、
そ
し
て
体
験
し
た

こ
と
で
、
E
T
C
の
技
術
の
優
秀
性
、
利
便
性
を
確
認
･

実
感
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

O
R
S
E
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
方
道
路
公
社
の
皆
様

に
対
し
、
E
T
C
に
関
す
る
情
報
提
供
、
導
入
に
向
け
て

の
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

四

お
わ
り
に

O
R
S
E
は
、
平
成

三

一年
度
中
の
E
T
C
シ
ス
テ
ム

の
本
格
サ
ー
ビ
ス
開
始
、
全
国
展
開
に
向
け
て
、
建
設
省

を
は
じ
め
、
道
路
事
業
者
、
関
係
業
界
と
連
携
を
一
層
密

に
し
て
、
E
T
C
の
普
及
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。
皆
様

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

O
R
S
E
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
係

T
E
L

“
○
-ニ
ー
,五
二
エ
ハ
-ー
四
四
四
五

F
A
X

…
○
-ニ
ー
,五
二
ニ
ハーー
四
六
六
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

写真 3 O R S E での E T C 説明会

写真4 東京湾アクアライン木更津料金所での



特
集
/
道
路
の
高
度
シ
ス
テ
ム
化

蓬
行
蕊
覊
シ
ス
テ
ム
の
葉
鬮
化
に
面
漸
て

(ス
マ
覇
ト
ク
ル
憩
ズ
刎
)

建
設
省
土
木
研
究
所
道
路
部
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
研
究
室

一

は
じ
め
に

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
、
自
動
車
と
道
路
が
協
調
し

て
、
障
害
物
や
交
差
車
両
等
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

や
り
と
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
発
見
の
遅

れ
に
対
す
る
情
報
提
供
、
判
断
の
誤
り
に
対
す
る
警
報
、

操
作
の
誤
り
に
対
す
る
操
作
支
援
等
を
可
能
と
し
、
安
全

で
安
心
･
快
適
な
走
行
と
事
故
の
削
減
を
目
指
す
高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
在
、

建
設
省
土
木
研
究
所
は
技
術
研
究
組
合
走
行
支
援
道
路
シ

ス
テ
ム
開
発
機
構

(A
H
S
研
究
組
合
)
へ
の
委
託
に
よ

り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
近
い
将
来
に
実
用
化

す
る
こ
と
を
目
標
に
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
。

｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21
｣
と
は
、
二
〇
〇
〇
年

一
〇

月
か
ら
建
設
省
が
開
発
を
進
め
て
い
る
走
行
支
援
シ
ス
テ

ム
と
運
輸
省
の
推
進
の
も
と
自
動
車
各
社
が
開
発
を
進
め

て
い
る
先
進
安
全
自
動
車

(A
S
V
)
と
の
協
調
に
よ
り
、

建
設
省
土
木
研
究
所
等
で
実
施
す
る
実
証
実
験
で
あ
る

(図
1
本
誌
三
ペ
ー
ジ
図
2
参
照
)。

本
稿
で
は
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
目
指
す

サ
ー
ビ
ス
と
実
証
実
験
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

走
行
支
援
で
交
通
事
故
を
削
減

交
通
事
故
の
発
生
原
因
を
分
析
し
て
み
る
と
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
発
見
の
遅
れ
に
よ
る
事
故
が
約
五
0
%
、
判
断
の

誤
り
に
よ
る
事
故
が
約
一
六
%
、
操
作
の
誤
り
に
よ
る
事

故
が
約
九
%
と
な
っ
て
い
る

(図
2
)
。
走
行
支
援
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
原
因
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
情

報
･
通
信
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
事
象
の
発
見
の
遅
れ
に
対
し
て
は
余
裕
あ
る
タ
イ

藏　ラ因
%

ド
起
る

発見の遅

約9,000人
50 %

その他 25 %

図 2 交通事故死者数原因別内訳

等
酒
し
飲
出

･

び
走
飛
暴



@ 飛躍的に安全で安心な走行を実現し事故の削減を図る

図 3 走行支援システムのイメージ

ミ
ン
グ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
運

転
を
支
援
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
判
断
を
誤
っ
た
場
合
に
は

警
報
に
よ
り
判
断
を
手
助
け
し
、
操
作
の
誤
り
に
対
し
て

は
操
作
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
事
故
を
回
避
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る

(図
3
)
。

三

実
用
化
を
目
指
す
七
つ
の
サ
ー
ビ
ス

現
在
、
土
木
研
究
所
で
は
交
通
事
故
削
減
に
有
効
な
も

の
と
し
て
、
以
下
に
示
す
七
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

実
証
実
験
を
予
定
し
て
い
る

(図
4
本
誌
三
ペ
ー
ジ
図
3

参
照
)。
①

前
方
障
害
物
衝
突
防
止
支
援

見
通
し
が
悪
い
カ
ー
ブ
等
に
お
い
て
、
道
路
イ
ン

フ
ラ
が
停
止
車
両
や
落
下
物
等
の
障
害
物
を
検
知
し

て
車
両
に
伝
え
、
車
両
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
情

報
提
供
、
警
報
、
操
作
支
援
を
行
う
。

②

カ
ー
ブ
進
入
危
険
防
止
支
援

カ
ー
ブ
の
手
前
に
お
い
て
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
カ

ー
ブ
ま
で
の
距
離
や
カ
ー
ブ
形
状
を
車
両
に
伝
え
、

車
両
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
情
報
提
供
、
警
報
、
操

作
支
援
を
行
う
。

③

車
線
逸
脱
防
止
支
援

道
路
路
面
に
設
置
さ
れ
た
レ
ー
ン
マ
ー
カ
が
車
線

内
の
位
置
情
報
を
車
両
に
伝
え
、
車
両
が
走
行
車
線

を
逸
脱
し
そ
う
に
な
っ
た
時
に
車
両
は
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
警
報
、
操
作
支
援
を
行
う
。

④

出
合
い
頭
衝
突
防
止
支
援

交
差
点
に
お
い
て
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
接
近
す
る

車
両
を
検
知
し
て
車
両
に
伝
え
、
車
両
は
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
情
報
提
供
、
警
報
を
行
う
。

⑤

右
折
衝
突
防
止
支
援

交
差
点
に
お
い
て
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
対
向
車
線

の
接
近
す
る
車
両
を
検
知
し
て
右
折
し
よ
う
と
す
る

車
両
に
伝
え
、
車
両
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
情
報
提

供
を
行
う
o

濱行セ 2000.

-言

知

検

週

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　　

　　
　
　　
　
　
　　　
　

鰤

＼
＼
き
▲＼
＼

べ
し
　　

/ スマートウエイ/

システムイメージ(障害物衝突防止の例) 事故の発生原因への対応

乙スマートカー/

③操作の誤りに対応

障害物や交差車両等の情報

図 5 前方障害衝突防止支援



⑥

横
断
歩
道
歩
行
者
衝
突
防
止
支
援

交
差
点
等
に
お
い
て
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
横
断
歩

道
上
の
歩
行
者
を
検
知
し
て
車
両
に
伝
え
、
車
両
は

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
情
報
提
供
を
行
う
。

⑦

路
面
情
報
活
用
車
間
保
持
等
支
援

道
路
イ
ン
フ
ラ
が
道
路
の
路
面
状
況
等
を
把
握
し

て
車
両
に
伝
え
、
車
両
は
車
間
保
持
等
の
様
々
な
サ

ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
走
行
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
は
図
5
に
示
す

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
構
成
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
図
は
前

方
障
害
物
衝
突
防
止
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
構
成
を

表
し
て
い
る
。
カ
ー
ブ
前
方
に
存
在
す
る
道
路
上
の
障
害

物
を
障
害
物
検
知
設
備

(道
路
状
況
把
握
セ
ン
サ
)
で
、

路
面
の
滑
り
易
さ
等
の
情
報
を
路
面
状
態
検
知
設
備

(路

面
セ
ン
サ
)
で
検
出
す
る
。
検
出
さ
れ
た
情
報
は
路
側
情

報
処
理
設
備
に
よ
っ
て
車
両
に
伝
え
る
べ
き
情
報
と
し
て

加
工
さ
れ
、
路
車
間
通
信
設
備
を
介
し
て
車
両
に
伝
達
さ

れ
る
。
車
両
は
走
行
速
度
等
に
基
づ
い
て
、
適
切
な
位
置

で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
情
報
提
供
や
警
報
を
行
う
。

四

実
証
実
験

1

実
証
実
験
概
要

本
年
一
〇
月
か
ら
土
木
研
究
所
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス

(つ

く
ば
市
)
に
お
い
て
、
運
輸
省
と
共
同
で
走
行
支
援
シ
ス

テ
ム
の
実
証
実
験
を
実
施
す
る

(図
6
･
7
)
。
こ
の
実

に
〕
R
U
フ
′
R
)
Q
J
ハU‘ ‘ リ

ム
ば リ
ム

娼
醸
耕
;

図6 実証実験スケジュール

年

3

200

2

く試験走路主要諸元>
総延長:
南ループ(曲線部) 半径222,5m
北ループ(曲線部) 半径147,5m
雨露発生装置 約200 m

雨露実証実験場所
･前方障害物衝突防止支援
車線逸脱防止支援

南ル- プ実証実験場所
･前方障害物衝突防止支援 ･カーブ進入危険防止支援
･路面情報活用車間保持等支援 ･出合い頭衝突防止支援
･右折衝突防止支援 ◆横断歩道歩行者衝突防止支援

図 7 土木研究所テストコース

ノ6 道行セ 2000,8

北ループ実証実験場所
･カーブ進入危険防止支援
･車線逸脱防止支援 ,
･路面情報活用車間保持等支援



験
の
目
的
は
、
道
路
と
車
両
が
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

円
滑
に
機
能
す
る
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
違
和
感
の

な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
、
に
つ
い
て
実
用
化
に

向
け
た
技
術
の
完
成
度
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
験

で
は
、
土
木
研
究
所
が
開
発
し
た
電
波
ビ
ー
コ
ン
や
レ
ー

ン
マ
ー
カ
等
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
を
テ
ス
ト
コ
ー
ス
上
で
公

開
し
、
参
加
者
の
開
発
し
た
車
両
を
実
際
に
走
行
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
道
路
と
車
両
が
一
体
と
な
っ
て
実
現
す
る

走
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
評
価
･
検
証
を
行
う
。

実
験
に
は
、
A
S
V

(先
進
安
全
自
動
車
)
の
研
究
開
発

を
推
進
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
一
三
社
、
民
間
二
一
社
が

組
織
す
る
A
H
S
研
究
組
合
、
及
び
海
外
自
動
車
メ
ー
カ

ー
二
社
、
国
内
外
三
大
学
、
他
国
内
メ
ー
カ
ー
一
社
が
参

加
す
る
。
日
本
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
･
欧
･
米
か
ら
も
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
研
究
機
関
が
参
加
す
る
こ
と
は
、
国
際

連
携
･
国
際
協
調
の
観
点
か
ら
極
め
て
画
期
的
な
こ
と
で

あ
る
。

2

検
証
内
容

実
験
に
よ
る
具
体
的
な
検
証
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。①

シ
ス
テ
ム
設
計
の
妥
当
性
評
価

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
成
機
器
の
性
能
や
機
器

構
成
が
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
上
で
妥
当
で
あ
っ
た

か
否
か
を
評
価
す
る
。
セ
ン
サ
や
通
信
の
シ
ャ
ド
ウ

イ
ン
グ
に
よ
る
誤
検
出
、
検
出
漏
れ
の
発
生
頻
度
等

の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
･
信
頼

性
を
評
価
す
る
。

②

シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
評
価

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た

場
合
と
提
供
さ
れ
な
い
場
合
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
シ
ス
テ
ム
の
事
故
回
避
に
対
す
る
有
効
性
を
評

価
す
る
。

③

ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
容
性
評
価

情
報
提
供
や
警
報
の
提
供
タ
イ
ミ
ン
グ
や
頻
度
を

変
化
さ
せ
た
場
合
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
理
的
変
化
及

び
運
転
操
作
と
の
親
和
性
を
評
価
し
、
人
間
工
学
的

に
見
て
効
果
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
の
配
置
な
ど
を
評
価

す
る
。

④

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
設
計
値
の
検
証

セ
ン
サ
や
通
信
装
置
の
配
置
は
、
情
報
提
供
や
警

報
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
反
応
時
間

や
減
速
度
に
基
づ
い
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。
実
験
を

通
じ
て
、
こ
れ
ら
設
計
上
で
仮
定
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ァ
ク
タ
値
が
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
を
検

証
す
る
。

⑤

ハ
ザ
ー
ド
対
策

シ
ス
テ
ム
構
成
機
器
の
故
障
、
悪
天
候
等
に
よ
る

性
能
低
下
、
シ
ス
テ
ム
構
成
機
器
間
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
の
故
障
が
発
生
し
た
時
に
フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ

機
能
が
正
し
く
機
能
す
る
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
故
障

等
の
発
生
が
正
確
に
伝
わ
る
か
を
評
価
す
る
。

3

ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
針

D
e
m
o
2
0
0
0

実
証
実
験
の
実
施
期
間
中
、
三

月
二
人
日
か
ら
三
一

月
一
日
の
四
日
間
、
実
験
の
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン

｢
ス
マ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
21

D
e
m
o
2
0
0
0
｣
を

開
催
す
る
。
(図
8
)
D
e
m
o
2
0
0
0
で
は
、
国
内

外
の
専
門
家
や
関
係
者
を
招
き
、実
際
に
車
両
に
乗
車
し
、

最
先
端
の
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
技
術
を
体
験
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
講
演
会

･
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し

て
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
に
用
い
ら
れ
て
い
る
技
術
に
つ

い
て
、
紹
介
す
る
ほ
か
意
見
交
換
等
を
行
う
。
ま
た
、
D

e
m
o
2
0
0
0
の
開
催
に
併
せ
て
、
米
国
連
邦
道
路
庁

と
の

｢第
九
回
日
米
道
路
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣、
英
国
道

路
庁
と
の

｢第
三
回
日
英
道
路
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣
を
開

催
す
る
な
ど
、
I
T
S
分
野
に
お
け
る
国
際
連
携
･
協
調

の
体
制
づ
く
り
や
円
滑
な
国
際
標
準
化
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

五

お
わ
り
に

今
回
の
実
証
実
験
は
、
世
界
で
初
め
て
実
用
化
を
目
指

し
た
本
格
的
な
実
証
実
験
で
あ
り
、
本
実
験
の
成
果
を
踏

ま
え
、
今
後
は
二
〇
〇
三
年
の
一
部
実
用
化

(第
二
束

名
･
名
阪
や
大
都
市
の
都
市
高
速
等
で
先
駆
的
導
入
)
を

目
指
し
て
更
に
必
要
な
技
術
の
完
成
に
向
け
た
研
究
開

発
･
実
証
実
験
等
を
推
進
し
、
精
度
･
基
準
類
の
整
備
に

着
手
し
て
い
く

(図
9
)。

道行セ 2000,8 !7
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(財
)道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
企
画
事
業
部
長

小
MM川

“政
一竹

V
I
C
s
(く
①町
二
の
甘
言
日
呂
0口
g
Q
(ざ
月
日
目
｣自
慰
口

び
に
提
供
の

｢四
つ
の
機
能
｣
が
よ
り
早
く
、
正
確
で
豊

一
九
九
六
年
四
月
、
V
I
C
S
情
報
の
提
供
が
開
始
さ
れ

の添
付
日
)
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
、
利
便
性
を

富
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

(図
1
)。

ま
し
た
。

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
輸
送
時
間
の
短
縮
に
よ
る
コ
ス

V
ー
C
S
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯

事
業
内
容

卜
の
削
減
、
的
確
な
状
況
把
握
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
、

交
通
の
円
滑
化
に
よ
る
環
境
の
保
全
等
を
可
能
と
し
、
ひ

い
て
は
ゆ
と
り
あ
る
国
民
生
活
の
実
現
と
社
会
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
V
I
C
S
は
財
団
法
人

道
路
交
通
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

(V
I
C
s
セ
ン
タ
ー
)
で
編
集
、

処
理
さ
れ
た
渋
滞
や
交
通
規
制
な
ど
の
道
路
交
通
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
、
｢電
波
ビ
ー
コ
ン
｣
、
｢光
ビ
ー
コ
ン
｣

並
び
に

｢F
M
多
重
放
送
｣
の
三
つ
の
メ
デ
ィ
ア
で
ド
ラ

イ
バ
ー
に
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

V
I
C
S
の
し
く
み

V
I
C
S
の
持
つ
、
情
報
の
収
集
、
処
理
、
編
集
、
並

V
I
C
S
の
出
発
点
は
一
九
九
〇
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
一
九
九
〇
年
三
月
、
警
察
庁
、
郵
政
省
、
建
設
省
の

三
省
庁
は
、
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
連
絡
協
議
会

(V
I
C
S
連
絡
協
議
会
)
を
発
足
さ
せ
、
移
動
体
を
対

象
と
す
る
新
た
な
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
際
し
て
は

｢交
通
の
安
全
･
円
滑
化
に
資
す
る
｣
こ
と

を
基
本
に
、
電
波
資
源
の
有
効
活
用
と
、
関
係
方
面
で
研

究
開
発
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
を

｢
V
I
C
S
｣
と
し
て

体
系
化
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
一

年
一
〇
月

｢V
I
C
S
推
進
協
議
会
｣
が
設
立
さ
れ
、
具

体
化
へ
の
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、

一
九
九
五
年
七
月
、
V
I
C
s
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
は
上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
次
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

1

道
路
交
通
情
報
の
収
集
、
処
理
、
編
集
及
び
通
信
･

放
送
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
提
供
。

2

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
、
研

究
及
び
開
発
。

3

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
知
的
財
産

権
の
維
持
及
び
管
理
。

4

前
3
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
業
務
の
受
託
。

5

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
内
外
の

情
報
収
集
及
び
関
係
機
関
、
団
体
と
の
交
流
。

6

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
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銚

975

な
事
業
。

V
ー
C
S
事
業
の
現
状

一
九
九
六
年
四
月
に
V
I
C
s
情
報
の
提
供
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
一
九
九
六
~
二
〇
〇
一
年
度
ま
で
の
、
V
I

C
s
車
載
機
並
び
に
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
出
荷
実
績

(
一
九
九
六
~
一
九
九
九
年
度
)
と
出
荷
予
測

(二
〇
〇

0
~
二
〇
〇
一
年
度
)
及
び
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
対

35%

V I C S のしくみ

　

　

　

ー

…
椰
600

400

200

…
800

桝
㈱
200

0

酵

図

2

1

ー

1

1

1

6

　

　

　 　　　　 　 　亡コカーナビゲーション(実績はEIAJ資料に基づく)
嘴絆装着率(VICS車載機出荷台数/カーナビゲーション出荷台数)

V I C S車載機出荷台数実績と予測

,96キ臨
(美感＼
餌キ挽
く裟線1
98舜橦
く喫誤＼
99辱滋
く裂憲)
,ゆ呼醜
く傘紬)
も1キ度
(冬謎)

796

す
る
V
I
C
s
車
載
機
の
装
着
率
を
図
2
に
示
し
ま
す
。

一
九
九
六
年
度
と
一
九
九
九
年
度
の
メ
ー
カ
ー
出
荷
実

績
を
比
較
し
ま
す
と
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
七
九
六

千
台
か
ら
一
、
四
二
一
千
台
へ
約
一
･
八
倍
、
V
I
C
S

車
載
機
は
一
二
八
千
台
か
ら
七
九
六
千
台
へ
約
六
･
二

倍
、
V
I
C
S
車
戦
機
の
装
着
率
も

一
九
九
六
年
度

一

六
%
か
ら
一
九
九
九
年
度
五
六
%
と
い
づ
れ
も
大
幅
な
伸

び
を
達
成
致
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
度
第

,

C

嬬

　　

　一丁
V I C S車載機累計出荷台数 (実績)

命

“

‐

図

ヰ
00　
　

　

　

　

　



I
四
半
期
ま
で
の
V
I
C
s
車
載
機
の
累
計
出
荷
台
数

は
、
二
〇
〇
万
台
を
超
え
ま
し
た

(図
3
参
照
)。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
に
お
き
ま
し
て
も
、
カ
ー

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
は

一
0
%
以
上
、
そ
し
て
V
I
C
S
車

載
機
も
二
0
○
○
年
度
は
二
○
%
以
上
の
伸
び
が
予
測
さ

れ
、
順
調
な
推
移
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

V
I
C
S
が
こ
の
よ
う
に
順
調
に
推
移
し
た
背
景
に

は
、
V
I
C
s
事
業
の
立
上
げ
に
際
し
て
、
情
報
収
集
イ

ン
フ
ラ
と
提
供
情
報
は
官
側

(F
M
多
重
放
送
設
備
は
日

本
放
送
協
会
及
び
V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
)
が
整
備
し
、
情

報
を
受
信
す
る
た
め
の
車
載
機
は
民
側
が
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
と
組
合
せ
た
利
用
形
態
を
前
提
に
開
発
、
製
造
出

荷
す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
決
め
、
今
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

が
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
官
民
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
成
果
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
情
報

内
容
に
つ
い
て
も
、
情
報
収
集
対
象
リ
ン
ク
、
情
報
提
供

イ
ン
フ
ラ

(電
波
及
び
光
ビ
ー
コ
ン
･
F
M
多
重
放
送
)、

簡
易
図
形
等
の
整
備
充
実
が
続
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
駐

車
場
情
報

(滴
空
情
報
等
)
も
増
加
す
る
な
ど
充
実
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
V
I
C
s
ユ
ー
ザ
ー
を
は

じ
め
各
方
面
よ
り
V
I
C
s
に
対
す
る
好
意
的
な
評
価
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

V
I
C
S
ユ
ー
ザ
ー
の
評
価

V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
で
は
、
情
報
提
供
に
対
す
る
評
価

の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
二
0

○
○
年
三
月
に
実
施
致
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
の
一
部
を

図
4
及
び
図
5
で
紹
介
致
し
ま
す
。

①

V
I
C
S
情
報
の
使
用
感

V
I
C
S
情
報
の
使
用
感
で

｢必
需
品
と
な
っ
た
｣
と

の
回
答
は
三
ヶ
年
連
続
し
て
増
加
し
、
三
四
%
に
達
し
ま

し
た
。
ま
た

｢あ
る
と
便
利
｣
と
回
答
し
た
ユ
ー
ザ
ー
を

合
せ
る
と
九
○
%
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

⑭

V
-
C
S
の
具
体
的
効
果

V
I
C
S
の
具
体
的
効
果
で
は
、
｢心
理
的
余
裕
｣
や

｢渋
滞
回
避
｣
な
ど
と
い
っ
た
効
果
を
評
価
す
る
ユ
ー
ザ

は

｢ま
あ
そ
う
思
う
｣
と
回
答
し
た
人
と
合
わ
せ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
八
七
%
、
七
七
%
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

V
ー
C
S
サ
ー
ビ
ス
の
エ
リ
ア
展
開
の
経
過

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
展
開
の
経
過
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。0

一
九
九
六
年
度

(五
エ
リ
ア
展
開
)

①

東
京
都
中
心
部
か
ら
お
お
む
ね
一
〇
〇
虹
程
度
ま

で
の
高
速
道
路
及
び
東
名
･
名
神
高
速
道
路
並
び
に

首
都
圏
一
都
三
県

(東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

神
奈
川
県
)
の
主
要
一
般
道

(四
月
)

②

大
阪
中
心
部
か
ら
六
○
如
程
度
ま
で
の
高
速
道
路

と
大
阪
府
の
主
要
一
般
道

(
三
一月
)

⑭

-九
九
七
年
度

(四
エ
リ
ア
展
開
)

20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % %m
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　CVに｢〕図

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 % 60 % 70 % 80 % 90 % 100 %

、 口わからない

渋滞の状況がわかり心理的に余裕ができる

渋滞を避けてルート選択ができる

目的地までの道路状況がわかる

時間短縮が出来るようになった

ト メメ〆〆 JJメ
メ ノテメグ

十
J〆J
ノ

r謙一
小ナ ノメ ノ l

①

全
国
の
高
速
道
路
及
び
愛
知
県
の
主
要
一
般
道

(四
月
)

②

京
都
府
、
長
野
県
及
び
兵
庫
県
の
主
要
一
般
道

(
三

月
、
一
月
)

③

一
九
九
九
年
度

(七
エ
リ
ア
展
開
)

①

福
岡
県
、
広
島
県
、
宮
城
県
、
北
海
道
札
幌
地
区
、

静
岡
県
、
群
馬
県
、
岡
山
県
の
主
要
一
般
道

V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
展
開
に
つ
い
て

V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
は
、
設
立
以
来
、
V
I
C
S
サ
ー

ビ
ス
の

｢全
国
展
開
｣
を
目
標
と
し
、
現
在
は
第
二
期
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
展
開
計
画

(以
下

｢第
二
期
計
画
｣
と
い

う
。)
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
展
開
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
V
I
C
S
車
載
機
の
順
調
な
出
荷
に
支

え
ら
れ
収
支
見
通
し
の
上
で
も
可
能
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
｢サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
早
急
な
拡
大
｣

を
要
望
す
る
ユ
ー
ザ
ー
等
の
声
に
応
え
る
と
と
も
に
、
全

国
展
開
の
目
標
を
早
期
に
達
成
さ
せ
る
た
め
、
エ
リ
ア
の

全
国
展
開
に
必
要
な
計
画
を
策
定
し
、
所
要
の
準
備
作
業

を
進
め
ま
す
。

○

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

①

第
二
期
計
画
に
引
き
続
い
て
展
開
を
進
め
る
も
の

と
し
ま
す
。
但
し
、
年
度
毎
に
、
諸
般
の
事
情
を
勘

案
し
て
見
直
し
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

②

計
画
実
施
に
必
要
な
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
第
二
期
計
画
で
構
築
し
た
シ
ス

テ
ム
へ
の
増
設
･
増
強
に
依
る
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
対
象
エ
リ
ア
が
大
都
市
地
域
以
外
の
地
域

に
移
行
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス

と
も
に
こ
れ
ら
に
相
応
し
い
も
の
と
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
し
ま
す
。

③

計
画
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
所
要
の
経
費
は
、
新

た
な
借
入
に
依
る
こ
と
な
く
、
現
在
の
収
支
見
通
し

の
中
で
支
弁
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
増

設
･
増
強
に
際
し
て
は
、
F
M
多
重
放
送
の
方
式
の

見
直
し
等
に
よ
り
、
経
費
の
節
減
に
努
め
る
も
の
と

し
ま
す
。

⑭

計
画
の
概
要

第
一
期
計
画

(八
都
府
県
)
及
び
第
二
期
計
画

(当
初

一
五
道

(地
区
)
県
程
度
を
対
象
と
し
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
容
量
上
二
〇
道

(地
区
)
県
ま
で
可
能

見
込
み
)
で
二
人
都
道

(地
区
)
府
県
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
展
開

計
画
で
は

｢そ
れ
以
外
の
二
三
道

(地
区
)
県
｣
を
展
開

の
対
象
エ
リ
ア
と
し
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
度
は
福
島
県
、
沖
縄
県
、
宮
崎
県
、
岐
阜

r
県
及
び
三
重
県
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
は
二
一
エ
リ
ア

(二
〇
〇
〇
年
七
月
末
現
在
)
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
二
0
○
-
年
度
前
半
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
開
始
エ
リ
ア
は
、
山
口
県
、
茨
城
県
、
滋
賀
県
、
奈

良
県
、
栃
木
県
、
山
梨
県
及
び
新
潟
県
の
七
エ
リ
ア
を
予

定
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
二
八
エ
リ
ア
で
情
報
提
供
が



開
始
さ
れ
ま
す
。

引
続
き
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
拡
大
を
進
め
、
V
I
C
S

サ
ー
ビ
ス
の
全
国
展
開
計
画
を
、
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
に

概
成
さ
せ
、
遅
く
と
も
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に
完
成
さ
せ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
展
開
は
、
地
方
の
拠
点
地
域
、
既
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
と
の
隣
接
、
情
報
提
供
の
た
め
の
準
備
作
業
進
捗
等

の
事
情
を
考
慮
し
て
順
次
行
い
ま
す
。

③

V
I
C
S
情
報
提
供
エ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
図

(図
6
)

今
後
の
取
組
み

｢V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
展
開
｣
を
確
実
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
も

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

①

提
供
情
報
の
充
実

各
エ
リ
ア
の
ユ
ー
ザ
ー
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
情
報
の
質

的
向
上
と
量
的
充
実
を
進
め
る
と
同
時
に
、
シ
ス
テ

ム
の
効
率
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

②

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
と
高
度
化
の
推
進

｢V
I
C
s
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
展
開
｣
の
推
進
と
同

時
に
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
情
報
通
信
の
高
速
･
大

容
量
化
及
び
多
様
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
｢
V
I

C
S
の
高
度
化
｣
や

｢次
世
代
メ
デ
ィ
ア
｣
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

お
わ
り
に

最
近
、
V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
エ
リ
ア
の
拡
大

並
び
に
良
質
な
情
報
提
供
等
に
つ
い
て
要
望
や
意
見
を
い

た
だ
く
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
V
I
C
s
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
を
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
広
が
り
や
V
I
C
S
へ
の
関

心
と
理
解
の
高
ま
り
と
受
け
と
め
、
実
現
の
た
め
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
主
務
官
庁
で
あ
る
建
設
省
、
警
察
庁
及
び

郵
政
省
並
び
に
、
関
係
団
体
、
企
業
、
大
学
関
係
の
方
々

の
引
続
い
て
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
、
全
国
展
開
の

早
期
実
現
と
V
I
C
s
発
展
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。*

全
国
展
開
エ
リ
ア
数
!
･北
海
道
を
五
エ
リ
ア
に
分

け
、
全
国
の
都
道
府
県
数
と
合
せ
て
、
全
国
五
一
エ

リ
ア
と
し
て
お
り
ま
す
。



　　　 　　 　　　u口鱒 離島での情報提供は、原則として本島 (本土)のVICS情報の中継のみとなります。名古屋西
(2000年7月末現在)
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醸
藁
県
に
蘂
捗
る
地
鰔
ー
T
S
へ
⑭
顱
組
み

岐
阜
県
基
盤
整
備
部
企
画
管
理
課
情
報
通
信
基
盤
整
備
室

一

岐
阜
県
の
概
要

岐
阜
県
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
愛
知
･
三

重
･
長
野
･
滋
賀
･
富
山
県
な
ど
七
県
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。
県
土
は
東
西
方
向
及
び
南
北
方
向
と
も
に
長
く
、
総

面
積
は
約
一
○
、
五
九
六
m
と
、
全
国
七
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
形
的
に
は
飛
騨
山
脈
の
一
部
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

山
岳
地
帯
が
大
部
分
を
占
め
る
飛
騨
地
方
と
、
木
曽
川
･

長
良
川
･
揖
斐
川
と
い
っ
た
大
河
川
群
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
平
野
部
を
中
心
と
す
る
美
濃
地
方
に
大
分
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
形
的
特
徴
か
ら

｢飛
山
濃
水
｣
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

交
通
面
で
は
県
民
一
〇
〇
人
当
た
り
自
動
車
保
有
台
数

が
七
一
･
二
台
(全
国
八
位
)
と
非
常
に
多
く
、
自
動
車

交
通
に
大
き
く
依
存
し
た
交
通
体
系
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。二

岐
阜
県
の
道
路
現
況

県
内
の
道
路
は
、
国
道
が
三
一
路
線

(延
長
約
一
、
五

一
一
如
)
、
県
道
が
二
人
九
路
線
で

(同
約
三
、
一
三
四

如
)、
そ
し
て
市
町
村
道
が
七
九
、
0
二
四
路
線

(同
約

二
四
、
四
二
三
皿
)
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
他
に
名
神
高

速
道
路

(愛
知
県
境
~
滋
賀
県
境
)
、
中
央
自
動
車
道

(長
野
県
境
~
愛
知
県
境
)、
東
海
北
陸
自
動
車
道

(愛
知

県
境
…
荘
川
I
C
)
と
い
っ
た
高
速
道
路
が
通
過
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
岐
阜
県
管
理
の
道
路
は
国
道
一
六
路
線

(延
長
約
一
、
0
七
七
皿
)、
県
道
二
人
九
路
線

(同
約
三
、

一
三
四
如
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
項
に
も
あ
げ
た
地
形
的
条
件
か
ら
山
岳
地
帯
を
通
過

す
る
道
路
、
及
び
大
河
川
を
渡
河
す
る
道
路
が
多
い
の
が

特
徴
で
、
ト
ン
ネ
ル
は
一
二
九
箇
所

(全
国
九
位
)、
橋

梁
四
、
一
二
七
箇
所

(全
国
八
位
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三

岐
阜
県
の
情
報
化
施
策
に
お
け
る
-
T
S

の
位
置
づ
け

岐
阜
県
で
は
、
平
成
三

年
度
か
ら
の
五
年
間
に
わ
た

る
総
合
計
画
で
あ
る

｢県
政
の
指
針
｣
に
お
い
て
、
情
報

の
交
流
に
よ
り
さ
ら
に
新
し
い
情
報
価
値
を
生
み
出
す
べ

く
、
情
報
生
産
の
基
本
要
素
で
あ
る

｢人
｣
が
交
流
で
き

る
環
境
や

｢場
｣、
す
な
わ
ち
情
報
価
値
の
生
産
現
場
で

あ
る

｢高
度
情
報
基
地
ぎ
ふ

(情
場
)｣
づ
く
り
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
南
部
地
域
に
情
報
通
信
･
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

分
野
の
研
究
開
発
拠
点
や
ハ
イ
テ
ク
産
業
、
学
術
研
究
機



I
T
S
推
進
施
策
と
し
て
図
1
に
示
す
六
施
策
を
重
点
と

し
て
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
交
通
問
題
を
解
決
し
、
さ
ら
に
は
情
報
化
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図
る
手
段
と
し
て
、
岐
阜
県
で
は
I
T
S
に

着
目
し
、
実
現
へ
向
け
て
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
の
地
域
特
性
に
あ
っ
た
I
T
S
を
進
め
る

べ
く
、
平
成
一
〇
年
一
月
に
産
官
学
に
よ
る

｢岐
阜
県
I

T
S
研
究
会
｣
を
設
置
し
、
二
回
の
研
究
会
開
催
を
経
て
、

関
な
ど
の
資
源
を
結
集
し
I
T
関
連
企
業
、
コ
ン
テ
ン
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
の
一
大
集
積
地
を
形
成
す
る

｢
ス
イ
ー
ト
バ
レ

ー
｣
構
想
を
進
め
る
な
ど
、
様
々
な
切
り
口
か
ら
の
情
報

化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
自
動
車
交
通
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

四

-
T
S
モ
デ
ル
地
区
実
験

｢岐
阜
県
I
T
S
研
究
会
｣
に
よ
っ
て
定
め
た
六
施
策

の
う
ち
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
や
周
辺
技
術
の
熱
度
な
ど
を
考

慮
し
、
二
つ
の
テ
ー
マ
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
進
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
二
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
〇
年

五
月
の
I
T
S
推
進
五
省
庁

(建
設
省
･
通
産
省
･
郵
政

省
･
運
輸
省
･
警
察
庁
)
に
よ
る

｢I
T
S
モ
デ
ル
地
区

実
験
｣
に
応
募
し
、
同
年
七
月
に
は
候
補
地
と
し
て
の
選

定
を
受
け
、
平
成
一
一
年
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
実
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
事
業
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
示

す
と
お
り
で
す
。

○

民
間
活
力
を
利
用
し
た
岐
阜
県
ー
T
S
関
連
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
の
実
現
性
検
討

県
や
市
町
村
に
よ
る
行
政
情
報
、
及
び
民
間
各
種
団
体

等
に
よ
る
地
域
･
観
光
情
報
を
情
報
蓄
積
サ
ー
バ

｢バ
ー

チ
ャ
ル

･
コ
ン
テ
ン
ツ
･
ボ
ッ
ク
ス
｣
に
格
納
し
、
行
政

機
関
や
民
間
情
報
提
供
機
関
な
ど
に
よ
り
移
動
前

(自
宅

R

(6 その他個別の課題〕
①物流の効率化に ムテスシ

ム

る

テ

ず
ス

資

シ②歩行者への支援システム

岐阜県 I T S の主要施策

や
オ
フ
ィ
ス
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
)、
移

獅

動
中

(道
の
駅

･
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

･
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ャ行

ス
ス
ト
ア
等
)
及
び
目
的
地

(キ
オ
ス
ク
端
末
等
)
に
お

漕

い
て
道
路
利
用
者
へ
情
報
を
提
供
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
に

バ

図

フ

つ
い
て
、
そ
の
実
現
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
構
築
す
る

で B市圏
こ射る交通の円滑化を自警生した施策〕(岐阜市周辺等)

①各種情報の提供とその高度化

②交通管制システムの高度化

③公共交通の利用促進

2 地方部における観光 ･冬期交通の安全性 ･利便性の確保に資する施策

(東濃 ･飛騨地方等)

①道の駅等の活用によるナビゲーションシステムの高度化

②移動の際の安全性の確保

③除雪活動の効率化

3 地方部 (過疎地域等) における公共交通支援に関する施策

コミュニティバスへの I T S の導入

(4 安全運転の支援〕
①冬期峠部の安全な通行の確保

②二次事故の発生を抑制する事故処理の効率化

(5 ノンストップ自動料金収受システムの地域交通への応用可能性検討 )

I C カードの汎用的な活用方法検討



も
の
で
す
。

7

平
成
三

年
度
実
験
に
お
い
て
は
、
情
報
提
供
の
あ
り

?
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郡
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建設事務所

方

(提
供
内
容
、
提
供
方
法
及
び
情
報
提
供
機
器
の
操
作

R

方
法
、
表
示
方
法
等
)
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
べ
く
、
飛

知

灘
地
方
の
道
の
駅
で
あ
る

｢パ
ス
カ
ル
清
見

(国
道
四
七

絆

二
号
･
清
見
村
)｣
｢白
川
郷
(国
道
一
五
六
号
･
白
川
村
)｣

浦

及
び
｢奥
飛
騨
温
泉
郷
上
宝
(国
道
四
七
一
号
･
上
宝
村
)｣

の
三
ヵ
所
に
端
末
を
設
置
し
、情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

情
報
は
名
古
屋
市
内
に
あ
る
民
間
情
報
提
供
機
関
内
に
設

置
し
た
サ
ー
バ
に
格
納
さ
れ
、
電
話
回
線
で
接
続
さ
れ
た

各
端
末
か
ら
の
要
求
に
応
じ
て
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

　

　
　

　

　　
　　
　

　

,
淺
樹

.
漆緘
澗
遷
舘
た
n

真

図

＼

ご

も

′

･

写 者用利の



実
験
で
提
供
さ
れ
た
情
報
の
内
容
は
道
路
交
通
情
報

(通
行
規
制
等
の
情
報
、
駐
車
場
情
報
等
)、
地
域
･
観
光

情
報

(民
間
情
報
提
供
機
関
が
提
供
す
る
観
光
･
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
気
象
情
報
な
ど
)
及
び
関
係
機
関

(県
、
関
係

市
町
村
及
び
建
設
省
等
)
に
よ
る
行
政
関
連
情
報
で
、
実

験
期
間
中
に
は
端
末
操
作
者
全
員
に
操
作
を
し
た
そ
の
場

で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
を
い
た
だ
き
、
回
収
･
集
計
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、今
回
の
端
末
に
対
し
て
再
び
利
用
し
た
い
、

と
答
え
た
利
用
者
が
九
割
を
超
え
、
総
合
的
に
は
高
い
評

価
が
得
ら
れ
た
一
方
、
個
々
の
情
報
に
つ
い
て
は
道
路
交

通
情
報
を
求
め
る
声
が
や
は
り
高
か
っ
た
こ
と
や
、
今
回

は
道
の
駅
だ
け
の
設
置
で
あ
っ
た
が
宿
泊
施
設
へ
の
設
置

希
望
が
多
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。

②

移
動
体
通
信
に
よ
る
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

環
境
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
近
年
建
設
業
界
に
お
い

て
も
再
生
砕
石
や
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
な
ど
、
建
設

副
産
物
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
動
き
が
一
般
的
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
こ
う
い
っ
た
建
設
廃
棄
物

を
山
中
な
ど
人
目
に
付
か
な
い
場
所
に
投
棄
す
る
不
法
行

動
も
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
建
設

副
産
物
や
再
生
資
材
を
運
搬
す
る
車
両
の
連
行
管
理
を
行

う
こ
と
に
よ
り
不
法
行
動
の
監
視
を
図
る
と
と
も
に
、
連

行
そ
の
も
の
や
建
設
副
産
物
と
そ
の
再
資
源
化
の
流
れ
を

効
率
化
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

圓

移動体通信による資源循環型社会の構築

運行データ

圓　

連行データ

横浜衛星センター

　　
　
　
　
　
　
図
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会
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街
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実
験
で
は
、
岐
阜
県
南
西
部
(大
垣
建
設
事
務
所
管
内
)

の
工
事
現
場
を
対
象
と
し
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
な
ら
び

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
を
現
場
か
ら
再
資
源
化
プ
ラ
ン
ト
に

運
搬
し
、
生
成
さ
れ
た
再
生
資
源
を
ま
た
現
場
に
運
搬
す

る
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
五
台
に
車
載
機
を
搭
載
し
、
実
際
の

現
場
で
運
用
を
行
い
ま
し
た
。
車
載
機
は
ト
ラ
ッ
ク
の
屋

根
上
に
設
置
さ
れ
、
G
P
S
装
置
を
用
い
て
自
車
の
位
置

を
検
出
し
ま
す
。
検
出
さ
れ
た
自
車
の
位
置
情
報
と
、
必

要
に
応
じ
て
空
車
か
積
車
か
、
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
る
か

な
ど
と
い
っ
た
連
行
状
況
と
を
衛
星
通
信
を
経
由
し
て
監

視
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
監
視
端
末
へ
送
信
す
る
。
今
回
の

実
験
で
は
監
視
セ
ン
タ
ー
を
大
垣
建
設
事
務
所
に
置
き
、

平
成
一
一
年
一
〇
月
~
三
一月
の
二
ヵ
月
間
に
亘
り
実
験

を
行
い
ま
し
た
。

写真 2 監視端末の表示画面

栗原

総
、

醇

　
　　
　

　

　
　
　

繃

き

実
験
に
お
け
る
表
示
画
面
は
写
真
2
に
示
す
と
お
り

で
、
あ
る
時
刻
に
お
け
る
車
両
の
運
行
位
置
、
連
行
状
況

が
セ
ン
タ
ー
内
履
歴
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
図
5

の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
連
行
軌
跡
を
画
面
上
に
表
示
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
図
6
の
よ

う
に
あ
ら
か
じ
め
不
法
投
棄
が
予
想
さ
れ
る
地
域
を
設
定

し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
出
入
り
す
る
車
両
が
発

生
し
た
場
合
セ
ン
タ
ー
で
警
報
を
発
す
る
機
能
も
持
っ
て

い
ま
す
。

実
験
で
は
こ
れ
ら
機
能
に
加
え
、
セ
ン
タ
ー
側
で
複
数

の
再
資
源
化
プ
ラ
ン
ト
の
稼
働
状
況
か
ら
搬
入
先
プ
ラ
ン

ト
を
指
定
し
た
り
、
ま
た
現
場
へ
資
材
を
搬
入
し
た
後
の

通行セ 2000 8 29

運行軌跡の表示



空
車
回
送
車
両
を
急
遠
別
の
現
場
へ
向
か
わ
せ
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
塊
を
搬
出
さ
せ
る
な
ど
運
行
や
再
資
源
化
プ
ラ
ン
ト

稼
働
の
効
率
化
な
ど
に
つ
い
て
も
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
確
認

し
、
シ
ス
テ
ム
の
現
場
へ
の
活
用
に
つ
い
て
機
能
面
で
間

題
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

五

今
後
の
展
開

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
現
在
実
施
中
の
も
の
に
つ
い
て

　
　
　　
　
　　

　

.↑ゞ

＼
ゞゞ
〉!

　　
　
　
　　
　
　

　
　　
　　
　

な
さ
ぎ
ふき

　
　　　
　

　
　　
　　　

歩衆
議
*

図 6 不法投棄警戒地域への進入

は
、
技
術
･
制
度
上
の
問
題
解
決
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に

必
要
な
実
験
を
行
い
つ
つ
、
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一
部
に
つ

き
ま
し
て
は
本
年
度
創
設
さ
れ
ま
し
た
建
設
省
の

｢I
T

S
関
連
施
設
整
備
事
業
｣
の
補
助
の
も
と
、
｢岐
阜
県
道

路
情
報
シ
ス
テ
ム
｣
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
県
庁
、
各
建
設
事
務
所
、
県
警
察
本
部
や
建
設
省
国

道
工
事
事
務
所
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
各

管
理
者
が
持
つ
道
路
情
報
を
共
有
化
し
、
異
常
気
象
時
や

災
害
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
な
状
況
把
握
、
被
災
箇
所
の

迂
回
路
選
定
や
早
期
復
旧
を
図
る
と
と
も
に
、
道
の
駅
で

道
路
利
用
者
に
対
し
工
事
や
異
常
気
象
に
よ
る
通
行
規
制

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
I
T
S
研
究
会
で
策
定
し
た
他
の
施
策
に
つ

い
て
も
、
実
現
へ
向
け
て
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
と
こ

ろ
で
あ
り
、
具
体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
取
組
み
方
法
に
つ

い
て
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
指
導
と
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
組
み
、
岐
阜
県
の
地

域
特
性
に
あ
っ
た
I
T
S
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。



高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
資
す
る
情
覊
B
◎
×
等

纖　嫡

光
ラ
デ
イ
バ
鬱
収
容
空
間
の
整
備
に
つ
い
て

“

道
路
局
国
道
課

て
は
、
低
廉
な
利
用
料
金
の
実
現
、
地
域
間
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
の
是
正
、
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
の
克
服
、
諸
外
国

の
動
向
に
十
分
配
意
し
て
促
進
す
る
。
基
本
的
に
は
公
正

有
効
競
争
の
下
で
民
間
主
導
を
原
則
と
す
る
が
、
将
来
需

要
を
見
越
し
た
巨
額
投
資
の
短
期
的
な
立
ち
上
げ
に
は
、

投
資
促
進
の
た
め
の
政
策
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
合
わ
せ

て
、
災
害
の
多
い
国
土
の
特
性
に
鑑
み
、
地
上
回
線
と
衛

星
回
線
と
い
っ
た
多
様
な
イ
ン
フ
ラ
の
長
所
、
短
所
を
踏

ま
え
た
幅
広
い
整
備
が
必
要
で
あ
る
。｣
と
指
摘
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
｢民
間
主
導
に
よ
る

光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
の
原
則
の
下
、
事
業
者
へ
の
負
担
軽

減
、
道
路
、
河
川
、
下
水
道
等
の
公
共
空
間
の
一
層
の
活

用
、
公
共
施
設
管
理
用
等
の
光
フ
ァ
イ
バ
網
及
び
そ
の
収

容
空
間

(情
報
B
O
X
等
)
の
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
活

用
の
た
め
の
整
備
を
図
る
。｣、
｢地
震
等
に
対
す
る
情
報

一

は
じ
め
に

近
年
、
情
報
通
信
分
野
に
お
け
る
技
術
進
展
は
め
ざ
ま

し
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
普
及
と
あ
い
ま
っ
て
、

文
字
、
画
像
、
音
声
の
双
方
向
通
信
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
高
度
情
報
化
社

会
に
お
い
て
は
、
画
像
情
報
の
ニ
ー
ズ
が
増
し
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
画
像
情
報
の
情
報
量
は
極
め
て
大
き

く
、
特
に
精
細
画
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
動
画
情
報
と
し

て
ス
ム
ー
ズ
に
伝
送
す
る
た
め
に
は
、
通
信
媒
体
と
し
て

高
速
･
大
容
量
の
情
報
伝
送
が
可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
平
成
一
一
年
一
一
月
に

決
定
し
た
政
府

(経
済
対
策
閣
僚
会
議
)
の
経
済
新
生
対

策
に
お
い
て
も
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
し
て
光
フ
ァ
イ
バ

ー
の
収
容
空
間
の
整
備
･
高
度
利
用
を
推
進
し
、
通
信
容

量
の
大
幅
な
拡
大
、
情
報
内
容
の
充
実
を
図
り
、
我
が
国

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
が
、
先
端
電

子
立
国
を
形
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

二

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
の
あ
り
方

高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け
た
動
き
を
加
速
、

推
進
す
る
た
め
に
は
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
欠

か
せ
な
い
。
平
成
一
〇
年
一
一
月
に
、
内
閣
総
理
大
臣
を

本
部
長
、
内
閣
官
房
長
官
、
郵
政
大
臣
及
び
通
商
産
業
大

臣
を
副
本
部
長
、
そ
の
他
の
全
閣
僚
を
本
部
員
と
す
る
高

度
情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
で
決
定
さ
れ
た
｢高
度
情
報

通
信
社
会
推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
｣
に
お
い
て
は
、

｢情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
当
た
っ

7‘　　



通
信
網
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
等
の
た
め
、
公
的
支
援
に

電
気
、
電
話
、
ガ
ス
等
の
公
益
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
道
路

よ
り
電
線
類
地
中
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ

空
間
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
設

円
滑
な
交
通
の
確
保
と
景
観
の
整
備
の
た
め
、
電
線
共
同

置
、
維
持
管
理
に
際
し
て
必
要
と
な
る
路
上
工
事
に
起
因

溝
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。｣
と
い
っ
た
施
策
を
推
進
す

す
る
交
通
渋
滞
は
、大
き
な
都
市
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
建
設
省
は
、
道
路
の
掘
り
返
し
を
防
止
し
、

三

道
路
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間

道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
た

め
、
共
同
溝
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
は
、
耐
震
性
、
耐
風
性
な
ど
の
耐

平
成
一
一
年
度
末
整
備
延
長
…
約
四
三
〇
如

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
は
、
耐
震
性
、
耐
風
性
な
ど
の
耐

災
害
性
の
観
点
か
ら
、
架
空
に
比
べ
て
地
中
の
方
が
適
し

て
い
る
。
道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
道
路
の
地
下
に
お
け

る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

目
的
か
ら
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
、
情
報
B
O
X
の
整
備

を
推
進
し
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。

1

共
同
溝
の
整
備

道
路
は
、単
に
人
や
車
の
通
路
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

都
市
の
街
区
の
形
成
と
市
街
化
の
誘
導
な
ど
都
市
の
骨
格

と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
通
風
、
採
光
、
緑
化
の

た
め
の
空
間
と
し
て
、
あ
る
い
は
火
災
、
地
震
等
災
害
時

の
延
焼
防
止
帯
や
避
難
場
所
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
電
気
、

電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
等
市
民
の
日
常
生
活
及
び
都
市

活
動
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
容
空

間
と
な
る
な
ど
、
ま
さ
し
く

｢公
共
空
間
｣
と
し
て
多
目

的
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

道
路
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
機
能
の
う
ち
、

通徹光77イパ一刻

王

"ン

　

　

ー

メイ
.

　

　　図

2

電
線
共
同
溝
の
整
備

我
が
国
の
配
電
線
や
電
話
線
等
は
、
歩
道
に
設
置
し
た

電
柱
に
よ
る
道
路
の
上
空
占
用
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
。
し
か
し
、
電
柱
は
歩
道
の
有
効
幅
員
を
狭
め
、

歩
行
者
、
自
転
車
、
車
椅
子
等
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
場

合
も
多
い
。
ま
た
、
電
柱
及
び
上
空
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

電
線
類
は
都
市
内
の
消
防
活
動
に
著
し
い
障
害
を
与
え
る

と
と
も
に
、
都
市
の
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
電
線
類
を
地
中
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
景
観
の
向
上
、
都

市
の
防
災
性
の
防
止
を
図
る
た
め
、
電
線
共
同
溝

(C
･

C

･
B
O
×
)
の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

平
成
=
年
度
末
整
備
延
長
…
約
四
、
一
〇
〇
如

イバ一等)

　　

　

　
　

　　

　

　

　
　
　溝

勒

同共

邨

線

の

m

電

橡
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3

情
報
B
O
X
の
整
備

地
震
時
等
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
か
つ
的
確

な
初
動
体
制
を
確
立
し
た
り
、
I
T
V
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー

セ
ン
サ
ー
等
各
種
セ
ン
サ
ー
類
を
用
い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
道
路
の
状
況
を
把
握
す
る
な
ど
、
公
共
施
設
の
管
理
の

高
度
化
に
よ
る
道
路
の
安
全
性
･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
を
推
進
し
て

い
る
。

情
報
B
O
X
は
、
こ
の
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

収
容
す
る
た
め
に
道
路
の
地
下
に
設
置
す
る
簡
易
な
埋
設

管
路
で
あ
り
、
ト
ラ
フ
や
リ
ブ
付
き
樹
脂
管
等
の
単
空
間

方
式

(内
径
二
○
~
三
〇
皿
程
度
)
と
な
っ
て
い
る
。
道

バ
管
イ
や
　
　
　
癪用て　　　

　
　
　

　

　　

　　　
　
　
図

路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
幹
線
用
と
支
線
用
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
将
来

需
要
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、複
数
条
必
要
で
あ
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
複
数
条
収
容
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
保
護
す
る
た
め
、
難
燃
性
で
摩
擦

係
数
の
少
な
い
さ
や
管
内
に
収
容
す
る
必
要
が
あ
り
、
情

報
B
O
X
内
部
を
概
ね
六
管
程
度
の
さ
や
管

(内
径
六
~

八
皿
程
度
)
に
よ
り
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
道
路

管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
将
来
需
要
を
見
込
ん
で
設
置
し

て
い
る
予
備
の
さ
や
管
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
等
に

解
放
す
る
こ
と
と
し
、
民
間
事
業
者
等
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
構
築
に
資
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
o平

成
一
一
年
度
末
整
備
延
長
…
約
一
四
、
八
〇
〇
如

四

情
報
B
O
X
の
整
備
に
よ
る
効
果

光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の
う
ち
、
最
も
整
備
量
の
多

い
の
は
情
報
B
O
X
で
あ
る
。
民
間
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

民
間
事
業
者
が
単
独
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
地
下
に
敷
設
す

る
た
め
に
は
、
約
一
億
円
/
血
の
整
備
費
用
が
必
要
で
あ

る
の
に
対
し
、
情
報
B
O
X
の
予
備
空
間
を
利
用
し
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
地
下
に
敷
設
す
れ
ば
、
整
備
費
用
は
、
約

○
･
一
億
円
/
虹

(約
一
〇
分
の
一
)
で
す
む
た
め
、
情

報
B
O
X
の
整
備
に
よ
り
、
民
間
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
早
期

整
備
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
郵
政
省

｢二
一
世
紀
に
お
け
る
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
に
関
す
る
懇
談
会
｣
中
間
報
告
書

(平
成

三
一年
、
郵
政
省
)
に
よ
れ
ば
、
民
間
事
業
者
等
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
に
つ
い
て
は
、
平
成

=

年
度
末
に
お
い
て

全
国
の
三
六
%
の
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、
都
市
部

で
の
整
備
が
先
行
し
て
い
る

(大
都
市
部
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ

ア

(通
信
加
入
者
の
五
0
%
以
上
が
事
業
所
で
あ
る
エ
リ

ア
)
で
は
九
○
%
以
上
に
対
し
、
人
口
一
〇
万
人
未
満
の

市
町
村
で
は
一
四
%
)。
情
報
B
O
X
の
整
備
は
、
平
成

一
四
年
度
ま
で
に
直
轄
国
道
に
お
け
る
概
成
を
目
指
し
て

お
り
、
全
国
の
約
五
割
の
市
町
村
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容

空
間
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
方
部
に
お
い
て
も
、
民
間
事
業
者
等
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
敷
設
し
や
す
い
環
境
が
整
う
こ
と
と
な
り
、
地
域
間
の

情
報
格
差
の
是
正
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

五

お
わ
り
に

建
設
省
で
は
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
経

済
構
造
改
革
を
進
め
る
た
め
、
共
同
溝
の
整
備
に
よ
る
都

市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
構
築
や
、
電
線
共
同
溝
に
よ
る
電

線
類
の
地
中
化
、
情
報
B
O
X
に
よ
る
道
路
管
理
の
高
度

化
と
民
間
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
支
援
等

を
、
道
路
管
理
者
、
関
係
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
、
電
線

管
理
者
の
密
接
な
連
携
の
も
と
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。今

後
と
も
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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※
情
報
B
O
X
に
関
し
て
は
、
整
備
状
況
を
建
設
省
道

路
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

メタ幻

せ守
□
"
"
“
羽
目
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道イテセ 2000.8

◎ 県庁所在地



道イテセ 2000.8 35

建
議
C
A
軋
s
/
皿
に
の
現
状
と
展
望

建
設
省
大
臣
官
房
技
術
調
査
室
技
術
情
報
係
長

堤

達
也

一

C
A
L
S
/
E
C
と
は

C
A
L
s
は
元
来
6
O
B
□
こ
げ
門
か
盈
乱

せ
0
ぬ
癆
[内
の

の
こ
℃
□
o
汗

(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
後
方
支
援
)
の
略
で

あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
米
国
国
防
省
の
装

備
品
調
達
の
合
理
化
政
策
で
あ
っ
た
。
防
衛
シ
ス
テ
ム
、

装
備
品
が
高
度
化
す
る
に
つ
れ
て
、調
達
コ
ス
ト
の
増
大
、

装
備
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
っ
て
の
見
通
し
の
悪
さ

が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
国
防
装
備
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
、
す
な
わ
ち
発
注
、
配
備
、
運
用
、
保
守
の
期
間
は
長

期
に
わ
た
る
が
、
従
来
の
古
い
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は

そ
の
全
容
が
と
て
も
つ
か
み
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

特
に
彼
ら
が
注
目
し
た
の
が
紙
の
量
の
多
さ
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
イ
ー
ジ
ス
艦
の
保
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
技
術

文
書
は
約
二
三
･
五
ト
ン
も
あ
り
、
そ
れ
を
甲
板
に
積
む

と
三

皿
以
上
船
が
沈
む
。
小
さ
な
部
品
一
個
を
取
り
替

え
た
だ
け
で
、数
十
種
類
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
影
響
を
与
え
、

数
百
ペ
ー
ジ
の
差
し
替
え
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
に
膨
大

な
手
間
と
人
件
費
が
必
要
と
な
る
。
情
報
が
多
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
情
報
全
体
の
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
紙
を
ベ
ー

ス
に
情
報
を
管
理
す
る
限
り
、
関
係
者
間
で
の
情
報
の
効

率
的
な
利
用
が
困
難
と
な
る
。

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
は
受
発
注
書
類
、
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
設
計
図
等
は
す
べ
て
ワ
ー
プ
ロ
、
C
A
D
等

の
電
子
的
な
方
法
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
紙
で
は
な
く
電

子
情
報
を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
、
効
率
的
な
管
理
･
更
新
が

可
能
と
な
る
と
と
も
に
関
係
者
間
で
の
情
報
の
共
有
が
容

易
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
調
達
等
に
関
連
す
る
機
関

す
べ
て
が
、
情
報
の
授
受
を
紙
で
は
な
く
電
子
化
し
た
ま

ま
行
う
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
軍
事
調
達
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
産
業
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
は
C

A
L
S
は
6
0
ロ
ロ
ロ
こ
0
こ
の
>
6
ぬ
に
扇
二
5
口
P
口
Q
せ
脳
ゆ
‐{
で
o
一言

の
F
B
Oコ

(継
続
的
な
調
達
と
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
わ
た
る
支
援
)
の
略
と
な
り
、
建
設
省
で
は

｢公
共
事

業
支
援
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム
｣
と
呼
ん
で
い
る
。
す
な
わ

ち
、
C
A
L
S
は
製
品
の
調
達
か
ら
運
用
、
管
理
ま
で
を

通
し
て
、
組
織
や
工
程
を
越
え
た
電
子
情
報
の
交
換
･
共

有
･
連
携
を
可
能
と
す
る
環
境
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
商
取
引
、
決
裁
等

を
加
え
て
、
8
B
日
食
6①
≧
ャ
沿
E

g
8
二
(光
速
の

商
取
引
)
の
略
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

C
A
L
S
と
い
う
用
語
は
、
上
記
の
よ
う
な
歴
史
的
な

経
緯
に
よ
り
、
軍
用
シ
ス
テ
ム
の
意
味
合
い
が
強
く
、
米

国
で
は
E
C

(豊
8
町
0
□
村
0
0
日
日
食
6
①
…
電
子
商
取
引
)



と
い
う
用
語
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
で
は
C
A
L
S
の
あ
と
に
E
C
を
つ
け
、
C
A
L
S
/

E
C
と
い
う
用
語
が
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に

よ
り
、
C
A
L
S
/
E
C
の
動
き
は
世
界
規
模
で
急
速
に

発
展
し
て
い
る
。
軍
事
産
業
の
ほ
か
、
航
空
産
業
、
プ
ラ

ン
ト
産
業
、
自
動
車
産
業
、
建
設
産
業
な
ど
に
お
い
て
C

A
L
S
/
E
C
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二

建
設
産
業
に
お
け
る
C
A
L
S
/
E
C

公
共
事
業
を
含
む
建
設
の
分
野
で
は
、

①
発
注
者
、
設
計
者
、
施
工
者
、
下
請
業
者
、
資
材
納

入
業
者
等
関
係
者
が
多
く
、
か
つ
情
報
交
換
の

頻
度
が
高
い

②
文
書
、
図
面
、
計
算
書
等
多
様
な
内
容
で
か
つ
多
量

の
情
報
が
交
わ
さ
れ
る

③
施
設
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
長
く
情
報
の
役
割
が
大

き
い

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、
C
A
L
S
/
E
C
導
入
の
効
果

が
特
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
C
A
L
S
/
E
C
の
概
念
を
念

頭
に
置
い
て
平
成
七
年
五
月
に

｢公
共
事
業
支
援
統
合
情

報
シ
ス
テ
ム

(建
設
C
A
L
S
/
E
C
)
研
究
会
｣
(以

下
、
研
究
会
)
を
設
置
し
、
公
共
事
業
の
調
査
･
設
計
、

入
札
･
契
約
、
施
工
、
維
持
管
理
の
各
段
階
で
発
生
す
る

各
種
情
報
を
担
当
部
門
や
発
注
者
･
受
注
者
の
組
織
の
壁

を
越
え
て
相
互
に
共
有
し
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、

情
報
の
標
準
化
、
電
子
化
を
図
っ
た
う
え
で
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
連
携
し
、
総
合
的
な
運
用
を
行
う
公
共
事
業
支
援
統

合
情
報
シ
ス
テ
ム

(建
設
C
A
L
S
/
E
C
)
の
構
築
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

本
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
情
報
の
交

換
･
共
有
･
連
携
の
環
境
は
、
公
共
事
業
に
携
わ
る
全
て

の
主
体
に
利
益
を
も
た
ら
す
。
発
注
者
側
で
は
、
調
査
･

設
計
か
ら
施
工
、
維
持
管
理
に
至
る
ま
で
、
公
共
施
設
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
わ
た
る
情
報
の
一
貫
し
た
利
用
が
可

能
に
な
り
、
品
質
の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
の
み
な
ら
ず
、

事
業
執
行
の
迅
速
化
･
効
率
化
に
結
び
つ
く
。
ま
た
、
受

注
者
で
は
、
発
注
者
や
関
連
企
業
と
の
間
で
よ
り
正
確
で

迅
速
な
情
報
交
換
、
経
済
的
な
資
材
納
入
等
が
可
能
と
な

り
、
企
業
と
し
て
の
競
争
力
強
化
の
手
段
と
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

研
究
会
で
は
、
平
成
八
年
四
月
に
、
建
設
C
A
L
S
/

E
C
整
備
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
｢建
設
C
A

L
S
整
備
基
本
構
想
｣
を
策
定
し
、
二
〇
一
〇
年

(平
成

二
二
年
)
ま
で
に
我
が
国
の
公
共
事
業
分
野
に
お
い
て
C

A
L
S
/
E
C
を
実
現
す
る
べ
く
、
短
期
、
中
期
、
長
期

の
目
標
を
設
定
し
た
。
さ
ら
に
平
成
九
年
六
月
に
は
、
こ

の
基
本
構
想
に
基
づ
き
二
〇
〇
四
年

(平
成
一
六
年
)
ま

で
に
全
て
の
建
設
省
直
轄
事
業
に
お
い
て
C
A
L
S
/
E

C
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
基
本
構
想
の
内

容
を
一
部
前
倒
し
し
た

｢建
設
C
A
L
S
/
E
C
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し
、
建
設
省
に
お
い
て
整
備

す
べ
き
具
体
的
内
容
と
時
期
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
地

方
公
共
団
体
等
の
他
の
機
関
に
対
す
る
普
及
活
動
を
併
行

し
て
実
施
し
、
二
〇
一
〇
年
を
目
途
に
す
べ
て
の
公
共
事

業
へ
の
適
用
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
二
〇
〇
四
年
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
、
計
画
的
に
C
A
L
S
/
E
C
を
実
現
す

る
た
め
、
計
画
期
間
を
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
た
。
中

間
整
備
目
標
は
、
一
九
九
人
年

(平
成
一
〇
年
)
ま
で
の

フ
ェ
ー
ズ
1
で
は
、
｢建
設
省
全
機
関
に
お
い
て
電
子
デ

ー
タ
の
受
発
信
体
制
の
構
築
｣
、
二
〇
〇
一
年

(平
成
一

三
年
)
ま
で
の
フ
ェ
ー
ズ
2
で
は
、
｢
一
部
の
工
事
等
に

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
を
導
入
｣
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
フ

ェ
ー
ズ
の
実
現
内
容
、
実
現
の
た
め
に
不
可
欠
な
措
置
･

技
術
の
概
要
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成

一
〇
年

一
〇
月
に
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
着
実
な
進
捗
を
図
る
た
め
、
設
計
か
ら
維
持
管
理
に
至

る
公
共
事
業
の
各
段
階
ご
と
に
整
備
目
標
を
整
理
す
る
と

と
も
に

(図
1
)
、
｢
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
C
A
L
S
/
E

C
を
完
成
さ
せ
る
｣
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(P
M
)
手
法
を
取
り
入
れ
、
関
係

者
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
詳
細
版
(P
M
を
活
用
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
)

を
作
成
し
た
。
こ
の
詳
細
版
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
は
、
適
宜
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
一



表 1 建設省直轄事業における建設C A LS/EC アクションプログラム (概要)

フェーズ 1 フェーズ 2 フエーズ 3

1996~ 1998年度 1999 ~ 2001年度 2002 ~ 2004年度

整備目標 建設省全機関において電子データの

受発信体制の構築

一部の工事等に電子調達システムを

導入
建設省直轄事業の調査 ･計画、設
計、 施工、 管理に至る全てのプロ

セスにおいて、電子データの交換、
共有、連携を実現

実現内容 ･事業に関連する情報の伝達 ･交換

を電子メール化

･電子媒体、 または電子メールによ

る申請 ･届出

･調達関連情報のホームページ掲載

･調達情報に関するクリアリングハ

ウスの構築

･電子調達システムの導入

･事業に関する情報の伝達 ･交換の

電子メール化 (認証あり)

･電子媒体、 または電子メールによ

る申請 ･届出 (認証あり)
･資格審査申請のオンライン化

･ネットワーク型自動積算システム

の導入

･電子データ成果の再利用 ･加工 ･

統合によるデータの有効活用

･すべての事業に電子調達を活用

･E D Iによる契約事務の執行

･すべての公共事業執行に係る申

請 ･届出のオンライン化

･事業に関する情報の統合データ

ベース化

･G ISを利用した情報の連携 ･統

合
･S T E Pの活用による施設のライ

フサイクルサポート

実現のために

不可欠な措置

･技術

･インターネットの利用環境の整備

･実証フィールド実験の推進

･電子調達に必要な技術の開発

･電子データ標準化に関する研究

･国際標準に基づく電子データの基

準化
･電子認証システムの導入

･電子データによる成果納品の実施

･既存システムとの連携

･ST E Pの一部国際標準化

･電子データによる契約事務の標

準化

情報インフラの整備 (光ファイバー網等、 空間データ基盤)

夕からの自動積算の数量計算書の積算システムへ

の自動読込みの実施
①設計 積算段階

建設省直轄事業における全工

l
一部の工事象電子調達シスー
テムを導入

②入札 ･契約段階 事等に電子調達システムを導

入

工事関係情報の電子的交換
③工事施工段階 共有による統合的な施工管理

(P M ) の実現

l
設備関係の一部難ライン遠田

道路等点検デ-夕の現場入力
I隔操作 ･集中管理 ･管理

④維持管理段階 職
員

一
人

一
人
が
パ
ソ
コ
ン
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持

ち
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。

現
在
は
フ
ェ
ー
ズ
2
の
整
備
目
標

｢
一
部
の
工
事
等
に
電

ち 職 て い ジ 一

ノ 員 電 て な に一 子 は お 掲ン
人 デ そ 、 越 月

二
年
七
月
に
修
正
を
行
っ
て
い
る

(建
設
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

な
お
、
平
成
一
○
年
度
で
終
了
し
た
フ
ェ
ー
ズ
1
に

い
て
は
そ
の
整
備
目
標
で
あ
る

｢建
設
省
全
機
関
に
お

C A D図面等各種情報の再利用
とした統合データ

⑤各段階共通
1 の … 。
タ 整 成
　 　 　フェーズ 2 (2001年度まで) フェーズ 3 (2004年度まで)
受 目 ○
発 標 年
信 で 度
体 あ で
制 る 終

　　　
築 設 た
　　　
　　　
達 に金

　　　

図 1 各段階における整備目標

道行セ 2000.8 3 7



子
調
達
シ
ス
テ
ム
を
導
入
｣
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
成

果
品
の
電
子
納
品
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
シ
ス
テ
ム
の

運
用
、
一
部
の
工
事
等
を
対
象
に
し
た
電
子
入
札
等
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。

三

建
設
C
A
L
S
/
E
C
の
実
現
イ
メ
ー
ジ

建
設
C
A
L
S
/
E
C
は
、
情
報
の
電
子
化
に
よ
り
公

共
事
業
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
事
業
の
電
子
調

達
化
及
び
国
土
の
情
報
の
電
子
化
の
二
つ
の
特
徴
を
も

つ
。
こ
れ
ら
に
よ
る
建
設
C
A
L
S
/
E
C
の
実
現
イ
メ

ー
ジ
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

受
注
を
希
望
す
る
企
業
が
調
達
情
報
を
入
手
し
や
す

く
な
る

公
共
事
業
の
調
達
情
報
に
関
す
る
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ

ス

(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
調
達
情
報
を
網
羅

的
に
検
索
可
能
と
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
)
の
構
築
に
よ
り
、

国
民
に
開
か
れ
た
公
共
事
業
を
実
現
で
き
る
。

②

受
注
者
等
が
直
接
発
注
機
関
に
出
向
か
ず
に
業
務
執

行
で
き
る

入
札
･
契
約
手
続
き
、
登
録
申
請
、
そ
の
他
の
業
務
を

含
め
て
電
子
化
を
図
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
･
サ
ー
ビ
ス
化

(発

注
機
関
に
直
接
出
向
か
ず
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ひ
と

つ
の
窓
口
を
利
用
し
て
業
務
を
実
施
)
が
実
現
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
公
共
工
事
、
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

な
ど
の
発
注
の
競
争
性
が
広
域
的
に
確
保
で
き
る
と
と
も

に
、
受
注
者
等
の
業
務
の
効
率
化
を
実
現
で
き
る
。

◎

受
注
者
等
が
発
注
者
ご
と
に
書
類
の
形
式
を
そ
ろ
え

る
必
要
が
な
く
な
る

電
子
デ
ー
タ
等
が
標
準
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
発
注

者
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
書
類
等
が
電
子
的
に
統
一
さ

れ
、
受
注
者
の
手
間
が
削
減
さ
れ
る
た
め
調
達
業
務
等
の

効
率
化
が
促
進
さ
れ
る
。

④

発
注
者
の
積
算
業
務
の
効
率
化
、
迅
速
化
が
可
能
に

な
る

設
計
図
面
か
ら
の
数
量
計
算
を
自
動
化
す
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
最
新
の
単
価
情
報
と
連

携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
自
動
積
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
最
新
の
技
術
開
発
状
況
や
労
務
資
材
市

況
に
対
応
し
た
適
切
な
公
共
工
事
コ
ス
ト
積
算
を
効
率
的

に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
品
質
確
保
と
両
立
し
た
コ

ス
ト
縮
減
が
可
能
と
な
る
。

⑯

国
民
が
整
備
さ
れ
る
社
会
資
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
理
解

し
や
す
く
な
る

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

(G
I
S
)
と
三
次
元
C
A
D
の

組
合
せ
に
よ
り
、
測
量
、
地
質
、
設
計
、
そ
の
他
デ
ー
タ

を
三
次
元
空
間
デ
ー
タ
と
し
て
統
合
管
理
利
用
し
、
三
次

元
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
整
備
さ
れ
る
社
会
資
本

の
よ
り
リ
ア
ル
な
三
次
元
イ
メ
ー
ジ
を
国
民
に
示
す
こ
と

が
で
き
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
開
か
れ
た
公
共

事
業
を
実
現
で
き
る
。

◎

国
土
の
情
報
が
効
果
的
に
管
理
で
き
る
た
め
行
政
の

質
が
向
上
す
る

施
設
、
地
形
、
自
然
環
境
、
維
持
管
理
等
の
国
土
に
関

す
る
電
子
デ
ー
タ
が
、
公
共
事
業
執
行
過
程
に
お
い
て
蓄

積
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
G
I
S
等
を
利
用

し
て
、
環
境
保
全
･
開
発
計
画
･
防
災
等
に
お
い
て
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
意
思
決
定
の
一
層
の

透
明
性
の
向
上
や
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

C
A
L
S
/
E
C
は
、
｢国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
支
援
の

た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

四

フ
ェ
ー
ズ
2
に
お
け
る
取
組
み

上
述
し
た
よ
う
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ェ

ー
ズ
2
に
お
い
て

｢
一
部
の
工
事
等
に
電
子
調
達
シ
ス
テ

ム
を
導
入
｣
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
電
子
入
札
の
実
現

と
情
報
の
標
準
化
を
二
本
の
柱
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。○

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
開
発
状
況

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
(財
)
日
本
建
設

情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

(略
称
J
A
C
I
C
)
が
中
心
に
な

っ
て
、
平
成
九
年
三

月
よ
り
公
共
発
注
機
関
と
情
報
関

連
企
業
、
建
設
関
連
企
業
等
の
民
間
企
業
約
二
〇
〇
社
か

ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

(C
A
L
S
/
E
C
公
共
調
達

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
)
を
設
立
し
、
平
成
一
二
年
八
月
ま
で

に
電
子
入
札
に
必
要
と
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
は
、
大
き
く
分
け
て
発
注
情
報
の

掲
示
か
ら
入
札
公
告
ま
で
の
部
分
と
、
入
札
に
対
す
る
申

請

(
一
般
競
争
で
は
、
競
争
参
加
資
格
確
認
申
請
と
呼
ば

れ
る
も
の
)
か
ら
入
札
結
果
の
公
表
ま
で
の
部
分
の
二
つ

に
大
別
さ
れ
る
。

前
者
は
三
で
述
べ
た
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
で
あ
り
、

個
々
の
発
注
機
関
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
発
注
予

定
や
入
札
公
告
等
の
情
報
を
一
元
的
に
収
集

･
管
理
し
、

一
箇
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
だ
け
で
複
数

の
発
注
機
関
の
発
注
予
定
情
報
が
得
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
と

な
る
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お

い
た
内
容
に
応
じ
て
地
域
、
金
額
な
ど
に
よ
り
情
報
の
取

捨
選
択
を
行
い
、
必
要
な
発
注
予
定
情
報
だ
け
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
動
配
信
す
る
機
能
も
付
加
す
る

予
定
で
あ
る
。

後
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
発
注
者
と
受
注

希
望
者
が
電
子
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
を
行
う
こ
と
に
な
る

が
、
受
け
渡
し
す
る
情
報
の
中
に
、
入
札
金
額
等
重
要
な

デ
ー
タ
が
含
ま
れ
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
が
最

大
の
課
題
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
｢第
三
者
へ
の
情
報

漏
洩
防
止
｣、
｢開
札
時
間
前
の
開
封
防
止
｣、
｢本
人
認
証
｣、

｢改
癩
防
止
｣、
｢事
後
否
認
防
止
｣
、
｢
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
｣
と
い
っ
た
機
能
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

電
子
認
証
機
能

(相
手
を
保
証
す
る
証
明
書
の
発
行
)
、

公
開
機
能

(第
三
者
に
各
種
不
正
行
為
の
疑
惑
を
抱
か
せ

な
い
公
正
性
を
保
証
す
る
機
能
)
を
備
え
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

現
在
、
既
に
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
シ
ス
テ
ム
及
び
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
終
了
し
、
架
空
案
件
を
用
い

て
実
証
実
験
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
建
設
省
で
は

平
成
一
三
年
度
か
ら
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
全
面
的
に
、
電
子
入
札
に
つ
い
て
は
一
部
の
工

事
等
を
対
象
に
導
入
す
る
方
向
で
検
討
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

②

標
準
化
に
向
け
た
取
組
み

関
係
者
間
で
情
報
の
交
換
や
共
有
を
図
る
た
め
に
は
、

情
報
の
標
準
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
建
設
省
で
は
、
平
成

一
一
年
八
月
に
産
官
学
で
構
成
さ
れ
る

｢成
果
品
の
電
子

化
検
討
委
員
会
｣
(委
員
長

島
崎
敏
一
日
本
大
学
教
授
)

を
設
置
し
、
土
木
設
計
業
務
等
の
成
果
品
や
工
事
完
成
図

書
を
電
子
納
品
す
る
場
合
の
業
務
あ
る
い
は
工
事
の
属
性

情
報
、
フ
ォ
ル
ダ
構
成
、
フ
ァ
イ
ル
形
式
等
の
標
準
仕
様

を
定
め
る

｢土
木
設
計
業
務
等
の
電
子
納
品
要
領

(案
)｣

及
び

｢工
事
完
成
図
書
の
電
子
納
品
要
領

(案
)｣、
そ
れ

ら
の
う
ち
、
成
果
図
面
を
C
A
D
デ
ー
タ
で
納
品
す
る
場

合
の
C
A
D
デ
ー
タ
の
属
性
情
報
、
フ
ォ
ル
ダ
構
成
、
図

面
様
式
、
レ
イ
ヤ
名
等
の
標
準
仕
様
を
定
め
る

｢C
A
D

製
図
基
準

(案
)｣
を
平
成
三
一年
三
月
に
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
一
二
年
六
月
に
は
ボ
ー
リ
ン

グ
柱
状
図
の
標
準
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
定
め
る

｢地

質
調
査
資
料
整
理
要
領

(案
)｣
を
策
定
し
た
。
平
成
一

二
年
度
に
は
本
要
領
案
･
基
準
案
に
基
づ
き
電
子
納
品
さ

れ
た
成
果
品
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
た
実
証
実
験
を
実
施
す
る
。
平
成
一
三
年

四
月
以
降
に
建
設
省
が
発
注
す
る
業
務
及
び
工
事
を
対
象

と
し
て
、
成
果
品
を
電
子
媒
体
で
提
出
す
る
場
合
の
使
用

と
し
て
適
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
入
札
･
契
約
時
や
工

事
施
工
中
に
受
発
注
者
間
で
や
り
と
り
す
る
工
事
関
係
帳

票
の
標
準
化
、
受
発
注
者
間
で
施
工
･
維
持
管
理
情
報
を

共
有
す
る
P
D
B

(プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
)
シ

ス
テ
ム
の
構
築
等
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
た
。

｢C
A
D
デ
ー
タ
交
換
標
準
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
｣

は
、
｢
C
A
L
S
/
E
C
公
共
調
達
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
｣

と
同
様
に
、
(財
)
日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
が
事

務
局
と
な
り
、
学
識
経
験
者
、
公
共
発
注
機
関
、
建
設
関

連
企
業
、
C
A
D
ソ
フ
ト
会
社
等
の
参
加
を
得
て
、
平
成

一
二
年
八
月
ま
で
に
C
A
D
デ
ー
タ
交
換
標
準
仕
様
の
開

発
を
行

っ
て
い
る
。
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
異
な
る
C

A
D
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
作
成
さ
れ
た
二
次
元
C
A
D
デ
ー

タ
を
、
I
S
O
規
格
で
あ
る
s
T
E
P
を
介
し
て
受
け
渡

す
た
め
の
標
準
を
開
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
C
A
D
デ
ー

タ
受
け
渡
し
時
に
完
全
な
互
換
性
が
確
保
で
き
な
い
現
状

の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

(図
2
)。

ま
た
、
(財
)
日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

建
設
分
野
の
情
報
化
の
基
盤
整
備
を
図
る
観
点
か
ら
、
国

際
標
準
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
て
、
体
系
的
に
建
設
分
野

の
情
報
標
準
の
整
備
と
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、
建
設
情

浦ゑ千セ 2000.



報
研
究
所
内
に

｢標
準
部
｣
を
平
成
三
一年
四
月
に
設
置

し
た
。

標
準
部
で
は
、
平
成
三
一年
五
月
に
標
準
化
作
業
に
取

り
組
む
た
め
の
方
向
を
示
し
た

｢建
設
情
報
に
係
る
標
準

化
ビ
ジ
ョ
ン
｣
を
と
り
ま
と
め
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
建

設
分
野
に
お
い
て
は
対
象
と
な
る
関
係
者
が
公
共
事
業
に

係
る
官
民
の
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
官
民
共
同
で
オ
ー
プ

ン
に
標
準
作
成
が
行
え
る
体
制

(｢建
設
情
報
標
準
化
委

員
会

(仮
称
)｣)
を
確
立
し
て
、
官
民
共
同
の
標
準
化
活

　　
　
　
　

　

　幻入　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　　

　
　

　

　

　
　

　

　　　

　

　
　

　
　

　

　

受

市

住

て
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図 2 C A D データ交換標準の開発概要

動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
面
実

施
す
べ
き
項
目
と
し
て
は
、①
工
事
関
係
書
類
の
標
準
化
、

②
受
発
注
者
コ
ー
ド
、
資
機
材
コ
ー
ド
等
の
交
換
標
準
の

作
成
、
③
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
と
建
設
情
報
の
連
携
仕
様
の

作
成
、
④
成
果
品
の
電
子
納
品
要
領
の
標
準
化
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

、

.

五

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
実
施

○

全
体
概
要

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
は
、
電
子
情
報
化
シ
ス
テ
ム
を

検
証
し
な
が
ら
、
実
務
に
建
設
C
A
L
S
/
E
C
を
適
用

す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
と
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

現
場
へ
の
円
滑
な
導
入
を
図
る
た
め
に
平
成
八
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
対
象
と
す
る
業
務
は
、
①
設
計
･
積
算
、

②
入
札
･
契
約
、
③
工
事
施
工
と
し
、
建
設
省
地
方
建
設

局
及
び
工
事
事
務
所
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、
建
設
会

社
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
。
実
施
し
た
工
事
事
務
所
数

は
、
平
成
八
年
度
は
三
五
事
務
所
、
九
年
度
は
一
一
九
事

務
所
、
一
○
年
度
は
一
七
六
事
務
所
、
三

年
度
は
一
九

六
事
務
所
と
順
次
拡
大
し
て
い
る

(全
二
五
二
事
務
所
)。

内
容
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
等
の
初
歩
的
な
も
の

か
ら
C
A
D
デ
ー
タ
を
用
い
た
設
計
･
施
工
段
階
に
お
け

る
情
報
の
連
携
等
の
高
度
な
も
の
ま
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

各
事
務
所
ご
と
に
選
択
し
、
目
標
を
定
め
て
実
際
の
業
務

に
導
入
し
、
問
題
点
の
把
握
、
改
善
及
び
職
員
の
教
育
･

普
及
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成

=
年
度
か
ら
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
実
験
項
目
に
つ
い
て
各
地

建
で
分
担
、
連
携
し
て
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る

(表
2
)。

平
成
一
一
年
度
に
実
施
し
た
実
験
項
目
を
図
3
に
示

す
。
実
験
項
目
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
文
書
交
換
が
半

数
以
上
の
事
務
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
電
子
納
品

関
連
の
基
準
類
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
証
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
電
子
納
品
も
多
く
実
施

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
年
度
に
比
べ
る
と
サ
ー
バ
を

利
用
し
た
受
発
注
者
間
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
も
多
く
の

実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
は
、

数
量
計
算
ソ
フ
ト
の
利
用
、
測
量
デ
ー
タ
の
事
務
所
内
で

の
活
用
、
工
事
関
係
書
類
の
電
子
化
等
で
あ
る
。
ま
た
、

工
事
施
工
で
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
活
用
事
例
が
多
い
。

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
に
参
加
し
た
発
注
者
か
ら
、
実

験
に
対
す
る
課
題
や
要
望
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
収

集
し
た
結
果
を
図
4
に
示
す
。
特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
課

題
と
し
て
は
、
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
に
関
わ
る
講
習
会

の
実
施
、
人
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
確
立
、
教
育
普
及
活
動

の
実
施
、
今
後
の
方
向
性
の
提
示
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
電
子
メ
ー
ル
等
の
道
具
を
活
用
す
る
技
術
を
担
当
者

自
身
が
身
に
つ
け
る
こ
と
の
必
要
性
が
高
く
認
識
さ
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
C
A
L
S
/
E
C
の
啓
蒙
活
動
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
及
び
ハ

ー
ド
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
共
通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
設
定
、



設計 ･積算 (実施事務所141)

電子メールによる議事録等の文書の交換 (lol)

報告書の電子納品 (電子納品要領に依る) (50)

報告書の電子納品 (電子納品要領に依らない) (42)

図面の電子納品 (C A D 製図基準に依る) (28)

図面の電子納品 (C A D 製図基準に依らない) (27)

発注者側サーバ‐利用による受発注者情報共有 (37)

受発注者間での電子署名の活用 (1)

事務所内でのCA Dによる図面作成 (12)

事務所内での工事数量計算ソフトの活用 (9)

事務所内での測量デヅタルデタの活用 (8)

事務所内でのデジタルカメラの活用 (24)

鬮
鬮
鬮
20 40 60 80 100

(事務所数)

入札 ･契約 (実施事務所8)

技術資料･技術提案書などの電子メールによる受理

電子メールによる間合わせの回答

電子メールによる指名通知 ･非指名通知

W W W による発注公告、発注予定情報の掲示

発注者側ホ-ムバ-シからの定型文書、説明書交付

團

圏

囲

醐
20 40 60 80 100

(事務所数)

工事施工 (実施事務所T43)

電子メールによる議事録等の文書の交換 (79)

工事関係書類の電子化 (51)

工事完成国書の電子媒体による受理 (27)

C A D図面の活用 (23)

発注者側サーバ‐利用による受発注者情報共有 (45)

受発注者間での電子署名の活用 (16)

事務所内でのCA Dによる図面作成 (14)

事務所内でのデジタルカメラの活用 (75)

國

20 40 60 80 l00
(事務所数)

図 3 各工事事務所における実験項目

詳細な実験計画がほしい (34)

実験内容を簡素化してほしい (20)

スケジュール面で余裕がほしい (32)

実証実験に関わる講習会の実施してほしい (76)

人的バックアップ体制の確立が必要 (66)

紙
媒
体
と
の
二
重
処
理
の
廃
止
の
意
見
が
多
く
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
共
通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
設
定
は
、
情
報
交
換
の

た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
イ
ン
フ
ラ
と

と
も
に
順
次
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

紙
媒
体
と
の
二
重
処
理
に
つ
い
て
は
今
後
の
情
報
化
、
電

子
化
の
進
展
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

こ (2)
る
②

首
都
国
道
工
事
事
務
所
の
事
例

こ
こ
で
は
先
進
的
な
事
例
と
し
て
、
首
都
国
道
工
事
事

教育普及活動の実施が必要 (61)

他の実験内容の情報公開を望む (32)

今後の方向性を示してほしい (75)

インフラ (ハードウェア) の整備が必要 (69)

インフラ (ソフトウェア) の整備が必要 (56)

インフラ (ネットワーク) の整備が必要 (43)

ネットワークを常時接続としたい (9)

セキュリティ対策が必要 (27)

C A D データの利用環境の整備が必要 (50)

共通フォーマットの設定 (受発注者間) が必要 (60)

C A D データフォーマットの統一が必要 (38)

紙媒体との二重処理を廃止したい (62)

電子署名 ･電子認証システムの活用が必要 (36)

電子署名制度の確立が必要 (32)

電子データ管理ルールを作成して欲しい (42)

鬮

20 40 60 80 100
(事務所数)

図 4 実証フィールド実験における課題と要望



務
所
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

首
都
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
平
成
人
年
度
よ
り
公
共

事
業
執
行
に
建
設
C
A
L
S
/
E
C
を
導
入
す
る
と
き
の

課
題
や
影
響
を
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
、入
札
･
契
約
、

設
計

･
積
算
及
び
工
事
施
工
の
各
段
階
で
発
生
す
る
文

書
、
図
面
等
の
各
種
情
報
を
電
子
化
す
る
と
と
も
に
、
電

子
的
な
情
報
交
換
･
共
有
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
七
年
度
に
全
職
員
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
を
配
備
し
た
う
え
C
/
S

(ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
)

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
現
場
を
担
当
す
る
三
出
張
所
を
含

め
た
事
務
所
内
L
A
N
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
並
行
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
バ
を
導
入
す
る
等
の
情
報
通
信
環

境
の
整
備
を
進
め
、
事
務
所
内
外
と
の
電
子
メ
ー
ル
に
よ

る
連
絡
･
打
合
せ
が
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用

し
た
環
境
の
も
と
、
以
下
の
基
本
方
針
に
よ
り
建
設
C
A

L
S
/
E
C
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
C
A
L
S
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
す
べ
て

の
工
事
、
調
査
･
設
計
業
務
を
対
象
に
全
員
参
加
し

た
C
A
L
S
導
入
を
図
る
。

②
現
場
レ
ベ
ル
の
事
業
執
行
が
可
能
な
も
の
と
す
る
。

③
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
今
後
と
も
改
善
を
か
さ

ね
て
本
格
運
用
を
め
ざ
す
。

④
企
業
の
規
模
を
問
わ
ず
、
中
小
規
模
の
会
社
も
参
加

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
。

⑤
必
要
な
標
準
化
は
、
と
り
あ
え
ず
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ

ン
ダ
ー
ド

(事
実
上
の
標
準
)
を
採
用
す
る
。

⑥
G
I
S

(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
と
一
体
と
な
っ
た

建
設
C
A
L
S
/
E
C
を
め
ざ
す
。

⑦
法
制
度
等
制
約
の
あ
る
も
の
は
、
と
り
あ
え
ず
従
来

方
式
と
の
併
用
方
式
に
よ
り
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

D

入
札
･
契
約
段
階

①
工
事

･
業
務
の
発
注
予
定
、
公
募
型
競
争
入
札
、
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
な
ど
の

｢公
募
情
報
の
公

示
や
公
表
｣
を
、
企
業
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て

い
つ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

②
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
等
に
お
い
て
、
参
加
表

明
書
の
配
布
や
受
付
、
技
術
提
案
書
の
受
付
と
受
領

通
知
な
ど
一
連
の
文
書
交
換
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

電
子
メ
ー
ル
で
実
施
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
交
換

を
自
動
化
し
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
平
成
一
一
年

に
実
験
運
用
。

の

調
査
･
設
計
段
階

①
発
注
者

(調
査
職
員
)
と
受
注
企
業
間
で
、
業
務
実

施
途
中
に
や
り
取
り
さ
れ
る
打
合
せ
簿
や
資
料
の
提

出
等
の
文
書
交
換
や
情
報
の
共
有
を
、
ダ
イ
ヤ
ル
ア

ク
セ
ス
方
式
に
よ
る
C
A
L
S
メ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
利

用
し
て
実
施
。

②
三
次
元
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ

(D
M
)、
ト
ー
タ

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(T
S
)
測
量
な
ど
の
数
値
地
形

表 2 実証フィールド実験の重点的実施項目と担当地建 (平成12年度)

段階 検討項目 し.し
･J-〆‐
束 蹠 遼 部中 職 国中 国四 州九

計
算
設
積

業務成果品の電子納品 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

設計図面等の電子化 ･ 標準
化

○ ○ ○ ◎ ○

札
約

入

契

クリフリンクう･ウスシステムの検証 ◎ ○

電子入札システムの検証 ◎ ○

事
工
工
施
工事施工中のデータ共有サ

ーバの構築、
標準化

◎ ○ ○ ○ ○ ○

持
理
維
管

オンライン維持管理システ

ムの構築
○ ◎

共通 電子決裁システムの検討、
実証実験

○ ◎ ○

◎ :幹事地建 0 :担当地建



デ
ー
タ
を
取
得
し
、
調
査
･
設
計
と
デ
ー
タ
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
G
I
S
、
三
次
元
C
A
D
、
二
次

元
C
A
D
を
利
用
し
た
道
路
設
計
、
構
造
物
設
計
、

景
観
検
討
な
ど
を
一
部
個
所
に
つ
い
て
実
施
。

③
報
告
書
、
設
計
図
な
ど
の
成
果
品
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
と
し
て
電
子
媒
体
で
納
品

(M
0
、
C
D
-
R
)

④
D
M
を
活
用
し
た
G
I
S
の
試
行
と
し
て
用
地
管
理

シ
ス
テ
ム
を
開
発

献

ぜ

　

　
　

　
　
　
　　　　

　
　　　　
　　

　
　
　

　

秀

衆

議
鬮
霞
み
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I
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図 5 首都国道工事事務所のC A L S システム全体図

⑤
数
量
計
算
書
の
電
子
化

(設
計
時
に
作
成
し
た
も
の

を
加
工
し
て
積
算
、
施
工
時
に
も
使
用
)

の

工
事
施
工
段
階

発
注
者

(監
督
職
員
)
と
受
注
企
業
間
で
施
工
途
中

に
や
り
取
り
さ
れ
る
、
工
事
打
合
せ
簿

(指
示
、
承
諾
、

協
議
、
提
出
)、
段
階
確
認
書
、
及
び
履
行
報
告

(各

種
書
類
の
雛
形
を
標
準
書
式
と
し
て
準
備
)
等
の
文
書

交
換
や
情
報
の
共
有
を
、
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ク
セ
ス
方
式
に

よ
る
C
A
L
S
メ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
実
施
。

な
お
、
情
報
を
や
り
取
り
す
る
相
手

(建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
建
設
会
社
等
)
及
び
利
用
頻
度
の
増
大
に

よ
り
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ク
セ
ス
回
線
が
混
雑
す
る
場
合
が
あ

っ
た
こ
と
、
当
初
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
時
に
比
べ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

=

年
度
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
C
A
L
S
メ
ー
ル

ポ
ス
ト
を
利
用
し
た
文
書
交
換
及
び
情
報
の
共
有
に
も

踏
み
切
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

建
設
C
A
L
S
/
E
C
を
推
進
す
る
た
め
に
は
建
設
省

の
み
な
ら
ず
、
建
設
産
業
界
の
取
組
み
が
非
常
に
重
要
で

す
の
で
、
今
後
と
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
各
企
業
に
お
い
て
は
電
子
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
で
き
る
情
報
機
器
等
の
環
境
整
備
を
行
う
と
も
に
、
業

界
全
体
と
し
て
情
報
に
関
す
る
能
力
、
教
養
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
(財
)
日
本
建
設
情
報
総

合
セ
ン
タ
ー
の
各
地
方
セ
ン
タ
ー

(仙
台
、
新
潟
、
名
古

屋
、
大
阪
、
広
島
、
高
松
、
福
岡
の
七
ヵ
所
)
に
、
地
域

へ
の
建
設
C
A
L
S
/
E
C
の
普
及
･
啓
発
の
窓
口
と
し

て
、
｢建
設
C
A
L
S
/
E
C
推
進
室
｣
を
設
け
、
相
談

窓
口
で
の
対
応
、
広
報
･
研
修
、
地
方
公
共
団
体
等
へ
の

普
及
活
動
、
技
術
支
援
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

【参
考
文
献
】

建
設
省
大
臣
官
房
技
術
調
査
室
他
"
建
設
C
A
L
S
/
E
C
の
導
入

に
よ
る
公
共
土
木
事
業
の
効
率
化
,
第
五
三
回
建
設
省
技
術
研
究
会
報

告

(平
成
-
-
年
度
),
□
□
N
E
~
N]』
幟

一
九
九
九
、
一
一



九
州
◎
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
繭
げ
た
取
組
み

日
本
道
路
公
団
九
州
支
社

備
費
六
〇
億
円

(う
ち
、
国
費
三
九
億
円
)
が
認
め
ら
れ
、

他
に
通
常
の
改
良
等
の
予
算
か
ら
約
四
〇
億
円
を
充
当

し
、
総
額
約
一
〇
〇
億
円
の
予
算
で
事
業
を
執
行
し
た
。

関
連
事
業
の
内
容
は
、
①
安
全
･
快
適
･
環
境
性
の
向

上
、
②
情
報
通
信
設
備
の
拡
充
、
③
沖
縄
ら
し
さ
の
表
現
、

④
交
通
ネ
ッ
ト
の
整
備
、
⑤
緊
急
時
の
対
応
の
五
本
柱
の

構
成
と
し
て
お
り
、
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

安
全
･
快
適
･
環
境
性
の
向
上

①
高
機
能
舗
装
へ
の
大
規
模
改
良

･!
･･
改
良
延
長

全
線
の
約
七
○
%

(平
成
一
0

R

年
度
ま
で
の
改
良
分
含
む
)

“

②

情
報
通
信
設
備
の
拡
充

セ

①
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
収
受
シ
ス
テ
ム
)

箔

の
導
入

･!
!

沖
縄
道
六
I
C
、
南
風
原
道
路
一
J
C
T

一

は
じ
め
に

平
成
三

年
四
月
二
九
日
、
政
府
は
二
0
○
○
年
サ
ミ

ッ
ト

(主
要
国
首
脳
会
議
)
の
開
催
地
を
沖
縄
に
選
定
し

た
と
発
表
し
た
。
日
本
で
初
め
て
の
地
方
開
催
は
、
正
式

な
名
称
が

｢九
州
･
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
｣
と
決
定
さ
れ
、
首

脳
会
議
が
沖
縄
県
、
蔵
相
会
議
が
福
岡
県
、
外
相
会
議
が

宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
首
脳

会
議
の
日
程
が
平
成
三
一年
七
月
二
一
~
二
三
日
と
決
定

さ
れ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
決
定
後
、
九
州
･
沖
縄
両
地
区
に

｢二
〇
〇
〇
年
サ
ミ
ッ
ト
道
路
連
絡
協
議
会
｣
を
設
立
し
、

施
策
の
実
施
･
検
討
を
行
な
う
と
と
も
に
、
サ
ミ
ッ
ト
関

連
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、意
見
交
換
等
を
行
な
っ
て
き
た
。

【二
〇
〇
〇
年
サ
ミ
ッ
ト
道
路
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
】

･
沖
縄
地
区

(平
成
11
年
6
月
1
日
設
立
)

i
!
･
沖
縄
総
合
事
務
局
、沖
縄
県
、
J
H
九
州
支
社

･
九
州
地
区

(平
成
11
年
7
月
笏
日
設
立
)

!
ー

九
州
地
方
建
設
局
、
福
岡
県
、
宮
崎
県
、
福

岡
市
、
宮
崎
市
、
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公

社
、
J
H
九
州
支
社

一
方
、
J
H
と
し
て
は
、
本
社
と
九
州
支
社
に
サ
ミ
ッ

ト
対
策
本
部
を
設
立
し
、
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の
沖
縄
自

動
車
道
の
改
良
、
那
覇
空
港
自
動
車
道

(南
風
原
道
路
)

の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

二

沖
縄
自
動
車
道
の
サ
ミ
ッ
ト
関
連
事
業
の

概
要

沖
縄
自
動
車
道
に
お
け
る
サ
ミ
ッ
ト
関
連
事
業
に
つ
い

て
は
、
サ
ミ
ッ
ト
関
連
事
業
予
算
と
し
て
公
共
事
業
等
予



②
V
I
C
S
の
整
備

･!
!

全
線
に
設
置

(
一
般
道
を
含
め
沖
縄
県
の

中
南
部
域
を
カ
バ
ー
)

③
フ
ラ
イ
ト
情
報
提
供
設
備
の
設
置

!
!
･

伊
芸
s
A
及
び
中
城
P
A
の
各
上
り
線

(那
覇
方
面
)
に
那
覇
空
港
の
国
内
線
フ

ラ
イ
ト
情
報
モ
ニ
タ
ー
を
設
置

④
可
変
式
道
路
情
報
板
の
改
良

･!
!

電
光
式
を
L
E
D
情
報
板
に
改
良

(
一
五

可
変
↓
九
〇
可
変
)

⑤
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル
へ
の
改
良

間
張
り
出
し
部
の
修
景
塗
装
等
(写
真
2
)

④

交
通
ネ
ッ
ト
の
整
備

那
覇
空
港
自
動
車
道

｢南
風
原
道
路
｣
の
整
備
促
進

を
図
り
、
サ
ミ
ッ
ト
前
の
供
用
を
目
指
す

(写
真
3
)。

⑯

緊
急
時
の
対
応

①
屋
嘉
I
C

(現
況
は
那
覇
向
け
の
ハ
ー
フ
イ
ン
タ

ー
)
に
名
護
向
け
仮
設
出
入
口
の
設
置

②
道
路
照
明
の
設
置
!
!
･那
覇
I
C
~
屋
嘉
I
C
間

(サ
ミ
ッ
ト
後
は
撤
去
)

4

③
I
T
V
の
設
置
･!
!
I
C
部
を
含
め
全
線
に
二
九

R

基
設
置

(サ
ミ
ッ
ト
後
は
撤
去
)

知

④
の
り
面
草
刈
り
!
!
･サ
ミ
ッ
ト
前
の
全
線
の
切

枠

土
･
盛
土
の
り
面
の
全
面
刈
り
を
実
施

績

　　

　　

　

　　

　　　
した
ネ

ど
ん
ボ
ン

　　
　

う
燐な
場

　
　　
　　
　　　
　

写真 1 那覇 I C付近修景植栽

!
!
･
情
報
提
供
の
拡
充
に
対
応
す
る
た
め
、
全

線
に
わ
た
っ
て
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
光

ケ
ー
ブ
ル
に
改
良

③

沖
縄
ら
し
さ
の
表
現

魅
力
的
な
観
光
資
源
を
有
す
る
沖
縄
の
高
速
道
路
と

し
て
、
訪
れ
る
人
々
に
そ
の
気
候
･
風
土
に
マ
ッ
チ
し

た
感
動
を
与
え
ら
れ
る
道
路
景
観
を
創
造
す
る
。

①
修
景
植
栽

･!
!
･

S
A
、
P
A
及
び
主
要
I
C
に
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
と
な
る
ヤ
シ
類
の
植
栽
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
区
間
や
0
V
橋
脚
部
の
修

景
植
栽
等

(写
真
1
)

②
壁
面
等
修
景

!
･!

ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
へ
琉
球
石
灰
岩
調
パ
ネ

ル
の
取
付
、
O
V
の
壁
高
欄
部
や
掘
割
区

　
　

ノ
が



三

サ
ミ
ッ
ト
関
連
事
業
に
関
す
る
広
報
活
動

写真 3 南風原道路西原 J C T 付近

サ
ミ
ッ
ト
関
連
事
業
に
関
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
、
J
H
の
事
業
等
を
P
R
す
る
こ
と
を
目
的
に
以
下

の
取
組
み
を
行
な
っ
た
。

①

沖
縄
自
動
車
道
サ
ミ
ッ
ト
関
連
工
事
起
工
式
の
実

施
に
つ
い
て

平
成
三

年
三

月
一
人
日
沖
縄
自
動
車
道
西
原
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内
、
沖
縄
管
理
事
務
所
敷
地
に
お
い

て
、
サ
ミ
ッ
ト
関
連
工
事
を
本
格
的
に
着
手
す
る
に
あ

た
り
起
工
式
を
執
り
行
っ
た
。

稲
嶺
恵
一
沖
縄
県
知
事
、
沿
道
市
町
村
長
等
を
招
待

し
、
J
H
本
社
か
ら
藤
井
副
総
裁

(当
時
)
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
盛
大
に
行
な
っ
た
。

②

沖
縄
自
動
車
道
サ
ミ
ッ
ト
関
連
工
事
等
の
現
場
取

材平
成
三
一年
四
月
二
四
日
報
道
関
係
者
に
サ
ミ
ッ
ト

関
連
工
事
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
工
事
現
場

を
案
内
し
た
。

③

沖
縄
自
動
車
道
北
部
区
間

(石
川
I
C
…
許
田
I

C
)
開
通
二
五
周
年
記
念

平
成
一
二
年
五
月
二
0
~
二
一
日
に
沖
縄
自
動
車
道

の
北
部
区
間

(石
川
I
C
~
許
田
I
C
)
の
開
通
二
五

周
年
の
お
客
様
感
謝
デ
ー
を
催
し
た
。
そ
の
際
に
、
サ

ミ
ッ
ト
関
連
工
事

(特
に
高
機
能
舗
装
、
E
T
C
)
の

パ
ネ
ル
･
模
型
を
展
示
し
、
P
R
を
行
な
っ
た
。

④

沖
縄
I
T
S
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
〇
〇

平
成
一
二
年
六
月
四
日
に
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
V
I
C
S
を
中
心
と
す
る
I
T
S

技
術
の
紹
介
に
際
し
、
E
T
C
関
係
パ
ネ
ル
･
模
型
の

展
示
を
行
な
っ
た
。

◎

那
覇
空
港
自
動
車
道

(南
風
原
道
路
)
の
開
通
イ

ベ
ン
ト

(
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ニ
バ
ル
二
〇
〇
0
)

平
成
一
二
年
六
月
一
八
日
に
行
な
っ
た
那
覇
空
港
自

動
車
道

(南
風
原
道
路
)
の
開
通
前
イ
ベ
ン
ト
で
、
サ

ミ
ッ
ト
関
連
工
事

(特
に
高
機
能
舗
装
、
E
T
C
)
の

パ
ネ
ル
･
模
型
等
を
使
い
、
P
R
を
行
な
っ
た
。
(入

場
者
…
六
、
一
〇
四
人
推
計
)

@

報
道
関
係
者
へ
の
E
T
C
設
備
の
現
地
説
明
会
及

び
E
T
C
車
の
試
乗
会
の
実
施

平
成
一
二
年
六
月
二
八
日
那
覇
空
港
自
動
車
道

(南

風
原
道
路
)
の
開
通
式
の
日
に
、
E
T
C
設
備
を
運
用

す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
完
成
式
典
と
報
道
関
係
者
へ

の
現
地
説
明
会

(E
T
C
車
へ
の
試
乗
を
含
む
)
を
行

な
っ
た
。

の

道
の
駅

｢許
田
｣
に
お
け
る
サ
ミ
ッ
ト
期
間
中
の

I
T
S
関
連
展
示
等

平
成
一
二
年
七
月
一
七
日
~
平
成
一
三
年
三
月
末
ま

で
名
護
市
に
あ
る
道
の
駅

｢許
田
｣
で
の
I
T
S
関
連

P
R
に
E
T
C
の
パ
ネ
ル

･
模
型
を
展
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
伊
芸
S
A

(上
)
の
レ
ス
ト
ラ
ン
入
口
部
分
に

E
T
C
の
パ
ネ
ル
を
平
成
一
二
年
七
月
一
〇
日
か
ら
展



示
し
て
い
る
。

⑯

道
の
駅

｢許
田
｣
に
お
け
る
E
T
C
対
応

平
成
三
一年
七
月
一
〇
日
~
二
五
日
の
間
、
E
T
C

の
プ
レ
ス
対
応
と
し
て
、
道
の
駅

｢許
由
｣
に
E
T
C

試
乗
車

(
一
台
)
を
用
意
し
て
、
プ
レ
ス
関
係
者
の
宿

泊
ホ
テ
ル
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に
所
定
の
申
込
み
用
紙

を
配
布
し
、
プ
レ
ス
関
係
者
の
E
T
C
車
へ
の
試
乗
を

呼
び
か
け
た
が
、
結
果
的
に
は
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
数
社

の
試
乗
に
終
わ
っ
た
。

こ
れ
は
外
国
の
プ
レ
ス
関
係
者
の
関
心
が
サ
ミ
ッ
ト

及
び
米
軍
基
地
関
係
に
あ
り
、
E
T
C
へ
の
関
心
は
薄

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

サ
ミ
ッ
ト
時
に
お
け
る
管
理
体
制

平
成
一
二
年
七
月
一
〇
日
~
一
人
日
ま
で
を
体
制
強
化

期
間
、
七
月
一
九
日
~
二
四
日
ま
で
を
特
別
体
制
期
間
と

し
、
特
別
体
制
期
間
は
二
四
時
間
体
制
で
支
社
か
ら
の
応

援
を
受
け
、
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

①

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
警
備
の
体
制
強
化

①
交
通
管
理
巡
回

交
通
管
理
隊
に
よ
る
巡
回
で
、
特
別
体
制
期
間
に
あ

っ
て
は
、
沖
縄

(管
)
の
他
に
沖
縄
北
I
C
及
び
金
武

I
C
に
も
基
地
を
設
置
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
緊
急
時

の
体
制
を
強
化
し
た
。

②
道
路
管
理
巡
回

土
木
、
不
動
産
、
占
用
関
係
の
巡
回
で
あ
り
、
特
別

体
制
期
間
に
あ
っ
て
は
、
沖
縄

(管
)
の
他
に
沖
縄
北

･
J
H
関
係
者
の
身
分
証
明
書
及
び
J
H
関
係
車
両

I
C
、石
川
I
C
及
び
許
田
I
C
に
も
基
地
を
設
置
し
、

の
識
別
の
た
め
の
認
識
票
を
各
丁
し
た
。
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パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
緊
急
時
の
体
制
を
強
化
し
た
。

な
お
、
七
月
一
〇
日
に
は
徒
歩
に
よ
る
全
線
総
点
検

を
実
施
し
た
。

③
施
設
巡
回

路
上
施
設

(照
明
、
道
路
情
報
板
、
非
常
電
話
等
)

及
び
建
物
施
設

(バ
ス
ス
ト
ッ
プ
上
屋
、
S
A
･
P
A

入
水
槽
、
電
気
室
等
)
の
巡
回
を
実
施
し
た
。

な
お
、
七
月
一
〇
日
に
は
徒
歩
に
よ
る
全
線
総
点
検

を
実
施
し
た
。

④
交
通
管
制
室
の
体
制
強
化

特
別
体
制
期
間
に
あ
っ
て
は
、
交
通
管
理
巡
回
･
道

路
管
理
巡
回
の
強
化
に
伴
う
無
線
通
信
、
情
報
板
操
作

回
数
が
増
加
す
る
た
め
交
通
管
制
室
の
体
制
を
強
化
す

る
。
ま
た
、
通
訳
を
昼
夜
一
名
を
配
置
し
た
。

⑤
自
主
警
備

警
備
員
(管
理
事
務
所
内
と
駐
車
場
、規
制
器
材
庫
)、

料
金
所
職
員

(料
金
所
)、
及
び
占
用
主
体
関
係
会
社

(休
憩
施
設
)
に
よ
る
庁
舎
等
内
外
の
点
検
･
巡
回
を

実
施
し
、
警
備
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

･
駐
車
場
入
口
部
に
お
い
て
は
、
警
備
員
に
よ
り
駐

車
場
へ
の
車
両
抑
制
及
び
車
両
確
認
を
実
施
し

た
。

･
職
員
及
び
J
H
関
係
者
の
制
服
等
の
管
理
及
び
倉

庫
等
の
施
錠
等
を
徹
底
し
た
。

の
識
別
の
た
め
の
認
識
票
を
発
行
し
た
。

⑥
監
視
体
制

本
線
監
視
用
の
I
T
V
に
つ
い
て
は
、
対
策
本
部
内

に
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
監
視
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

②

道
路
機
能
保
全
の
強
化

事
故
車
の
排
除
体
制
や
路
面
清
掃
の
強
化
を
図
り
、

道
路
機
能
保
全
の
強
化
に
努
め
た
。

①
事
故
車
等
の
排
除

(レ
ッ
カ
ー
業
者
)

○
強
化
期
間

7
月
19
日
~
24
日

○
基

地

西
原
、
沖
縄
北
、
金
武
の
三
I
C

を
基
地
と
し
た
。

○
各
基
地
に
小
型
レ
ッ
カ
ー
車
及
び
大
型
レ
ッ
カ

ー
車
を
、
各
々
一
台
常
駐
さ
せ
た
。

②
路
面
清
掃

○
通

常

期

路
面
清
掃
A
は
三
週
に
二
回
、
路

面
清
掃
C
は
週
一
回

○
強
化
期
間

7
月
10
日
~
24
日

第
一
段
階
7
月
10
日
~
18
日

路
面
清
掃
A
･
C
と
も
週
二
回

第
二
段
階
7
月
19
日
~
24
日

路
面
清
掃
A
は
19
日
、
22
日
に
実
施

路
面
清
掃
B
は
19
日
に
実
施

路
面
清
掃
C
は
毎
日
実
施

※
路
面
清
掃
A
は
高
速
ス
ィ
ー
パ
ー
、
B
は
散
水
車
、

C
は
人
力
に
よ
る
清
掃
を
示
す
。



応
急
復
旧

舗
装
土
木 /秀

沖
縄
道
路
サ
ー
ビ
ス
㈱

日
本
舗
道
㈱

㈱
大
城
組

〈西
原
I
C
)

沖
縄
道

(西
原
~
石
川
)

南
風
原
道
路

世
紀
東
急
工
業
㈱

㈱
屋
部
土
建

〈金
武
I
C
)

沖
縄
道

(石
川
~
許
田
)

③

重
大
事
故
及
び
災
害
発
生
時
等
の
緊
急
対
応
強
化

特
別
体
制
期
間

(七
月
一
九
日
…
二
四
日
)
は
、
重

大
事
故
、
風
水
害
や
台
風
等
の
災
害
に
備
え
、
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、
左
記
の
体
制
強
化
を
図
っ
た
。

①
本
部
対
策
車

一
台

[西
原
基
地

(事
務
所
)
に
待
機
]

②
衛
星
通
信
車

一
台

[西
原
基
地

(事
務
所
)
に
待
機
]

③
停
電
時
を
想
定
し
、
必
要
箇
所
に
可
搬
式
発
電
機

を
配
置
し
た
。

④
応
急
復
旧
時
の
対
応
は
、
西
原
I
C
･
金
武
I
C

を
基
地
と
し
て
、
左
記
の
応
援
会
社
と
協
定
を
締

結
し
た
。

○
維
持
業
者

作
業
車
に
左
記
の
資
材
を
用
意
し
、
基
地

(事

務
所
)
に
作
業
車
を
待
機
さ
せ
た
。

(資
材
)
常
温
含
材
…
二
〇
袋
、
吸
油
材
"
九

〇
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
ツ
ル
ハ
シ
、
竹
ほ
う
き
、

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
、
バ
リ
ケ
ー
ド
、
早
強
セ
メ
ン

ト
、
水
、
砂
、
砕
石
な
ど

(人
員
)
作
業
員
一
六
名
程
度
、
運
転
手
九
名

程
度

○
協
力
会
社

緊
急
事
態
に
備
え
、
左
記
の
資
材
を
あ
ら
か
じ

め
手
配
し
た
。

(資
材
)
生
ア
ス
、
砕
石
、
ロ
ー
ラ
ー
、
バ
ッ

ク
ホ
ウ
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

(人
員
)
作
業
員
二
〇
名
程
度
、
運
転
手
三
〇

名
程
度

五

お
わ
り
に

来
県
時
に
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、

ロ
シ
ア
の
首
脳
が
、
各
市
町
村
と
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
首
脳
が
、
G
7
首

脳
会
議
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
で
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ

リ
ア
、
ロ
シ
ア
の
首
脳
が
、
ま
た
、
七
月
二
二
日
の
晩
に

行
な
わ
れ
た
県
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
及
び
森
首
相

主
催
の
晩
餐
会
の
出
席
に
際
し
て
は
全
首
脳
が
、
離
県
時

に
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
日

本
の
首
脳
が
沖
縄
自
動
車
道
を
利
用
し
た
。

そ
の
際
に
各
I
C
で
の
流
入
規
制
が
行
な
わ
れ
、
V
I

P
車
両
は
、
七
月
二
〇
日
5
二
三
日
の
四
日
間
で
六
七
五

台
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
従
事
車
両
及
び
通
行
規
制
区
間
の
地

元
住
民
車
両
へ
の
無
料
措
置
が
な
さ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
従
事

車
両
に
つ
い
て
は
、
七
月
一
九
日
~
二
五
日
の
七
日
間
で

八
、
四
七
一
台
、
地
元
住
民
車
両
は
、
七
月
二
一
日
~
二

四
日
の
四
日
間
で
四
二
一
台
が
無
料
扱
い
と
な
っ
た
。

来
県
も
含
め
て
四
日
間
の
首
脳
滞
在
中
、
特
に
大
き
な

問
題
も
な
く
、
無
事
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
も
J
H
本
社
、
支
社
か
ら
の
支
援
、
指
導
及
び
沖
縄
総

合
事
務
局
、
沖
縄
県
、
警
察
、
消
防
等
関
係
機
関
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
紙
面
を
借
り
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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平
成
一
二
年
国
土
建
設
の
現
況
(建
設
白
書
)
⑭
概
要
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(そ
の
1
)

道
路
局
道
路
総
務
課

は
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
社
会
の
要
請
に
対
し
て
的
確
に

対
応
し
て
き
た
と
い
え
る
。
近
年
に
お
い
て
は
、
情
報
通

信
イ
ン
フ
ラ
や
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
都
市
構
造
再
編
等

新
た
な
経
済
発
展
基
盤
へ
の
投
資
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い

る
。
今
後
も
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
人
の
動
向
、
国

際
競
争
力
確
保
へ
の
対
応
等
も
十
分
見
極
め
つ
つ
、
真
に

必
要
な
分
野
へ
の
重
点
的
投
資
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
戦
後
の
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
は
着
実
に
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
反
面
、
土
地
収
用
制
度
を
め
ぐ
る

問
題
な
ど
、
私
権
と
公
共
事
業
の
関
係
に
は
大
き
な
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。
事
業
の
計
画
段
階
か
ら
関
係
す
る
情

報
や
行
政
の
方
針
を
公
開
し
た
り
必
要
な
説
明
を
行
い
、

意
見
を
表
明
す
る
な
ど
住
民
参
加
の
機
会
を
設
け
、
地
域

住
民
に
早
い
段
階
で
私
権
と
公
益
を
考
量
す
る
機
会
を
提

供
し
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
の
採
択
等
に

お
い
て
は
整
備
効
果
の
定
量
分
析
等
の
事
業
評
価
な
ど
を

は
じ
め
に

今
年
の
国
土
建
設
の
現
況

(建
設
白
書
)
は
、
建
設
省

と
し
て
最
後
の
白
書
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

｢第
1

総
説
｣
に
お
い
て
、
明
治
以
来
の
国
土
建
設
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
経
済
社
会
の
変
革
を
分
析
し

つ
つ
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
検
証
と
、
『日
本
の
魅

力
』
の
源
泉
と
な
る
安
全
か
つ
創
造
的
で
活
力
あ
る
国
土

づ
く
り
や
美
し
い
景
観
の
ま
ち
の
育
み
方
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
･
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
を

大
切
に
使
い
、
国
民
と
の
対
話
の
中
で
進
め
ら
れ
る
新
し

い
国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
姿
を
描
い
て
い
る
。

ま
た
、
｢第
2

回
土
建
設
施
策
の
動
向
｣
の
う
ち
道

路
関
係
施
策
に
つ
い
て
は
、
｢社
会
、
経
済
、
く
ら
し
を

支
え
る
多
様
な
道
路
施
策
の
展
開
｣
と
題
し
、
道
路
を
め

ぐ
る
現
状
と
課
題
を
最
新
の
資
料
･
情
報
に
基
づ
い
て
整

理
･
分
析
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二

年
度
、
三
一年
度

の
主
要
施
策
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

以
下
、本
年
の
建
設
白
書
の
う
ち
、総
説
、道
路
関
係
部
分

(次
号
掲
載
)
を
中
心
に
そ
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　

,
活
力
と
美
し
い
環
境
を
創
造
し
、
安
全
を
支
え
る

国
土
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
i

第
一章

我
が
国
の
住
宅

社
会
資
本
整
備
の

回
顧
と
現
況

第
一節

明
治
期
以
来
の
国
土
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
と

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
回
顧

明
治
以
降
の
我
が
国
の
社
会
資
本
整
備
を
振
り
返
っ
て

み
る
。
公
共
投
資
の
配
分
を
み
る
と
、
治
水
、
鉄
道
、
道

路
、
生
活
基
盤
と
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て
投
資
の
重
点



併
せ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
在
、人
口
増
加
社
会
か
ら
人
口
減
少
社
会
へ
の
転
換
、

最
適
工
業
社
会
か
ら
多
様
な
知
恵
の
時
代
へ
の
転
換
、
経

済
社
会
の
国
際
化
･
情
報
化
の
本
格
的
な
展
開
な
ど
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
中
で
、建
設
行
政
に
お
い
て
は
、

①
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
と
し

て
、
｢環
境
の
内
部
目
的
化
｣
に
よ
る
美
し
く
健
全
な
国

土
･
地
域
づ
く
り
と
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み
、
②

｢国
土
建
設
｣
か
ら
住

宅
･
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
自
然
環
境
の
保

全
等
を
含
め
た
総
合
的
な

｢国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(整

備
･
利
用
･
保
全
)｣
へ
の
転
換
に
よ
る
美
し
く
安
全
な

国
土
、
安
心
で
ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
く
ら
し
、
魅
力
と
活

力
あ
る
都
市
･
地
域
づ
く
り
等
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
節

公
共
事
業
に
お
け
る
公
共
の
福
祉
の
優
先

社
会
資
本
整
備
や
都
市
計
画
は
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
や
道
路
･
河
川
な
ど
社
会
経
済
基
盤
の
整
備
を
通

じ
て

『公
共
の
福
祉
』
(個
々
の
人
間
の
個
別
利
益
に
対

し
て
、
そ
れ
を
超
え
、
と
き
に
そ
れ
を
制
約
す
る
機
能
を

持
つ
公
共
的
利
益
)
を
増
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
、
公
共
事
業
に
お

け
る
一
坪
地
主
運
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
業
に
反
対

す
る
立
場
か
ら
、
事
業
の
遅
延
を
意
図
し
て
用
地
買
収
を

手
間
取
ら
せ
る
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
、
公
共
事
業
の
進

捗
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ

る
。
事
業
の
公
共
性
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
私
権
に
対

す
る
公
共
の
福
祉
の
優
先
･
尊
重
に
関
す
る
意
識
を
国
民

全
体
が
向
上
さ
せ
、
一
定
の
公
正
な
手
続
き
に
基
づ
い
て

適
正
に
決
定
さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
は
そ
の
決
定
を
尊
重

す
る
、
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

公
共
事
業
に
臨
む
行
政
側
の
姿
勢
と
し
て
は
、
事
業
の

計
画
段
階
か
ら
、
関
係
す
る
情
報
や
行
政
の
方
針
を
公
開

し
た
り
必
要
な
説
明
を
行
い
、
意
見
聴
取
や
住
民
参
加
な

ど
住
民
と
対
話
す
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
事
業
の

採
択
等
に
お
い
て
は
整
備
効
果
の
定
量
分
析
等
の
事
業
評

価
な
ど
を
併
せ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、

地
域
住
民
の
側
と
し
て
も
、
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
全
体
あ
る
い
は
国
全
体
の
国
民
の
暮
ら
し
･

経
済
に
与
え
る
影
響
な
ど
、
一
個
人
の
私
権
を
超
え
た
公

共
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
と
い
う

｢公
の
精
神

(パ
ブ
リ
ッ
ク
な
問
題
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
立
場
で

考
え
る
視
点
)｣
を
醸
成
し
、
そ
う
し
た
意
識
を
持
ち
な

が
ら
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
あ

る
。

第
三
節

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
現
況

我
が
国
は
こ
れ
ま
で
の
一
貫
し
た
公
共
投
資
の
積
重
ね

に
よ
り
、急
速
に
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
形
成
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
我
が
国
の
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
水
準
は

着
実
に
向
上
し
、
総
体
と
し
て
は
、
未
だ
に
欧
米
水
準
に

達
し
た
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
指
標
に
よ
っ
て
は
達
し

た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
、
住
宅
･
社
会
資

本
の
整
備
水
準
を
国
情
や
条
件
の
異
な
る
欧
米
水
準
と
比

較
し
て
一
つ
の
目
標
と
す
る
考
え
方
は
、
豊
か
さ
を
実
現

す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
は
か
な
り
大
雑
把
な
捉
え
方

で
あ
り
、
今
後
は
、
｢整
備
し
た
結
果
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
ど
れ
だ
け
満
足
さ
せ
た
か
｣
と
い
う
利
用
者
の
立
場

に
立
っ
た
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
確
立
も
必
要
に
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
｢国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
｣
と
い
う
視
点
か
ら

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
現
況
を
見
る
と
、
一
人
当
た
り

所
得
や
交
流
可
能
性
の
面
で
地
域
格
差
は
縮
小
傾
向
に
あ

る
が
、
下
水
道
普
及
率
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
関
し
て
地

域
格
差
が
残
さ
れ
て
い
る
。
｢国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
｣

は
①
基
礎
条
件
の
改
善
、
②
地
域
間
格
差
の
是
正
、
③
人

口
と
産
業
の
適
正
な
配
置
の
三
つ
の
面
が
中
心
と
考
え
ら

れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
な
お
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
達
成
度
や
地
域
の

｢自
立
の
促
進
｣
｢個
性
の
発

揮
｣
｢持
続
可
能
性
｣
等
の
要
請
に
調
和
し
た
概
念
が
よ

り
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
四
節

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
検
証
と
今
後
の
あ
り
方

1

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ

建
設
省
に
お
い
て
は
、
｢生
活
福
祉
空
間
づ
く
り
大
綱

(平
成
六
年
)｣
に
よ
り
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
を
進
め
る

上
で
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
は
そ
の
目
標
の
一

つ
と
し
て
内
在
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、近
年
に
お
い
て
は
、



街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
特
に
鉄
道

駅
と
周
辺
道
路
、
駅
前
広
場
等
に
つ
い
て
は

｢高
齢
者
、

身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
)｣

の
活
用
や
、
高
齢
者
等
が
自
動
車
交
通
に
頼
ら
な
い

｢歩

い
て
暮
ら
せ
る
｣
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
が
安
心
、
快
適
で
自
立
し
て
生
活
で

き
る
居
住
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
品
質
の
確
保
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
平
成
一
〇
年
二
月
に

｢公
共
工
事
の
品
質
確
保
等
の
た
め
の
行
動
指
針
｣
を
定

め
、
公
正
さ
を
確
保
し
つ
つ
、
良
質
な
モ
ノ
を
低
廉
な
価

格
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
調
達
す
る
責
任
を

｢発
注
者
責
任
｣

と
し
て
明
確
に
し
、
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
落
下
に
よ
る

一
連
の
事
故
を
受
け
て
、
建
設
省
･
運
輸
省
･
農
林
水
産

省
に
よ
る

｢土
木
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
耐
久
性
検
討
委

員
会
｣
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
二
年
三
月
に
提
言
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
｢住
宅
の
品

質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
｣
が
平
成
三
一年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
、
住
宅
性
能
を
契
約
の
事
前
に
比
較
で

き
る
よ
う
新
た
に
性
能
の
表
示
基
準
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
客
観
的
に
性
能
を
評
価
で
き
る
第
三
者
機
関
が
設
置

さ
れ
る
ほ
か
、
性
能
評
価
を
受
け
た
住
宅
に
関
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
て
も
紛
争
処
理
の
円
滑
化
、
迅
速
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

2

公
共
投
資
の
効
果

公
共
投
資
は
、
豊
か
で
安
全
な
国
民
生
活
や
経
済
発
展

の
基
盤
と
な
る
社
会
資
本
整
備
を
担
う
財
政
支
出
で
あ

り
、
安
全
な
国
土
、
安
心
で
ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
暮
ら
し
、

魅
力
と
活
力
あ
る
都
市
･
地
域
づ
く
り
や
経
済
発
展
の
基

盤
づ
く
り
を
果
た
す
役
割
が
あ
る
。
そ
の
効
果
と
し
て
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
社
会
資
本
が
国
民
一
般
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
国
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
効

果
と
、
公
共
投
資
の
実
施
が
短
期
的
な
有
効
需
要
を
創
出

す
る
と
い
う
フ
ロ
ー
効
果
が
あ
る
。

ま
ず
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
日
々
の

暮
ら
し
や
経
済
活
動
の
中
で
、便
利
で
効
率
的
に
な
っ
た
、

　　　　　　　　　　　　　　　
　

内の人□割合を表している。
詫国資料)建設省

　　　　 　　　　　　　　　
下水道普及率は、一の坂川流域に係る処理分区に
ける、流域内人口に対する下水道使用可能な区域
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普
及
率

経
済
活
動
が
活
性
化
し
て
き
た
と
い
う
形
で
実
感
で
き
る

こ
と
が
多
い

(図
1
)
。
ま
た
、
社
会
資
本
に
は
、
国
内

経
済
に
お
け
る
生
産
活
動
の
中
で
、
｢労
働
力
｣
や
機
械

設
備
等
の

｢民
間
資
本
｣
と
い
う
生
産
要
素
と
同
様
に
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
効
果

(社
会
資
本
の
生
産
力
効
果
)

が
あ
り
、
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
伸
び
率
が
大
き
い
と
き

は
T
F
P

(全
要
素
生
産
性
)
の
伸
び
率
も
大
き
い
と
い

う
関
係
が
認
め
ら
れ
る

(図
2
)。

次
に
、
フ
ロ
ー
効
果
に
つ
い
て
見
る
と
、
公
共
投
資
は
、

民
間
需
要
の
低
迷
が
続
き
デ
フ
レ
･
ス
パ
イ
ラ
ル
の
懸
念

も
あ
っ
た
経
済
状
況
に
お
い
て
景
気
の
大
き
な
下
支
え
効

果
を
果
た
し
て
き
た
ほ
か
、
公
約
需
要
の
波
及
効
果
を
通

じ
て
G
D
P
を
押
し
上
げ
る

｢乗
数
効
果
｣
や
、
建
設
部

%
2

ず

o

1

2

3

した社会資本
の伸び率

全要素生産性の
伸び率

　　　　　　　
195

湿

伸

3 , 社会資本が持つ効果に対する我が国におけ
る研究については、 マクロ生産関数を用いた
推計として、三井 ･井上 (1995年) や竹中 ･
石川 (1991年) などがある。

資料) 建設省建設政策研究センターPRC N O篤第19号 ｢公
共投資の経済効果に関する実証研究｣

図 2 社会資本ストックの伸び率と全要素生産性の



門
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
産
業
分
野
に
お
け
る
生
産
を
誘
発

す
る

｢生
産
誘
発
効
果
｣
を
有
し
て
い
る

(図
3
･
4
)。

ま
た
、
公
共
投
資
の
拡
大
が
最
近
の
財
政
赤
字
の
主
な

原
因
で
あ
る
と
す
る
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
が

国
財
政
を
み
る
に
、
平
成

=
、
三
一年
度
に
お
い
て
は
、

減
税
の
実
施
や
景
気
後
退
に
伴
う
税
収
不
足
の
た
め
の
特

例
公
債
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
な
お
、
道
路
特
定
財

源
制
度
は
、
道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
受
益
者
と
な
る

自
動
車
利
用
者
が
そ
の
た
め
の
費
用
を
負
担
す
る
と
い
う

制
度
で
あ
り
、
自
動
車
に
よ
る
走
行
と
い
う
形
で
道
路
を

　

　

利
用
す
る
者
が
直
接
に
利
用
の
対
価
を
支
払
う
代
わ
り
に

道
路
特
定
財
源
諸
税
の
納
付
を
通
じ
て
道
路
整
備
費
を
負

担
す
る
と
い
う
点
で
、
道
路
特
定
財
源
制
度
は
道
路
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
疑
似
的
な
市
場
機
構
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
税
負
担
と
施
策
に
よ
る
受
益
が
明
確
に
リ
ン
ク
し
て

お
り
、
行
政
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
の
流
れ
に
合

致
し
て
い
る
。

今
後
と
も
社
会
の
高
度
化
に
対
応
し
た
道
路
整
備
を
、

を
た

%
へ

の

　
　
　

注) 1 , 公共投資乗数は、名目公的固定資本形成を
継続的に名目G D Pの 1 % 相当額増加させた
場合の名目G D Pへの影響をいう。
2 . 減税乗数は、 個人所得税を名目G D Pの 1 %
相当額継続的に減税した場合の名目G D Pへ
の影響をいう。

資料) 経済企画庁 ｢短期日本経済マクロ計量モデルの
構造とマクロ経済政策の効果｣(平成10年10月)
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我が国の財政政策の乗数効果

道
路
特
定
財
源
を
活
用
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

3

社
会
資
本
整
備
に
お
け
る
効
率
性
･
透
明
性
の
追
求

公
共
事
業
は
国
民
か
ら
の
税
金
等
の
負
担
に
よ
り
賄
わ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
資
本
の
利
用
者
で
あ
る
国

民
の
満
足
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
個
別
の
公
共
事
業
の

整
備
効
果
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
の
効
率
性
･
透
明
性

の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
事
業
採
択
段
階
に
お

け
る
費
用
対
効
果
分
析
の
活
用
を
含
む
事
業
評
価
を
今
後

と
も
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
り
、ま
た
、

国
、
地
方
公
共
団
体
と
も
に
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

と
品
質
確
保
へ
の
不
断
の
努
力
や
、
透
明
性
の
高
い
公
共

事
業
の
入
札
･
契
約
制
度
の
改
善
に
引
き
続
き
取
り
組
む

こ
と
も
同
時
に
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
一
方
、
ど
の
事
業

を
採
択
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も
、
国
民
の
納
得
が
得

ら
れ
る
形
で
説
明
を
す
る
責
任
(ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
)

を
ま
っ
と
う
す
る
と
と
も
に
、
国
民
に
対
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
こ
れ
ら
の
前
提
と
し
て
、
国
民
の
判
断
と
行
政
へ
の

信
頼
の
基
と
な
る
情
報
を
可
能
な
限
り
適
切
に
公
開
す
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
P
F
I
の
手
法
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
資
金
の
効
率
的
使
用
を
図

り
つ
つ
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
効
率
的
に
応
え
る
こ
と

も
今
後
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

52 道行セ 2000.8

成

出

形

支

本
備
費

資
設
消

定
業
終
宅

固
企
最
住
他

的
間
間
間
の

公
民
民
民
そ

図 3 実質G D Pの増加率とその要因 (寄与度)【前年同期比】



4

住
宅
･
社
会
資
本
の
維
持
修
繕

i
ス
ト
ッ
ク
･
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
世
紀
,

社
会
資
本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
に
は
、
適

切
な
維
持
管
理
を
適
時
行
う
こ
と
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た

っ
て
国
民
の
社
会
経
済
生
活
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

公
共
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
新
規
投
資
を
中
心
に
新

た
な
社
会
資
本
を
提
供
す
る
視
点
で
は
な
く
、
既
に
築
い

た
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る

視
点
か
ら
の
維
持
･
更
新
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
が
中
心

と
な
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
今
後
の
我
が
国
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
着
目
す
る

と
、
老
朽
化
,
陳
腐
化
の
進
ん
で
い
る
高
度
成
長
期
の
ス

ト
ッ
ク
の
適
切
な
更
新
を
図
る
一
方
で
、
循
環
型
社
会
へ

の
移
行
を
目
指
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て

い
く
た
め
に
も
、
新
し
い
住
宅
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

住
宅
を
壊
し
て
建
て
直
す
こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
は
な

く
、
耐
久
性
の
高
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
適
切
な
診
断
を
踏
ま
え
、
今
あ
る
ス
ト
ッ
ク

に
必
要
な
維
持
修
繕
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
良
質
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
を
維
持
管
理
し
、
長
く
大
切
に
使
っ
て
い
く
と

い
う
視
点
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

今
後
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
維
持
･
修
繕
、
更
新
に
当

た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
政
策
的
観
点
に
立
っ
た
具
体
的

対
策
が
必
要
に
な
ろ
う
。

①
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
･
コ
ス
ト
の
重
視

②
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
活
性
化

③
更
新
等
を
契
機
と
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
･
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
等
新
し
い
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

④
安
全
性
･
耐
震
性
に
優
れ
た
国
土
構
造
、
都
市
構
造

へ
の
対
応

第
二
章

創
造
的
で
活
力
あ
る
三
一
世
紀
の
国

土
を
つ
く
る
た
め
に

第
一節

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
の
国
土
づ
く
り
･
ま

ち
づ
く
り
の
方
向

我
が
国
は
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
通
じ
、
高
品
質
な

モ
ノ
を
大
量
に
生
産
す
る
技
術
を
有
し
た
輸
出
中
心
の
工

業
国
と
し
て
国
際
競
争
力
を
確
保
し
た
。
し
か
し
、
バ
ブ

ル
の
崩
壊
を
契
機
と
し
た
景
気
の
低
迷
に
加
え
、
国
際
環

境
の
変
化
を
受
け
我
が
国
の
国
際
競
争
力
は
低
下
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
競
争
力
が
優
位
に

あ
る
国
で
は
見
ら
れ
る
が
我
が
国
に
は
不
足
し
て
い
る

｢海
外
の
資
本
、
人
材
、
技
術
、
さ
ら
に
は
交
流
人
口

(観
光
客
等
)
を
呼
び
込
む
魅
力
｣
を
高
め
る
と
い
う
視

点
が
重
要
に
な
る
。
産
業
面
に
限
ら
ず
生
活
面
を
含
め

｢魅
力
的
な
国
｣
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。こ

の
た
め
、
国
際
拠
点
空
港
や
国
際
拠
点
港
湾
の
整
備

は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ら
を
連
絡
す
る
国
内
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
連
携
の
と
れ
た
整
備
を
行
い
、
都
市
内
物
流

を
含
め
た
物
流
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
と
物
流
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
大
都
市
圏

に
お
け
る
物
流
の
効
率
化
、
交
通
の
円
滑
化
に
関
し
、
環

状
道
路
の
整
備
の
遅
れ
に
よ
る
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
東
京
圏
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
放
射
道
路
の
整
備

率
が
九
割
に
達
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
環
状
道
路
の
整
備

率
は
二
割
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
や
パ

リ
と
比
較
し
て
も
極
め
て
低
水
準
で
あ
る

(図
5
)。

こ
の
結
果
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
内
側
で
は

渋
滞
ポ
イ
ン
ト
が
約
六
〇
〇
箇
所
に
も
及
び
、
ま
た
、
東

京
圏
の
都
市
部
で
は
都
心
部
に
発
着
点
の
な
い
交
通
の
流

入
等
の
影
響
に
よ
り
旅
行
速
度
が
極
め
て
低
く
な
っ
て
い

る
。
3
環
状
9
放
射
の
自
動
車
専
用
道
路
網
が
完
成
す
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
不
経
済
な
状
況
が
改
善
さ
れ
る
ほ
か
、
自

動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
や
窒
素
酸
化
物
等
も

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
環
状
道

路
は
、
過
度
に
中
心
部
に
一
極
集
中
し
た
構
造
か
ら
、
周

辺
の
拠
点
的
な
都
市
を
中
心
に
自
立
性
の
高
い
地
域
を
形

成
し
、
相
互
の
機
能
分
担
と
連
携
･
交
流
を
行
う
分
散
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
構
築
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得

る
も
の
で
も
あ
り
、早
急
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
環
状
道
路
の
完
成
ま
で
に
は
、
な
お
相
当
の
期

間
が
か
か
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
①
I
T
S

(高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
活
用
や
②
交
通
需
要
の
管
理

を
行
う
こ
と
に
よ
り
都
市
内
の
物
流
の
効
率
化
、
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
活
力
あ
る
国
土
を
形
成
す
る
た
め
の

｢海
外
か

道行セ 2000.



ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
｣
策
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
都
市

の
魅
力
を
楽
し
む

｢都
市
観
光
｣
に
よ
る
交
流
の
拡
大
の

可
能
性
が
あ
る
。
『日
本
の
個
性
や
歴
史
･
文
化
的
視
点

を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
景
観
づ
く
り
』
や

『お
も
て

な
し
の
心

(ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
)
に
溢
れ
た
接
客
精
神
の

人 ロ :2,940万人
人口密度 :3,700人/婦
外側の環状道路の半径 :

　　ら

省

か

設

心

理、1′　費

I計画延長l供用延長圭整備率｣518km 105km 20%

醸
成
』
を
各
都
市
･
地
域
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
観
光
資

源
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
『交
流
･
観
光
手
段
で
あ
る
道
路

や
交
通
機
関
の
利
便
性
を
高
め
る
』
こ
と
に
よ
っ
て
、
交

流
･
観
光
対
象
と
し
て
の
我
が
国
の
潜
在
的

｢魅
力
｣
が

引
き
出
さ
れ
、
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

環状道路整備の国際比較

　　　　　　　

概ね環状道路の内側の地域における数字である。
ドンにおいて共通である。

.
･
図

汎
2
　

現
在
国
際
競
争
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
世
界

的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
も
の
が
I
T

(情
報
技
術
)
で

あ
り
、
我
が
国
が
こ
の
分
野
で
遅
れ
を
と
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
I
T
の
進
展
･
普
及
は
経
済

構
造
や
経
済
活
動
か
ら
個
人
の
生
活
様
式
ま
で
様
々
な
局

面
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
に
よ
る
道
路
、
河
川
、
下
水
道
な
ど
の

高
度
な
管
理
や
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

(G
I
S
)
の
活

用
に
よ
る
災
害
対
応
や
環
境
管
理
な
ど
、
社
会
資
本
に
お

い
て
も
I
T
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
最
近
で
は
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
過
程
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
住
民
の
意
見
を
募
る
な
ど
、
公
共
事

業
へ
の
住
民
参
加
の
手
段
と
し
て
も
重
要
に
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
世
界
的
に
地
球
環
境
問
題
が
人
類
共
通
の
優
先

課
題
と
認
識
さ
れ
る
中
、
国
レ
ベ
ル
で
環
境
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
国
際
競
争
に
参
加
す
る
前
提
条
件

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業

や
住
民
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
と
共
生
し
、

持
続
的
な
発
展
が
可
能
と
な
る
国
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
、
｢魅
力
的
な
国
｣
の
形
成
を
実
現
す
る
段
階
に

入
っ
て
お
り
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
果
た
し
得
る
役
割
は

大
き
い
。

資料)パリ首都圏建設局交通建設部

艦長l供用延長1整備率生320km 236km 74%

人 ロ :860万人
人口密度 :2,too人/畑
外側の環状道路の半径 :
都心から約25~ 30

資料)英国交通省
(出典先T惚ns閲ItReseanchい加ratoげ)

l計画廻国供用延長I整備率
l

282km 278km 99%

人 口 :850万人
人口密度 :4,400人/蝸
外側の環状道路の半径 :
都心から約20~ 30km

回



第
二
節

ロ
ー
カ
ル
な
視
点
か
ら
の
国
土
づ
く
り
･
ま
ち

づ
く
り
の
方
向

高
速
道
路
網
等
が
着
実
に
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
地
域
間
の
交
流
が
活
発
化
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、
地

域
間
交
流
は
飛
躍
的
に
高
ま
る
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
居
住
･
交
流
両
面
に
お
い
て

『魅
力
あ
る
都
市
圏
･
生
活
圏
へ
の
選
択
と
集
中
』
の
傾

向
が
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
利

便
や
魅
力
を
求
め
て
集
ま
る
定
住
人
口
･
交
流
人
口
を
確

保
す
る
た
め
の
一
層
の
努
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

｢地
域

間
競
争
の
時
代
｣
が
本
格
的
に
到
来
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
的
な
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
は
社
会
資

本
整
備
･
管
理
の
面
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
を
投
げ
か

け
る
。
｢人
口
規
模
と
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
水
準
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
｣
に
よ
る
国
土
管
理
の
非
効
率
性
の
問
題
や
、

財
源
の
制
約
、
さ
ら
に
は
既
存
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
維

持
補
修
や
更
新
費
の
増
大
な
ど
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
の

よ
う
に
全
国
各
地
に
お
い
て
フ
ル
セ
ッ
ト
の
社
会
資
本
整

備
を
目
指
す
こ
と
は
必
ず
し
も
効
率
的
で
は
な
く
、
そ
の

地
域
の
発
展
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
も
の
を
戦
略
的
に
整

備
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

前
節
で
I
T
の
進
展
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
概
観
し
た

が
、
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
得

る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し

た
情
報
発
信
へ
の
取
組
み
が
地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
重

要
な
手
段
の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
個
性
あ
る
地
元
情

報
を
発
信
し
、
地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
流
人
口
が
増
加
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
と
い
う
新
た
な
手
法

の
浸
透
に
よ
り
、
地
方
部
に
お
い
て
も
大
都
市
に
集
中
す

る
消
費
者
を
対
象
と
し
て
地
元
特
産
品
･
工
芸
品
等
の
販

売
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
産
業
に
と

っ
て
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
先
に
述

べ
た
て
よ
う
に
、
在
宅
勤
務
･
S
O
H
0
と
い
っ
た
職
住

近
接
･
一
体
の
形
態
が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
生

活
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
行
わ
れ
た
地
域
が
選

択
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
I
T
の
進
展
は
、

地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
有
用
な
ツ
ー
ル
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
人
々
の
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
地
域
に
促
す
大
き
な
圧
力
と
な
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

ま
た
、
交
流
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
地
域
の
人
々
が

そ
の
地
域
に
お
い
て
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
土
台

が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
｢持
続
可
能
な

暮
ら
し
｣
に
向
け
た
生
活
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
｢地
域

の
魅
力
｣
を
増
大
さ
せ
る
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
が
活
性
化
し
今
後
安
定
的
な
成
長
を
遂
げ
持
続
し
て

い
く
た
め
の
基
本
要
素
で
あ
る

｢医
･
職
･
住
｣
に
地
域

ご
と
に
特
色
の
あ
る
他
の
サ
ー
ビ
ス

(｢遊
･
学
｣
な
ど
)

を
付
加
し
そ
の
充
実
を
各
地
域
が
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
地
域
全
体
か
ら
見
た

｢住
｣
環
境
の
整

備
の
重
要
性
に
つ
い
て
見
る
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
ほ

か
、
美
し
い
景
観
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
公
園
等
の

｢遊
｣
空
間
、
生
涯
学
習
や
地
域
文
化
･
歴
史
･
産
業
と

連
携
し
た

｢学
｣
空
間
、
拠
点
都
市
と
の
交
通
利
便
性
な

ど
が
魅
力
的
な

｢住
｣
環
境
の
重
要
な
要
素
と
な
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
魅
力

的
な

｢住
｣
環
境
の
形
成
を
図
る
上
で
、
住
宅
や
福
祉
に

関
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
的
資
源

を
活
用
し
つ
つ
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
を
は
じ
め
地
域
社

会

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)
の

｢住
｣
を
支
え
る
ソ
フ
ト
な
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
高
齢
者
や

障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
N
P
O
等
地
域
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
個
人
の
自
主
的
な
参
加
を
通
じ
て
、
地
域

で
支
え
る
福
祉
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
｢公
た
る
自
覚
｣
を
醸
成
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
活
力
と
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
競
争
力
の
確
保
の
観
点
か
ら
は
地
域
の
拠
点

都
市
を
中
心
と
し
た
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
た
都
市
圏
レ

ベ
ル
、
広
域
的
な
生
活
圏
レ
ベ
ル
で
の
連
携

(市
町
村
合

併
や
広
域
連
合
な
ど
)
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
連

携
に
よ
り
、
先
に
述
べ
た
人
口
減
少
の
進
行
に
伴
う
国
土

管
理
の
非
効
率
性
等
の
問
題
や
、
既
存
社
会
資
本
ス
ト
ッ

ク
の
維
持
補
修
や
更
新
費
の
増
大
に
よ
る
新
規
投
資
の
圧

迫
の
問
題
は
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
広

域
的
視
点
か
ら
、
戦
略
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
公
共
施
設



の
整
備
、
土
地
利
用
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
効
率
的
な
地
域
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

が
注
目
さ
れ
る
。

第
三
節

良
質
な
住
宅
･
社
会
資
本
を
生
み
出
す
建
設
産

業
の
新
た
な
競
争
力

日
本
経
済
が
長
期
間
に
わ
た
り
低
迷
し
、
産
業
競
争
力

の
強
化
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
我
が
国
の
住

宅
･
社
会
資
本
整
備
を
担
う
建
設
産
業
に
つ
い
て
も
、
建

設
投
資
の
低
迷
と
建
設
業
者
数
の
増
加
、
コ
ス
ト
縮
減
の

要
請
な
ど
公
共
投
資
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
、

建
設
市
場
の
国
際
化
に
よ
る
競
争
の
激
化
な
ど
か
ら
、
そ

の
経
営
環
境
が
極
め
て
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
構

造
変
化
に
直
面
し
て
い
る
。

1

建
設
産
業
に
お
け
る
市
場
環
境
整
備
へ
の
取
組
み

建
設
産
業
は
、
企
業
間
の
公
正
な
競
争
を
通
じ
、
ニ
ー

世
紀
の
経
済
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
創
造
力
と
活

力
を
有
す
る
産
業
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
建
設
業
の
再
生
は
、
基
本
的
に
は
、
各
企
業
の

自
己
責
任
、
自
助
努
力
に
よ
り
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
行
政
に
お
い
て
も
、
将
来
展
望
を
提
示
し
つ
つ
、

企
業
の
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
環
境
整
備
と
競
争
性

を
重
視
し
た
公
正
な
市
場
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
量
的
な
側
面
だ
け
で

な
く
質
の
面
を
も
重
視
し
た
経
営
へ
の
転
換
、
企
業
の
連

携
強
化
に
よ
る
経
営
力
･
技
術
力
の
充
実
な
ど
、
新
た
な

企
業
経
営
の
展
開
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
手
ク
ラ
ス
を

中
心
に
総
合
建
設
会
社
の
再
生
に
向
け
た
努
力
を
促
し
、

企
業
自
身
に
よ
る

｢経
営
組
織
の
革
新
｣
と

｢連
携
の
強

化
｣
の
動
き
が
加
速
す
る
よ
う
な
競
争
的
な
市
場
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
一
般
競
争
入
札
方
式
の
採
用
な

ど
公
共
工
事
の
入
札
･
契
約
手
続
の
透
明
性
･
客
観
性
、

競
争
性
の
大
幅
な
向
上
を
図
り
、
｢不
正
が
起
き
に
く
い
｣

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
最
近
で
は
、
価

格
以
外
の
技
術
力
等
の
要
素
を
重
視
し
た
入
札
･
契
約
方

式
の
導
入
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

建
設
産
業
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
｢重
層
下
請
構
造
｣

が
存
在
し
、
こ
れ
が
契
約
関
係
の
明
確
化
、
労
働
条
件
の

改
善
、
取
引
関
係
の
自
由
化
等
を
図
ろ
う
と
す
る
場
合
の

構
造
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
建
設
産
業
の
構
造
改
善
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
三
年
の
中
央
建
設
業
審
議
会
の
答
申
以
降
、
数
次

に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
行
政
、
業
界
団
体
一

体
と
な
っ
た
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
時

間
の
短
縮
や
人
材
の
確
保
、契
約
や
代
金
支
払
の
適
正
化
、

経
営
の
改
善
、
雇
用
の
調
整
等
の
分
野
に
お
い
て
、
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
不

良
･
不
適
格
業
者
の
排
除
の
徹
底
、
元
請
業
者
や
下
請
業

者
か
ら
な
る
協
議
会
等
の
自
主
的
な
取
組
み
の
推
進
、
経

営
改
善
や
情
報
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
優
秀
な
人
材

の
確
保
･
育
成
と
雇
用
労
働
条
件
の
改
善
等
の
課
題
に
つ

い
て
、
自
主
的
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
者
団
体
と
行
政
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
、
具
体
的
な
取
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

2

建
設
産
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上

今
後
は
建
設
市
場
に
お
け
る
競
争
が
一
層
激
化
す
る
と

予
想
さ
れ
、
①
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
②
品
質
、
商
品
開
発
能

力
、
提
案
力
に
よ
る
差
別
化
、
の
二
つ
の
局
面
で
競
争
力

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
建
設
市
場
に
お
け

る
こ
の
よ
う
な
競
争
の
激
化
と
、
ま
も
な
く
労
働
力
人
口

の
減
少
が
推
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
長
期

的
に
見
て
有
効
な
生
産
性
向
上
策
と
考
え
ら
れ
る
も
の

は
、
建
設
産
業
の
単
品
受
注
の
現
場
生
産
と
い
う
性
格
か

ら
、
現
場
の
総
合
管
理
監
督
を
担
う
技
術
者
と
、
直
接
施

工
を
担
う
建
築
大
工
、
鳶
･
土
工
、
塗
装
等
の
専
門
工
事

業
に
お
い
て
現
場
の
施
工
管
理
や
直
接
施
工
を
担
う
職
長

や
技
能
者
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
。
つ
ま
り
、
建
設
産
業
は
ヒ
ト
で
成
り
立
つ
産
業
で

あ
り
、
労
働
者
の
有
す
る
能
力
で
品
質
や
コ
ス
ト
が
大
き

く
左
右
さ
れ
る
産
業
と
し
て
の
観
点
か
ら
の
生
産
性
の
向

上
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。



3

建
設
産
業
に
お
け
る
-
T
革
命
の
方
向
性

建
設
産
業
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
生
産
性
の
向
上
と
い
う

課
題
に
応
え
る
た
め
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
人
を
大
切
に

す
る
施
策
を
中
心
に
し
た
現
場
の
労
働
生
産
性
の
向
上
に

加
え
、
I
T
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

①

生
産
性
向
上
に
よ
る
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
全
体
の

改
革
を
も
た
ら
す

I
T
の
活
用
に
よ
り
、
現
場
施
工
を
担
う
部
門
か

ら
、
営
業
、
設
計
、
財
務
管
理
、
資
材
調
達
を
担
う

部
門
ま
で
、
全
部
門
が
共
通
の
問
題
意
識
を
も
ち
,

情
報
共
有
を
進
め
る
コ
カ
レ
ン
ト
･
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
に
よ
り
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
生
産
性
が
向

上
す
る
。

②

｢
ス
ト
ッ
ク

･
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
世
紀
｣
へ
の
対

応
リ
フ
ォ
ー
ム

(維
持
･
補
修
･
改
修
)
市
場
の
拡

大
に
伴
い
、
各
企
業
と
も
過
去
に
施
工
し
た
建
築
物

な
ど
の
基
本
的
な
数
値
デ
ー
タ
、
ク
レ
ー
ム
情
報
と

対
応
記
録
、
定
期
的
な
診
断
結
果
な
ど
を
電
子
情
報

化
し
た
履
歴
情
報
の
有
無
が
、
受
注
の
際
の
大
き
な

武
器
に
な
り
、
企
業
対
消
費
者

(B

b

C
)
の

取
引
が
拡
大
し
、
将
来
の
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
･
チ
ャ

ン
ス
を
生
む
と
考
え
ら
れ
る
。

③

電
子
商
取
引
等
に
よ
る
建
設
資
材
の
商
流
･
流
通

シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
促
す

我
が
国
で
も
、
製
造
業
の
分
野
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

て
、
地
下
浸
水
を
十
分
考
慮
し
た
災
害
情
報
伝
達
体
制
や

ト
に
よ
る
部
品
調
達
が
本
格
化
し
て
お
り
、
建
設
産

避
難
誘
導
体
制
等
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
も
整
備
す
る
必
要

業
に
お
い
て
も
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
の

が
あ
る
。

観
点
か
ら
、
電
子
商
取
引
に
よ
る
資
材
調
達
の
合
理

ま
た
、
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
に
北
海
道
の
有
珠
山

化
が
将
来
期
待
さ
れ
、
建
設
C
A
L
S
/
E
C
の
平

の
噴
火
が
始
ま
っ
た
。
建
設
省
に
お
い
て
は
、
噴
火
後
直

成
一
六
年
ま
で
の
全
面
導
入
を
目
標
と
し
た
取
組
み

ち
に
有
珠
山
火
山
噴
火
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
ま
た

等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現
地
対
策
本
部
へ
専
門
家
及
び
関
係
者
を
派
遣
し
て
、
迅

.
･もl

;
:
:
l
;
ゞ

:
'
ゞ

速
な
対
応
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ

三
章

安
全
な
国
±
づ
く
り
.
ま
ち
つ
く
リ

ッ
プ
等
の
整
備
も
あ
り
、
住
民
の
平
時
か
ら
の
火
山
に
対

一節

日
本
の
国
土
構
造

す
る
防
災
意
識
が
高
く
、
避
難
が
順
調
に
行
わ
れ
人
的
被

、
が
国
は
、
そ
の
位
置
、
地
形
、
地
質
、
気
象
な
ど
の

害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
避
難
生

然
的
条
件
か
ら
、
地
震
、
火
山
噴
火
、
台
風
、
豪
雨
、

活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
々
の
生
活
の
再
建
は
重
要
課
題
で

彗
等
に
よ
る
災
害
や
渇
水
が
発
生
し
や
す
い
国
土
と
な

あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

第
一節

日
本
の
国
土
構
造

我
が
国
は
、
そ
の
位
置
、
地
形
、
地
質
、
気
象
な
ど
の

自
然
的
条
件
か
ら
、
地
震
、
火
山
噴
火
、
台
風
、
豪
雨
、

豪
雪
等
に
よ
る
災
害
や
渇
水
が
発
生
し
や
す
い
国
土
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
人
口
･
資
産
は
極
め
て
高

密
度
に
集
中
し
て
お
り
、
ひ
と
た
び
大
災
害
に
見
舞
わ
れ

る
と
、
極
め
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
潜
在

し
て
い
る
。

第
二
節

近
年
の
災
害
の
多
様
化

平
成
七
年
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
、
近
年
に

お
い
て
も
火
山
、
地
震
、
集
中
豪
雨
、
高
潮
等
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
特
に
最
近
で
は
、
地
下
空
間
の
浸

水
と
い
う
、
都
市
化
に
伴
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
災
害
が
発

生
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
下
浸
水
災
害
に
よ
る
都
市
機

能
へ
の
被
害
や
人
命
の
損
失
を
防
ぐ
に
は
、
治
水
施
設
や

下
水
道
施
設
の
増
強
に
よ
る
ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
に
加
え

第
三
節

安
全
な
国
土
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
み

安
全
な
国
土
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
、
治
水
事
業
な
ど
の
国
土
保
全
事
業

や
道
路
の
防
災
対
策
、
構
造
物
の
耐
震
化
等
の
ハ
ー
ド
面

で
の
対
応
を
積
極
的
に
講
じ
、
災
害
の
予
防
に
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
き
た
が
、
例
え
ば
治
水
施
設
の
整
備
率
は
欧

米
諸
国
の
河
川
と
比
較
し
て
も
不
十
分
で
あ
る
ほ
か
、
道

路
に
お
い
て
は
防
災
対
策
が
必
要
な
箇
所
が
未
だ
数
多
く

存
在
す
る
等
、
引
き
続
き
、
ハ
ー
ド
面
で
の
対
応
が
重
要

で
あ
る
。

阪
神
、
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
た
災
害
対
策
の



強
化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。
な
か
で
も
、
都
市
直
下
型

地
震
で
、
建
造
物
の
崩
壊
に
よ
る
犠
牲
者
の
多
さ
も
あ
っ

て
、
耐
震
設
計
･
構
造
の
研
究
が
進
ん
だ
。
道
路
橋
に
つ

い
て
は
、
橋
脚
の
倒
壊
、
橋
桁
の
落
下
等
の
被
害
が
発
生

し
た
た
め
、道
路
橋
の
技
術
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

建
築
物
に
つ
い
て
は
、
｢建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律

(平
成
七
年
)｣
に
基
づ
い
て
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
し
な
い
建
築
物
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
耐
震
改
修
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
｢密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促

進
に
関
す
る
法
律

(平
成
九
年
)｣
に
基
づ
く
施
策
の
推

進
を
含
め
、
都
市
の
面
的
整
備
や
段
階
的
整
備
に
よ
り
、

防
災
上
危
険
な
密
集
市
街
地
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も

に
、
災
害
時
の
延
焼
拡
大
防
止
、
避
難
･
消
防
･
救
援
活

動
等
に
寄
与
す
る
公
共
施
設
を
整
備
し
、
震
災
に
強
い
都

市
構
造
の
形
成
を
図
る
。

さ
ら
に
、
平
成
三

年
六
月
の
広
島
県
を
中
心
と
し
た

激
甚
な
土
砂
災
害
の
発
生
に
鑑
み
、
①
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
を

｢土
砂
災
生
暴
言戒
区
域
｣
と
し
て
指
定

し
、
警
戒
避
難
体
制
を
整
備
す
る
、
②
土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
う
ち
建
築
物
に
損
壊
が
生
じ
、
住
民
に
著
し
い
危
害

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を

｢土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
｣
と
し
て
指
定
し
、
一
定
の
開
発
行
為
の
制
限
･
居

室
を
有
す
る
建
築
物
の
構
造
規
制
、
土
砂
災
害
時
に
著
し

い
損
壊
が
生
じ
る
建
築
物
に
対
す
る
移
転
等
の
勧
告
及
び

勧
告
に
よ
る
移
転
者
へ
の
融
資
･
資
金
の
確
保
等
を
内
容

と
す
る

｢土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
｣
が
成
立
し
た
。

日
本
は
そ
の
国
土
条
件
か
ら
、
様
々
な
形
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た
自
然
条
件
に
起
因

す
る
災
害
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
性
の
強
化
や
災
害
に

強
い
国
土
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
の

対
策
の
み
で
対
処
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

は叢
群
鱗
馨
諸
麩
選
対
骸糾翼
飜蝋
鑓群
協

資料) 有珠山火山防災マップより抜粋
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
あ
る
程
度
容
認
し
た
上
で
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
、
壊
滅
的
な
被
害
を
回
避
す
る
と
い
っ

た
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
災
害
に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応
と

し
て
、
初
動
期
の
情
報
収
集
体
制
の
確
立
、
総
合
的
な
防

災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
住
民
の
災
害
の
危
険
性

に
対
す
る
認
識
の
向
上
、
住
民
と
の
連
携
強
化
、
災
害
の

現
場
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
活

　
　図 有珠山ハザードマップ

ず
西

す
堆
た

　　

　　

　
　

　
　

　

　　

　
　
　

　　
　
　
　

　

　　
　　　

　
　

　　
　　　

　
　

　
　
　
　
　

堆
域
時

雄
域
わ

が
区
る

が
区
変

灰
い
い

灰
る
が

大
性

刈傭
兵
刈
硼轄

火
る

火
熱
険

　
　　　
　

　

　　
　



動
と
の
連
携
、
災
害
に
対
す
る
調
査
研
究
体
制
の
充
実
等

に
よ
り
、
災
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
た
。
今
後
は
、
自
主
防
災
活
動
へ
の
参
加
を

この建物は
使用可能です

この建物に この建物に
立ち入ることは危険です 立ち入る場合は

十分注意して下さ

-
こ

　
　
　

増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
自
立
し
た
個
人
と
し
て
暮

ら
す
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
の
｢公
｣

の
意
識
も
育
む
た
め
の
防
災
に
お
け
る
町
内
会
･
自
治
会

登、霜正 (応急危険度判定士)

被災建築物応急危険度判定は、余震等による二次災害発生の危険度程度を判定し表示するもので、罹災証明のための被害調査とは異なるものです。
判定の糸古熟ま上記の三種類のステッ力- を建物の出入ロ等の見やすい場所に掲示します。応急危険度判定士は、 2人がチームになって判定活動に従事します。その際は常に身分を証明す
る登録証を携帯し、 ｢応急危険度判定士｣ と明示した腕章及びヘルメットを着用します。

図 7 被災建築物応急危険度判定

□□票被災建築物

応急危険度判定士登録証

　

　

□

　

　

名
日
号
月
眼

□

′(

年
録
録
効

　　

　

氏
生
茸
竪
有回

知 事

等
の
役
割
に
代
表
さ
れ
る
｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
｣
が

初
期
の
情
報
収
集
面
等
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る

(図
6
･

7
)
。第

四
章
美
し
い
景
観
の
ま
ち
を
育
む
た
め
に

第

一
節

こ
れ
ま
で
人
々
は
景
観
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合

っ
て
き
た
か

｢美
し
い
景
観
の
ま
ち
｣
は
人
々
の
生
活
に
快
適
さ
、

豊
か
さ
、
ゆ
と
り
を
与
え
る
こ
と
で
、
人
々
の
ま
ち
に
対

す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
美
し

い
景
観
に
魅
了
さ
れ
た
人
々
を
引
き
付
け
、
ま
ち
に
活
気

を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の
国
際
競
争
力
の
源

泉
と
な
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
持
つ
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
の
都
市
景
観
を
振
り
返

る
と
、
必
ず
し
も
賞
賛
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

反
省
す
べ
き
点
が
多
い
。

景
観
の
よ
い
ま
ち
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

｢総
論
｣
と
し
て
は

｢賛
成
｣
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
あ

ろ
う
。
行
政
と
し
て
も
、
良
好
な
ま
ち
な
み
･
景
観
を
形

成
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
は
、
都
市
計
画
法
、
建
築
基

準
法
等
の
法
律
や
、
都
道
府
県
･
市
町
村
の
条
例
等
な
ど

に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
や
規
制
誘
導
策

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
｢各
論
｣
に
入
る
と
、
各
地

で

｢合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
失
敗
｣
と

｢守
る
べ
き
資

産
や
景
観
の
喪
失
｣
が
起
こ
っ
て
い
る
。
｢住
宅
･
宅
地

に
関
す
る
世
論
調
査
｣
に
お
い
て
も
、
規
制
に
よ
る
良
好

道々テセ 2000 8 5 9



な
景
観
づ
く
り
は
望
ま
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
個
人
や

識
を
育
て
、
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

景
観
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
や
実
務
経
験
を
有
す

会
社
な
ど
不
動
産
の
所
有
者
が
景
観
に
関
す
る
認
識
を
も

る
声
門
±
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
主

を

、
し
、
ま

ち
、
自
主
的
に
規
約
を
結
ぶ
こ
と
で
景
観
を
担
保
す
る
、

と
い
う
方
向
性
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
た
め
の
施
策

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
下
で
、
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
分

か
り
や
す
く
定
め
、
住
民
･
行
政
等
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

形
成
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

全
国
一
律
の
手
法
に
よ
る
景
観
の
形
成
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
地
元
市
町
村
と
地
元
住
民
が
、
地
域
の
歴
史
･
風

土
が
生
み
出
す
個
性
や
地
元
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
弾
力
的

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
公
共
施
設
の
整
備
と
一
体
と
な

っ
た
景
観
形
成
の
た
め
の
事
業
実
施
を
含
め
、
自
主
性
を

発
揮
で
き
る
た
め
の
ツ
ー
ル
が
多
く
備
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

人
々
が
愛
着
を
も
ち
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

す
る
景
観
は
、
他
者
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
住
民
等
関
係
者
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
、
支
え
ら
れ
育

ま
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
建
築

協
定
等
住
民
同
士
の
自
主
的
な
取
り
決
め
に
よ
っ
て
景
観

を
守
る
手
法
や
、
N
P
O
活
動
や
直
接
の
資
金
提
供
等
に

よ
る
住
民
の
自
主
的
な
活
動
を
通
じ
て
良
好
な
景
観
が
形

成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
一
人

一
人
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
共
有

財
産
で
あ
る
ま
ち
の
美
し
さ
を
共
同
で
作
る
、
と
い
う
意

第
二
節

美
し
い
景
観
の
ま
ち
を
育
む
方
法

よ
い
景
観
を
形
成
す
る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
五
つ
の

要
素
が
あ
る
。

①

ど
の
よ
う
な
景
観
の
ま
ち
を
つ
く
る
の
か
、
と
い

う
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

建
設
省
の
行
っ
た
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ

ば
、
景
観
形
成
に
対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
村
は
多
く
、
そ
の
際
、
必
要
と
な
る

取
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず
ま
ち
づ
く
り
や
景
観
に
関

す
る
長
期
的
な
展
望
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
分
か
り
や

す
く
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
を
地
域
の
住
民
と
共
有

し
て
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
景
観
形
成
に

努
め
て
行
く
こ
と
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
で
は
、
都

道
府
県
や
市
町
村
が
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

地
区
計
画
制
度
、
ま
ち
づ
く
り
･
景
観
条
例
等
を
用

い
て
、
住
民
の
意
見
を
十
分
反
映
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
い
て
の
規
制
誘
導
策
を

施
す
た
め
の
ツ
ー
ル
を
用
意
し
て
い
る
。

②

リ
ー
ダ
ー
･
専
門
家

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
｢景
観
を
よ
く
し
た

い
｣
｢き
れ
い
な
ま
ち
に
住
み
た
い
｣
と
い
う
住
民

の
思
い
入
れ
や
意
識
が
基
礎
と
し
て
大
切
に
な
る
一

方
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
都
市
計
画
や

る
専
門
家
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
住
民
を
先
導
し
、
ま

た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
住
民
の
活
動
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、地
方
自
治
を
担
う
行
政
の
側
に
お
い
て
も
、

地
方
分
権
の
推
進
の
流
れ
の
中
で
、
市
町
村
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
役
割
が
増
大
す
る
こ
と
を
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
長
い
目
で
、
景

観
設
計
に
配
慮
し
、
事
業
の
設
計
、
施
工
か
ら
維
持

管
理
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
習
熟
し
た

専
門
家
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
住

民
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
意
欲
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
提
案
し
、
自
主
的
な
活
動
を
繰
り
広
げ
る

住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
住
民
の

｢や
る
気
｣
を
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に
結
び
付
け
て

い
く

｢
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
｣
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

③

住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

住
民
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
や
景
観
に
つ
い
て
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
景
観
形
成
の
意
義
を
数
値
化
す
る

こ
と
や
、
模
型
を
作
成
し
て
示
す
な
ど
、
分
か
り
や

す
い
手
法
に
よ
り
、
そ
の
ま
ち
の
あ
る
べ
き
姿
を
言

語
化
し
、
客
観
的
に
そ
の
合
理
性
が
説
明
で
き
る
方

法
を
開
発
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
コ
ミ



ユ
ニ
テ
ィ
意
識
を
形
成
す
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

を
支
援
し
て
い
る
。

ー
シ
ョ
ン
型
行
政
の
推
進
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

景
観
を
テ
ー
マ
と
し

市
民
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
心
を
育
成
す
る

こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

④

住
民
の
主
体
的
な
活
動

こ
れ
ま
で
も
、
住
民
の
主
体
的
な
活
動
が
ま
ち
づ

く
り
を
支
え
て
き
て
お
り
、
町
内
会
、
自
治
会
等
の

地
域
に
根
ざ
し
た
団
体
の
き
め
細
や
か
な
活
動
に
よ

り
、
そ
の
区
域
の
住
民
相
互
の
音
釜
心を
調
整
し
、
良

好
な
地
域
社
会
の
維
持
･
形
成
の
た
め
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
の
形
成
や
様
々
な
町
内
美
化
の
活
動
等
が
進
め

ら
れ
、
地
域
の
核
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。
近
年
で
は
、
N
P
0

(民
間
非
営
利
団
体
)

の
活
動
、
住
民
･
行
政
･
企
業
が
一
体
と
な
っ
た
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
都
市

緑
地
保
全
法
に
基
づ
く
緑
地
管
理
機
構
に
よ
る
緑
地

保
全
の
た
め
の
活
動
等
が
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
住

民
の
主
体
的
な
活
動
が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
･
景
観

づ
く
り
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

⑤

公
共
施
設
の
整
備
と
の
一
体
化

ま
ち
に
お
け
る
良
好
な
景
観
は
、
景
観
形
成
に
配

慮
し
た
公
共
施
設
の
整
備
と
建
築
物
と
が
一
体
と
な

っ
て
、
は
じ
め
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
建
設

省
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
景
観
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
の
事
業
を
推
進
す

る
補
助
制
度
を
充
実
さ
せ
、
地
方
公
共
団
体
の
活
動

景
観
を
テ
ー
マ
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
住
民
が
｢参
加
｣

し
、
議
論
を
尽
く
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
上
で
、
行

政
と
住
民
が
各
施
策
を
統
合
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
実

践

(統
合
化
･
総
合
化
)
し
て
い
く

｢造
景
｣
の
仕
組
み

づ
く
り
こ
そ
が
、
環
境
と
共
生
し
た
美
し
い
景
観
の
み
な

ら
ず
、
地
域
の
文
化
や
個
性
を
生
み
育
て
る
住
民
の
誇
り

や
愛
着
、
地
域
へ
の
一
体
感

(ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
)
や

公
共
心
な
ど
を
醸
成
さ
せ
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会

(コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
)
を
再
生
す
る
原
動
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
o第

五
章

二
一
世
紀
初
頭
の
国
土
へ
の
展
望

我
が
国
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
二
五
年
に
か
け
て

高
齢
化
が
世
界
最
高
の
水
準
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
時
期
に
は
東
京
を
は
じ
め
多
く
の
都
市
圏
で

人
口
の
減
少
が
進
む
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
社
会
･
経
済
･

地
域
･
暮
ら
し
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、

戦
後
ほ
ぼ
一
貫
し
て
需
要
後
追
い
の
対
応
と
な
り
大
き
な

問
題
を
遺
し
た
都
市
の
過
密
構
造
が
緩
和
さ
れ
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
連
携
し
つ
つ
、
既
成
市
街
地
の
再

構
築
を
は
じ
め
活
力
と
魅
力
に
溢
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
都

市
構
造
へ
の
再
編
や
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社

会
を
目
指
す
上
で
、好
機
到
来
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
整
備
の
分
野
に
お

い
て
二
〇
二
五
年
ま
で
の
四
半
世
紀
は

『ス
ト
ッ
ク
･
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
世
紀
』
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
高
齢
化
･

人
口
減
少
の
進
展
、
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
す
る
中
で
、

都
市
構
造
再
編
な
ど
安
全
で
活
力
あ
る
国
土
づ
く
り
、
循

環
型
社
会
の
形
成
、
さ
ら
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
空

間
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
総
合
的
な

『国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
の
時
代
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
活
力
が
あ
り
後
世
の
人
々
に
ま
で
長
く
愛
着
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
現
在
地
域
に
残

さ
れ
て
い
る
貴
重
な
ま
ち
な
み
･
景
観
を
守
る
と
い
う
視

点
が
大
切
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
ま
ち
な
み
を
つ
く
る
の

は
関
係
者

(行
政
、
住
民
、
事
業
者
)
一
人
一
人
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
想
い
と
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
る
こ
と
を
よ

く
認
識
し
、
関
係
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
立
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
共
有
し
な
が
ら
得
ら

れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
新
た
な
ま
ち
な
み
の
景
観
を
生
み
出

す
こ
と
も
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
ま
ち
な
み
を
構
成
す

る
個
人
の

｢住
ま
い
｣
に
つ
い
て
も
、
リ
フ
ォ
ー
ム

･
中

古
住
宅
流
通
･
賃
貸
住
宅
に
係
る
市
場
整
備
に
よ
り
、
土

地
資
産
の
保
有
よ
り
も
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
･
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
居
住
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
･
利
用
し
た
住

替
え
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
面
か
ら
も
耐
久
性
の

高
い
｢社
会
的
資
産
｣
と
し
て
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
再
生
、

維
持
管
理
、
循
環
を
通
じ
た
居
住
水
準
の
向
上
が
期
待
さ

れ
る
。
『造
景
の
世
紀
』
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
加
わ

っ
て
い
く
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
の
公
共

道行セ 2000.



や
自
己
責
任
意
識
さ
ら
に
は
環
境
共
生
の
精
神
も
一
層

め
ら
れ
る
。

｢価
｣
の
確
立
し
た
個
人
に
自
由
な
選
択
と
自
己
責
任

~求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
諸
制
度
の
改
革
も
進
む

ブ日
、
個
人
が
自
己
実
現
の
た
め
の
活
動
の
メ
環
と
し
て
、

担
域
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
N
P
O
な
ど
の
ノ
員
と
し

ミ
、
少
子
･
高
齢
社
会
を
支
え
る

｢公
｣
の
意
識
を
も
っ

て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
意
識
を
持
っ
た
ひ
と
づ
く
り
の
た
め
、
社
会
資
本
整
備

や
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
も
｢公
共
事
業
へ
の
住
民
参
加
｣

｢景
観
｣
｢高
齢
者

･
障
害
者
の
"
居
住
"｣、
さ
ら
に
は

｢
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
政
｣
等
の
観
点
か
ら
、
｢場
｣

を
提
供
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。建
設
行
政
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
取
組
み
や
お
手
伝
い
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
住
民
と
行
政
相
互
の
協
働
、

共
創
作
業
に
よ
っ
て
、
伝
統
･
文
化
や
個
性
を
育
み
、
環

境
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る

｢人
と
国
土
｣
が
実
現
す
る
の

で
あ
る
。

ま
た
、
建
設
分
野
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖
化
問
題
へ

の
対
応
や
自
然
と
の
共
生
を
は
じ
め
、
内
外
の
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
取
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
建
設
廃
棄

物
の
再
資
源
化
を
徹
底
す
る

｢建
設
工
事
に
係
る
資
材
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
｣
等
に
基
づ
き
総
合
的
な
関

係
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
耐
久
性
の
高
い
良
質
な
住

宅

･
社
会
資
本
の
整
備

･
管
理
、
さ
ら
に
は
、
流
域
全 体

･
社
会
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
健
全
な
水
循
環
系
の
形

成
等
を
通
じ
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
国
づ
く
り
の
目
標
を
、
国

家
と
地
域

(コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)
の
魅
力
づ
く
り
に
不
可
欠

な

｢活
力
と
美
し
い
環
境
｣
を
創
造
す
る
こ
と
に
向
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
四
半
世
紀
は
社
会
経

済
の
大
転
換
期
の
中
で
、
内
外
の
人
々
が
日
本
を
魅
力
的

と
感
じ
る
新
た
な
国
土
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
う

時
代
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
建
設
省
は
、
平
成
/
三
年
ぞ
月
か
ら
、
中
央
省

庁
等
改
革
に
よ
り
北
海
道
開
発
庁
、
国
土
庁
及
び
運
輸
省

と
統
合
し
、
新
た
に
国
土
交
通
省
と
し
て
再
編
さ
れ
る
。

国
土
交
通
行
政
は
、
人
々
の
身
の
回
り
か
ら
国
土
全
体
の

姿
ま
で
、
国
民
の
暮
ら
し
や
経
済
社
会
、
安
全
の
確
保
、

環
境
や
地
域
と
幅
広
く
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
行
政
に

対
す
る
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と
時
代
潮
流
に
対
応
し
た

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
つ
つ
、
幅
広
い
行
政
分

野
に
わ
た
り
、総
合
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

計
画
、
事
業
、
規
制
、
融
資
、
税
制
な
ど
多
様
な
施
策
手

法
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
今
後
国
土
構

造
の
大
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、

一三
世
紀
の
我
が
国
の
国
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

(以
下
次
号
)



一

は
じ
め
に

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
全
国
の
道
路
に
つ
い
て

道
路
交
通
管
理
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即

し
た
望
ま
し
い
道
路
交
通
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
の
対
象
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定

さ
れ
、
道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
道
路
で

あ
り
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車
道
等
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

①
道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

②
道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

③
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
実
績

④
道
路
環
境
施
設
の
整
備
状
況

⑤
道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

⑥
道
路
災
害
の
発
生
状
況

⑦
異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

⑧
異
常
気
象
時
の
警
戒
･
緊
急
体
制
の
発
動
実
績

⑨
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
実
績

⑩
車
両
取
締
り
機
器
等
の
設
置
状
況

⑪
道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重
量
等
の
制
限
の
状
況

⑫
特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

⑬
路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

二

平
成
一〇
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

道
路
管
理
の
現
況

道
路
交
通
管
理
統
計
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
の
現
況

を
知
る
た
め
、
道
路
の
管
理
体
制
、
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

①

道
路
監
理
員
の
任
命
状
況
に
つ
い
て

道
路
監
理
員
と
は
、
道
路
法
第
七
一
条
第
四
項
に
基
づ

き
、
道
路
管
理
者
が
そ
の
職
員
の
う
ち
か
ら
命
じ
た
者
で

あ
り
、
自
ら
現
場
に
お
い
て
各
種
の
必
要
な
措
置
を
命
ず

る
権
限
を
持
つ
。

平
成
三

年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
任
命
状
況
は
表

1
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑭

道
路
環
境
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
は
、
沿
道
環
境
保
全
対
策
と
し
て
道
路
網

整
備
に
よ
る
対
策
と
と
も
に
、
道
路
構
造
の
改
善
に
よ
る

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
遮
音
壁
、
植
樹
帯
、
環
境
施
設
帯
等
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
一
○
年
度
の
整
備
状
況
は
、
緑

平
成
一
○
鮮
度
週
離
菟
遭
管
理
統
謝
の
概
要

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係

道行セ 2000.8 63



表 1 道路監理員の任命状況 (平成11年4月 1日現在)

道路
＼管理ぎ＼＼
項
＼
目 本庁 (本局) 出先機関

道路監理員数 事務所数 道路監理員数

日本道路公団 0 113 4
,
091

本州四国連絡橋公団 0 12 246

都市高速道路公団等 80 42 798

地方建設局等 148 368 続都道府県 躍 623 劇指定市 460 104 駒市町村 鰯 510 拗
一般有料
-土木部企業局

道 路-地方道路公社＼
QJ 12

＼
162 526

計 藁 鰡 獨注 1)道路監理員とは、道路法第71条第4項に基づき、道路管理者がその
職員のうちから命じた者をいう。
2)事務所数には、出張所、支所等すべての出先機関を含む。

化
済
道
路
延
長
が
約
九
万
八
、
0
0
0
脳
、
遮
音
壁
設
置

延
長
が
約
四
、
五
〇
〇
蹴
、
環
境
施
設
帯
延
長
が
約
七
〇

〇
皿
と
な
っ
て
い
る

(表
2
参
照
)。

③

道
路
情
報
管
理
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

道
路
情
報
管
理
施
設
と
は
、
道
路
管
理
者
が
安
全
か
つ

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
必
要
な
情
報
を
収
集

し
、
又
は
道
路
利
用
者
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装

置
、
車
両
監
視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設

等
が
含
ま
れ
る
o

平
成
=
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整

備
状
況
は
道
路
情
報
板
約
二
万
一
、
○
○
○
基
、
車
両
監

視
用
テ
レ
ビ

(I
T
V
)

約
五
、
七
〇
〇
台
、
雨
量
計

約
六
、
三
〇
〇
基
、
温
度
計
約
三
、
七
〇
〇
基
と
な
っ
て

い
る

(表
3
ー
1
･
2
参
照
)
。

表 2 道路環境施設の整備状況 (平成11年 4月 1日現在)

解
鰻
纖
繊

遮音壁設置 帯

長巍環設道路延長 延べ設置延長

高速自動車国道 4
,
086.9
1
,
492
.7 葱 鯲

本州四国連絡道路 89,2 筏 瀦 2.
8

都市高速道路 797 婉 &433 臘
内

外

闘

間

区

区

定

定

日

指一:‐≧■

･ー一
般
国
道

4
,9
01
.7
323,5 纖 搬
繍 療 嫌 邸

都道府県道 9,002.2 臘 幼 賑
市町村道 75,7

44
.
2 猟 榔 廊

料鱗
日本道路公団 384

,
8 断 勲 鸚

土木部企業局 1
･
7 ⑧ " ⑧

地方道路公社 &生75 臨 拗 那
計 98

,
中12,1 れ 蘂 硼

注 1)緑化済道路延長とは、植樹帯 (環境施設帯の中のものを含む。)、街路樹
(並木)、中央分離帯、交通島等に植栽がなされている区間について、車道
中心線に沿って計測した道路の実延長を計上した。
2)環境施設帯設置延長は、 ｢道路環境保全のための道路用地の取得及び管理
に関する基準について｣ (昭和49年4月10日付け建設省都市局長、道路局
長通達)に基づき設置したもので、環境施設帯として都市計画決定したも
のに限り、延べ設置延長を計上した。

2

異
常
気
象
時
の
対
応

○

道
路
災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

平
成
一
〇
年
八
月
末
の
豪
雨
等
を
反
映
し
て
、
道
路
災

害
の
発
生
件
数
は
約
一
万
二
、
0
0
0
件
と
例
年
に
比
べ

か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
主
な
災
害
内
容
･
件
数
は
、

落
石
等
が
約
二
、
九
〇
〇
件
、
盛
土
法
面
等
崩
壊
が
約
四
、

八
〇
〇
件
、
石
積
擁
壁
等
損
傷
が
約
一
、
三
〇
〇
件
、
道

路
洗
掘
が
約
一
、
一
〇
〇
件
で
あ
る

(表
4
参
照
)。

⑭

異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制
実
施
に
つ
い
て

豪
雨
、
地
震
等
の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
、
道
路
の
構

造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
各

道
路
管
理
者
は
、
通
行
規
制
基
準
、
通
行
規
制
区
間
を
定

め
、
事
前
の
通
行
規
制
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
一
〇
年
度
の
通
行
規
制
実
績
は
、
通
行
止
回
数
で

約
一
万
件
と
な
っ
て
お
り
、
前
記
の
夏
季
に
お
け
る
異
常

気
象
等
を
反
映
し
て
、
豪
雨
に
よ
る
も
の
が
八
、
七
七
三

件
、
強
風
に
よ
る
も
の
が
三
三
人
件
、
河
川
氾
濫
に
よ
る

も
の
が
一
五
〇
件
と
例
年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る

(表
5

参
照
)。



表 3 一 - 道路情報管理施設等の設置状況 (道路情報板等 :平成11年4月 1日現在)

道路種別

道路情報板
(基)

警報表示版
(基)

車両監視用テレビ
(台)

交通量測定器
(基) 路側放送

(区間)

ビーコン
(基)

道路交通
遮断装置
(基)

A型 B型 C型 電光式 計 トンネル その他 トンネル その他 料金所 その他

高速自動車国道 l,815 866 0 637 3,318 24 15 105 1,850 273 0 2,712 139 1,279 670

本州四国連絡道路 28 18 0 66 ,112 33 0 53 66 151 27 3 18 0

都市高速道路 3 16 114 1,984 2,OO4 391 691 185 饅 565 1,998 49 507 161

国一

道般

指定区間内 278 409 5 1,801 2,493 L049 93 651 959 0 1,l34 95 355 609

指定区間外 229 480 1,074 1,529 3,312 777 69 93 36 0 28 27 12 206

都道府県道 1,363 搬 2,772 1,394 6,417 480 126 60 22 0 17 15 5 649

市町村道 234 106 瑯 239 1,467 104 111 13 28 8 21 1 0 76

料一

道艘
路有

日本道路公団 394 204 0 181 779 301 l 307 50 0 378 7 152 170

土木部企業局 lo 0 40 4 54 4 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社 60 l82 121 503 866 143 14 504 138 533 93 19 1 238

計 4,414 3,l69 4,901 8,338 20,822 5,727 1,2lo 3,716 2,016 1,257 6,408 355 2,329 2,779

1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
2)道路情報板の種類は、 ｢道路情報装置の規格について｣ (昭和47年9月27日付け建設省道企発第52号道路局企画課長通達)による。
A型 :オーバーヘッド形式のもの。
B型 :蹄側設置型で表示幕により表示するもの。
C型 :路側設置型で表示幕により表示するもの。
電光式 :オーバーヘッド型、路側設置型といった型式にかかわらず、電光式のもの。

3)警報表示板は、専らトンネル内事故、雪崩等災害の発生を表示するものを、トンネル内事故発生を表示するため設置したものとその他のものを区別し
て計上した。
4)車両監視用テレビは、道路交通の状態を監視するため設置したテレビカメラで、トンネル内の状態を監視するためのものとその他のものを区別して計
上した。
5)路側放送劇は、路側に設置された中波放送機 (モノポールアンテナ、誘導通信ケーブル)により、車載のカーラジオを通じて、道路交通情報を常時提
供できるシステムをいい、中波放送機1基の放送区間を1箇所とし、同一区間であっても、 2基の放送機によって上下線で異なる放送を行っている場合
は、 2箇所として計上した。
6)ビーコンとは、VICS (道路交通情報通信システム :電波を用いて、リアルタイムで道路交通情報等運転者が必要とする情報を車載のコンピュータに提
供するシステム)における発信器として、道路管理者が路側に設置したものをいう。

表 3 ー 2 道路情報管理施設等の設置状況 (気象観測装置 :平成11年4月 1日現在)

道路種別

雨 量 計
温度計 積雪深計 路面凍結観測装置 風速計 視程障害観測装置

道路管理者設置 その他の
者の設置

計
自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他

高速自動車国道 623 15 0 638 630 20 258 0 824 0 563 1 305 0

本州四国連絡道路 15 0 0 15 20 0 0 0 18 0 28 4 15 2

都市高速道路 23 0 0 23 “ 0 8 0 67 0 38 0 11 0

霊振
指定区間内 845 80 60 985 621 266 463 149 429 2l9 356 68 117 11

指定区間外 192 56 459 707 323 356 249 84 179 94 38 16 28 3

都道府県道 333 164 730 1,227 262 413 334 269 l98 168 115 42 34 2

市町村道 518 712 1,209 2,439 185 354 91 361 14 22 146 202 l4 0

料一
道般
路有

日本道路公団 83 7 0 90 82 5 26 0 88 1 73 5 20 0

土木部企業局 0 3 0 3 0 1｣- 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社 56 68 5 129 49 41 8 14 26 21 51 22 31 6

計 2,鰓 1,l05 2,463 6256 2,236 1,456 1,457 877 1,843 525 1,408 360 575 24

注 1)施設は道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他期間に貸与しているものを含む。
2)自動車伝達式とは、テレメータ等により、自動的に道路管理者の事務所等に観測結果を伝達するものをいう
3)視程障害観測装置とは、透過率計、ITV等の霧、吹雪等による視程障害の程度を観測する装置をいう。



表 4 道路災害の発生状況 (平成10年度実績)
発生件数

災害内容

規制区閭内外の別 ミ道路種別

落石等
盛土法面

等崩壊

石積擁壁

等損傷

地すべり 道路洗掘
橋脚等

洗 掘

トンネル

崩 壊
雪 崩 その他 計

高速自動車国道

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 11 3 0 0 0 0 0 0 1 15

計 11 3 0 0 0 0 0 0 1 15

本州四国連絡道路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 一T･上一 0 0 0 0 0 0 0 0 -14

計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

般

国

道

都市高速道路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 一1上一

指定区間内

内 22 13 0 1 3 0 0 2 14 55

外 30 32 5 8 10 4 0 3 75 167

計 52 45 5 9 13 4 0 5 89 222

指定区間外

内 113 84 12 2 16 1 0 0 31 259

外 115 126 27 24 19 13 0 2 65 391

計 228 210 39 26 35 14 0 2 96 650

都道府県道

内 317 225 54 4 46 l 0 3 96 746

外 518 493 168 15 188 69 3 8 340 1,802

計 835 718 222 19 234 70 3 11 436 2,5く邸

市町村道

内 98 257 52 9 42 22 0 0 80 560

外 1,“姿1 3,598 975 279 781 196 6 3 839 8,318

計 1,739 3,855 l,027 288 823 218 6 3 919 8,878

般
有
料
道
路

日本道路公団

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 -11- 1 0 0 0 0 0 0 0 2

計 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

土木部企業局

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 1 0 0 0 0 0 2 3

計 0 0 1 0 0 0 0 0 2 3

地方道路公社

内 2 2 0 0 0 0 0 1 1 6

外 2 2 0 0 0 0 0 0 7 1l

計 4 4 0 0 0 0 0 l 8 17

計

内 552 581 118 16 107 24 0 6 222 1,626

外 2,320 4,255 1,176 326 998 282 9 16 1,329 10･711

計 2,872 4,836 1,294 342 1,105 306 9 22 1,551 12,337

注 1 ) 自然現象を原因として発生した道路に係る災害のうちで、次のものを計上した。
①当該災害の発生に伴い通行止めを実施したもの。
②事前の通行止めを行っている間に発生した災害で、①と同規模のもの。
2) 規制区間内外の別の ｢内｣ は規制区間内で発生した災害を、 ｢外｣ は規制区間外で発生した災害を指す。
なお、規制区間とは ｢異常気象時における道路通行規制要領｣ (昭和44年 4月 1日付け建設省道政発第16号及び第16号の

2建設省道路局長通達別紙) 第二に規定する異常気象時通行規制区間及び ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年 9月18日

付け建設省道政発第84号及び84号の 2建設省道路局長通達) 記二に規定する特殊通行規制区間をいう。
3 ) 相前後して発生した災害であっても、発生箇所が相当 (概ね20m ) 程度以上離れている場合は、別件として計上した。
4 ) 道路災害の種別は次のとおり。
落石等 :落石、土砂崩落、沢崩れ等 (切土法面、自然傾斜におけるものを含む。)

盛土法面等崩壊 :盛土法面及び自然斜面の崩壊

石積擁壁等損傷 :石積 (張)、ブロック積 (張)、コンクリート擁壁 (張) の損傷

地すべり :地すべりの発生
道路洗掘 :河川の流水、海岸の波浪等による洗掘、吸出し等

橋脚等洗掘 :流水による橋台、橋脚の洗掘
トンネル崩壊 :トンネル構造の崩壊
雪崩 :雪崩の発生



表 5 通行止回数 (平成10年度実績)

原因

規制区間内外の拶リ
ミ

道路種別

豪雨 地震 豪雪 地吹雪
路面
凍結
雪崩 霧 強風 波浪

河川
氾濫
その他 計

高速自動車国道

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本州四国連絡道路

内 0 0 0 ･ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

計 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

都市高速道路

内 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

外 2 0 2 0 lo 0 0 3 0 0 0 17

計 2 0 4 0 lo 0 0 3 0 0 0 19

般
国
道

指定区間内

内 162 0 11 0 2 3 0 3 3 4 28 216

外 59 0 2 24 1 2 0 15 12 8 40 163

計 221 0 13 24 3 5 0 18 15 12 68 379

指定区間外

内 565 0 40 0 18 3 0 10 3 1 3 643

外 265 0 12 0 36 0 0 4 1 12 1l 341

計 830 0 52 0 54 3 0 14 4 l3 14 984

都道府県道

内 1,556 1 47 3 25 5 0 21 10 10 24 1,702

外 2,824 6 115 84 43 9 7 41 9 24 71 3,233

計 4,380 7 162 87 68 14 7 62 19 34 95 4,935

市町村道

内 418 1 3 2 7 2 0 71 2 7 14 527

外 2,863 29 20 1 52 0 0 47 7 84 91 3,194

計 3,281 30 23 3 59 2 0 118 9 91 105 3,721

般
有
料
道
路

日本道路公団

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土木部企業局

内 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3

地方道路公社

内 45 0 66 1 62 3 4 119 0 0 3 303

外 13 0 7 0 6 0 2 2 0 0 0 30

計 58 0 73 1 68 3 6 121 0 0 3 333

計

内 2,747 2 169 6 114 16 4 224 18 22 72 3,394

外 6,026 35 158 109 148 11 9 114 29 128 215 6,982

計 8,773 37 327 115 262 27 13 338 47 150 287 10,376

1)道路管理者が道路法第46条に基づき実施した通行止を、主たる原因別に計上した。
2)規制区間内外の別の ｢内｣は規制区間内で実施した規制を、 ｢外｣は規制区間外で実施した規制をさす。
なお、規制区間凶ま、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣、 (昭和44年4月 1日付け建設省道政発第16号及び第16号の2
建設省道路局長通達別紙)第二に規定する異常気象通行規制区間及び ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年9月18日付け建
設省道政発第84号及び第鋭号の2建設省道路局長通達別紙)記二に規定する特殊通行規制区間をいう。
3)規制区間内外にまたがった通行規制は、区間の長い方に計上した。
4)通例の積雪による冬季閉鎖など異常気象に伴うものでない通行1とは計上していない。



① (1)
3

　 　 　
殊車需
　　　
　　
　　　
　　
て

①

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

道
路
法
に
違
反
し
て
道
路
を
連
行
す
る
車
両
の
指

導
取
締
り
を
行
う
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
車
重
計
、

が
約
二
万
件
と
な
っ
て
お
り
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
を

有
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
寸
法
超
過
が
約
三
、

一
〇
〇
件
、
重
量
超
過
が
約
三
、
八
〇
〇
件
、
経
路
違

反
が
約
二
、
七
〇
〇
件
と
な
っ
て
い
る

(表
7
参
照
)。

⑤

車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況

合 第
に 一 主 多
お 項 な い
い に 達 こ
て 基 反 と
は づ 内 が

道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
、
車
両
制
限

令
の
基
準
を
超
え
て
い
る
車
両
で
、
特
殊
車
両
通
行

許
可
を
得
ず
に
通
行
し
て
い
る
車
両
及
び
特
殊
車
両

の
指
導
取
締
り
を
行
っ
て
い
る

(表
6
参
照
)。

②

違
反
車
両
の
違
反
内
容

の 通 言
日 矛テ ロ
、 許 を
　 　　

、 の
り 条 に
を 件 、
行 に 行

　　　
　　　
通
表 行
6 し
参 て
照 い 穿、
　 　 　
車
両

容鬚
も鴦
蔭
。

違
反
件
数
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二

第
一
項
に
基
づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
有
し
て
い

な
い
場
合
が
約
四
万
九
、
0
0
0
件
、
特
殊
車
両
通

行
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
が
約
一
万
三
、
0
0
0

件
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
受

け
な
い
で
違
反
車
両
を
走
行
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

寸 時 と
法 殊 し
超 車 て
過 両 は
が 通 、
約 行 道
三 許 路
万 可 法
件 を 第
、 有 四
重 し 七
量 な 条
超 い の
過 場 二

表 6 特殊車両の指導取締り実績 (平成10年度実績)

道路管理者

取締まり活動

検問車両 違反車両

指導内容

指導警告 賠償命令
許可取消 刑事告発回 数 時 間 人 員

取締りに
係るもの

事故に
係るもの

取締りに
係るもの

事故に
係るもの

日本道路公団 2,990 12,064 32,722 34,791 21,561 1,974 8,512 0 0 0 0

本州四国連絡橋公団 257 1,658 1,498 429 169 166 0 0 0 0 0

都
市
高
速
道
路
公
団
等

首都高速道路公団 1,832 3,849 23,422 26,573 25,317 24,049 1,336 0 0 0 0

阪神高速道路公団 3,461 8,837 22,594 3,128 3,128 3,082 46 0 0 0 0

名古屋高速公社 82 50 605 5,323 6 6 0 0 0 0 0

広 島 高 速 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福岡北九州高速公社 6 8 45 94 3 3 0 0 0 0 0

小計 5,381 12,亥餐 46,666 35,118 28,454 27,140 L382 0 0 0 0

地
方
建
設
局
等

北 海 道 開 発 局 29 70 329 389 81 63 18 0 0 0 0

東北地方建設局 70 146 1,073 593 185 49 136 0 0 0 0

関東地方建設局 79 l86 1,374 987 310 96 162 0 0 0 0

北陸地方建設局 34 79 631 975 107 73 30 0 0 0 0

中部地方建設局 87 237 1,090 854 333 146 187 0 0 0 0

近畿地方建設局 201 520 2,751 2257 755 612 140 0 0 0 0

中国地方建設局 88 326 1,046 2,308 501 298 203 0 0 0 0

四国地方建設局 40 72 525 240 97 88 8 0 0 0 0

九州地方建設局 158 313 2,511 2,127 455 229 116 0 0 0 0

沖縄総合事務局 11 24 151 62 10 3 7 0 0 0 0

小計 797 1,973 11,481 10,792 2,834 1,657 1･007 0 0 0 0

都道府県 26 54 242 212 66 72 6 0 0 0 0

指定市 l 2 38 9 4 4 0 0 0 0 0

市町村 89 189 19 101 53 45 0 0 0 0 0

溌碆
日本道路公団 3“ 1,335 3,422 9,錠邇 3,787 91 1,052 0 0 0 0

土木部企業局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社 61 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

計 9,966 30,020 96,0‘逍 91,136 56,928 31,149 l1,959 0 0 0 0

1)許可取消、刑事告発以外の欄については、指導取締り基地等における取締りのみを計上し、他の業務に付随して行った取締り (例えば、料金収受業務中
に、付随的に料金所の軸重計により違反者を発見し、賠償を行った場合。)は含まない。
2)許可取消、刑事告発の欄については、指導取締り基地における取締りの際の措置命令違反、常習違反による件数のほか、道路法47条第1項の規定又は許
可条件に違反して車両を通行させ、重大事故を発生させたことによるものを含む。
3)措置内容の区分は、 ｢車両の通行の制限について｣ (昭和53年12月 1日付け建設省道交発第96号建設省道路局長通達)別添2 ｢特殊車両の通行に関する指
導取締要領｣による。
指導警告 :措置命令の必要がない程度が軽微である場合に、文書をもって再発防止等を指導讐皆すること。
措置命令 :違反車両に対し、車両構造の一部取り外し又は積載貨物の分割による重量、寸法の軽減措置、通行の中止、通行条件の遵守等を文書をもって命

令すること。 通行の中止、通行条件の遵守等を文書をもって命令すること。



軸
重
計
等
の
重
量
測
定
機
器
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
。現

在
、
高
速
自
動
車
国
道
で
は
、
整
備
が
進
ん
で

い
る
の
に
対
し
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
で
は
あ

ま
り
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る

(表
8
参

照
)。

⑭

路
上
放
置
車
両
の
処
理
に
つ
い
て

近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り
、
道

路
上
に
放
置
さ
れ
一
般
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
車
両

(い
わ
ゆ
る
路
上
放
置
車
両
)
が
増
加
し
て
お
り
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
一
○
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で

約
二
万
六
、
0
0
0
台
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
約
三
五
%

が
東
京
都
及
び
指
定
市
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
大

都
市
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

(表
9
参

照
)。道路

管
理
者
は
警
察
と
協
力
し
つ
つ
そ
の
排
除
に
努
め

て
い
る
も
の
の
、
所
有
者
の
確
認
が
困
難
な
場
合
が
多
い

た
め
道
路
管
理
者
自
ら
で
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
路
上
放
置
を
助
長
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
生
じ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
時
点
に
お
い
て
も
路
上
放
置
車
両
総
数
の

一
割
強
が
未
処
理
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
と

し
て
は
今
後
も
他
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
む
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

表 7 違反車両の違反内容 (平成10年度実績)

道路管理者

許可なし 許可あり

重量超過 寸法超過 計 経路違反 積荷違反 重量超過 寸法超過 条件違反 その他 計

日本道路公団 競 伽眺 832 555 減 跡 101 455 鰓本州四国連絡橋公団 13 169 182 0 n〕 3 n〉 n〕 0 3

都
市
高
速

道
路
公
団
等

首都高速道路公団 6,684 朧 郷 549 nY =̂〉 n〕 272 51 872

阪神高速道路公団 賊 廓 椥 902 161 548 燃 4 =̂〕 嬬名古屋高速公社 2 7 9 0 0 0 0 0 0 0

広 島 高 速 公 社 0 0 Û Û 0 nY Û 0 Û Û
福岡北九州高速公社 QU =̂〉 RU =̂) Û Û 0 Û n) n〕
計 7,695 20,613 28,308 1,451 161 548 1,473 276 51 3,960

地
方
建
設
局
等

北 海 道 開 発 局 RU 35 38 Û =̂) 0 rb % 31 61

東北地方建設局 22 51 符 19 14 “ 22 “ 範 161

関東地方建設局 45 132 177 29 41 67 25 58 9 229

北陸地方建設局 19 n) 19 Û Û M n) =̂〕 15 49

中部地方建設局 70 87 欧 第 18 臘 37 20 笈 285

近畿地方建設局 156 第 405 120 37 293 241 117 102 知
中国地方建設局 ね 132 205 38 37 174 豹 98 157 530

四国地方建設局 20 “ “ ĥ) 14 26 A〕 ○̂ 雄 "

九州地方建設局 133 214 347 24 16 59 第 “ “ 第
沖縄総合事務局 ?] 4･ G〕 n) Û Û 14 14 ?“ 44
小計 543 926 灼 261 164 860 388 369 474 猟都道府県 13 RY 16 33 〔U ○̂ n〕 7･ 24 70

指定市 ?] n) 7̂“ Û Û Û Û Û n) 〔U
市町村 劫 11 52 =̂〕 (U I4 =̂〉 〔U 1晶 !̂“

一
般
有

料
道
路

日本道路公団 1,849 600 2,傘49 119 106 366 130 鈴 186 …
土木部企業局 0 〔U Û =̂〕 =̂) (U (U n〕 n) n〕
地方道路公社 Û Û Û Û n〕 Û Û n) =̂) nY
計 総 29,829 猟 郷 蛾 霧 鰡 786 螂 吻　

　
　
　

と
に
隣
っ
許

の
項

、
に
行

下
1
重
さ
通

以
第
軸
長
両

、
2

、
び
車

は
の
量
及
殊

て
条
重
さ
時

い
“
総
高
の

つ
第
両

、
か

に
法
車
幅
ら

分
路

-
-
何

区
遭
遇
週
･･

の
,.
超
超
り

容
可
量
法
右

内
許
重
寸
可

反
無
0
0
許

達
①

②
。一幅、高さ及び長さについて車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。
:何らかの特殊車両通行許可を有する場合。

1項に基づく特殊車両通行許可を有しない場合。
、隣接軸重及び輪荷重について車両制限令第3条に規定する限度を超えて道路を通行していた場合。

D

○経路違反‐許可証と通行経路が異なる場合。
○積荷違反-許可証の積載貨物と積荷が異なる場合。

　
　
0
た
帯

0
合
し
携

合
場
反
不

場
る
遵
証

る
え
に
可

え
超
)
許

　
　
　
　

)
さ
制
運

等
長
間
客

重
ぴ
時
内

劇
及

、
載

、
さ
件
記

最
高
条
の

重

、
行
書

総
幅
徐
件

(
(
(
条

量
法
件
ぴ

重
寸
条
及

可
可
可
証

許
許
許
可

の
の
の
許

証
証
書
の

可
可
件
他

許
許
条
の

一
一
一
そ

過
過
反

-

超
超
達
他

量
法
件
の

重
寸
条
そ

0
0
0
O○その他-その他の許可証及び条件書の記載内容違反、許可証不携帯等。

2) 1台の車両に複数の違反内容が該当する場合は、各々 1件として計上している。



三

お
わ
り
に

我
が
国
は
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
豪
雨
、

地
震
な
ど
が
頻
繁
に
発
生
す
る
自
然
条
件
の
下
に
あ
る
。

こ
う
し
た
自
然
条
件
の
下
で
、
道
路
管
理
者
は
道
路
を
良

好
に
保
ち
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
豪
雨
等
の
自
然
現

象
に
よ
り
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、

常
に
異
常
の
有
無
を
把
握
し
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
災
害

発
生
時
に
お
い
て
は
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
対
処
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体

制
、
情
報
収
集
･
提
供
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
構
造
の
保
全
、
交
通
の

危
険
防
止
の
観
点
か
ら
、
道
路
法
に
違
反
し
て
い
る
車
両

の
指
導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
物
流
の
効
率

化
と
い
う
観
点
か
ら
、車
両
の
大
型
化
が
進
展
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
違
反
車
両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
指
導
取
締
り
体
制
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

果
的
に
違
反
車
両
数
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。さ

ら
に
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ

1
ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
従

来
の
道
路
交
通
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高

度
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
路
管
理
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
本
調
査
を
活
用
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
の
で
、
全
国
の
道
路
管
理
者
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

最
後
に
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
国
の
担
当
者

に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
本
稿

を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。

表 8 取締り機器 (定置式) の設置状況 (平成11年4月 1日現在)

道路種
遊べ機器 轉

軸重計 輪荷重計 輔
箇所数 全基数
(カメラ付き)

箇所数 全基数
(カメラ付き)

箇所数 全基数
(カメラ付き)

箇所数 全基数
(カメラ付き)

高速自動車国道 185 脇⑩
581 椰⑩

nv 0⑩
577 職◎

本州四国連絡道路 13 “◎
粥 “⑩ Û 0◎

" “◎
都市高速道路 qy 。◎ Û ㈱⑳ Û “⑦

nv 臨◎
一
般
国
道

指定区間内 95 “⑦
18 “⑥

らくり 0①
30 “⑦

指定区間外 Û 。◎ Û 。◎ Û 。⑩
nY 0⑩

都道府県道 q〉 ,②
q〉 “◎

14 .◎ =̂〕 0⑩
市町村道 Û 。◎

nv 。◎
nY 0◎ Û 0⑩

一
般
有
料
道
路

日本道路公団 30 “◎
鋭 賜◎

nY 。◎
元 協⑨

土木部企業局 nU 0◎
nv 。◎

n〉 。⑩
nY 0◎

地方道路公社 14 “⑩
に〉 “◎ =̂〕 。⑨

リム “◎
計 342 盟

“
715 纖@

“" “③
702 鰍の

管理を警察等他機関に委託しているものを含め、道路管理者が所有するものを計上している。
機器の分類は次のとおり。
車童計:車両総重量を一度に計測する装置
軸重計 :一つの車軸の荷重を計測する装置
輪荷重計 :一つの車輪の荷重を計測する装置

に
お
量
軸
車
は
も
プ

o
、

関
と
重
車
の
て
て
の
る
は

縦
の
総
の
つ
い
っ
敬
い
に

他
次
両
つ
一
つ
あ
複
て
)

等
は
車

-
:
に
で
に
し

砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
の
重
重
荷
箇

一
金
て
欄

繍

理
器
車
軸
輪
置
同
料
し
数

管
機

設
①
②
と
基

D
の

め

"

第

には、違反取締り用カメラを有するものを内数で示す。

1同一地点であっても、上下線それぞれに設置している場合は、 2箇所
②料金所等に複数のブースがあり、各々 に機器が設置してある場合は、全体で1箇所



表 9 路上放置車両の処理実績 (平成10年度実績)

道路管理者

放置車両処理台数

未処理
発見台数 所有者

撤去台数
道路管理者撤去台数 清掃当局

撤去台数
警 察
撤去台数 計廃棄物 違法放置物件

日本道路公団 549 131 106 79 l 16 333 216

本州四国連絡橋公団 4 0 0 0 0 0 0 4

都市高速道路公団等 277 196 2 59 0 20 277 0

地方建設局等 635 242 198 57 5 12 5l4 121

都道府県 999 265 394 166 9 7 841 123

指定市 8,897 2,413 4,652 297 1,138 7 8,507 390

市町村 14,116 4602 5,623 956 549 65 1l,795 2,375

一般有 -土木部企業局
料道路 -地方道路公社

0 0 0 0 0 0 0 0

51 44 3 0 l 3 51 0

計 25,528 7,893 10,978 1,614 l,703 130 22,318 3,229

注 1)ここでいう ｢車両｣には、自転車等の ｢軽車両｣は含まない。
2)発見台数には、道路管理者がパトロール時等に自ら発見した場合のほか、通報を受けた結果発見した場合も含む。
3)所有者撤去台数には、所有者が判明し、道路管理者が所有者に撤去させたものを計上している。
4)道路管理者撤去台数には、道路管理者が費用を負担して (路上放棄車処理協力会から寄付を受けた場合も含む。)、
自ら又は回収業者に依頼して撤去した台数を計上している。
5)清掃当局撤去台数には、道路管理者が清掃当局に連絡して処理を任せたものを計上している。
6)警察撤去台数には、道路管理者が警察に連絡し、刑事事件にかかわる可能性などから警察が撤去する旨回答を得た
ものを計上している。

道ガテセ 2000.8 7メ



圓
夏は秋田杉の里二ツ井まつりで賑わう

道の駅 ｢ふたつい｣ (秋田県)

シリーズゞ

『道の駅』

｢道の駅｣ ふたつい駅長 高橋 春治

恋
文
の
町
･
日
本
一高
い
杉
の
あ
る
町

当
駅
は
、
平
成
六
年
四
月
に
既
存
の
施
設
に

｢道

の
駅
｣
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
秋
田

県
で
は
二
番
目
に
開
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

十
和
田
八
幡
平
か
ら
男
鹿
半
島
へ
の
観
光
ル
ー
ト

の
中
間
に
位
置
す
る
二
ツ
井
町
は
、
古
く
か
ら
秋
田

杉
の
主
産
地
で
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
恋
文
の

町
･
日
本
一
高
い
杉
の
あ
る
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
か
つ
て
杉
の
木
を
イ
カ
ダ
に
組
ん
で
下
っ

た
米
代
川
も
、
ア
ユ
の
宝
庫
と
し
て
名
高
く
全
国
各

地
か
ら
太
公
望
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
米
代
川
を
利
用
し
た
屋
形
船
で
の
ラ
イ
ン

下
り
も
人
気
を
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
ふ
た
つ
い
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
を

横
目
に
走
っ
て
い
る
国
道
七
号
線
沿
い
に
在
り
、
県

立
自
然
公
園
き
み
ま
ち
坂
に
隣
接
し
、
一
方
米
代
川

を
挟
ん
で
対
岸
に
連
座
す
る
原
生
林
七
座
山
を
一
望

で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

施
設
と
し
て
は
、
先
ず
歴
史
資
料
館
で
す
が
、
国

指
定
重
要
文
化
財
の
土
面
を
展
示
し
て
い
る
外
、
二

千
年
の
眠
り
か
ら
蘇
っ
た
杉
の
埋
も
れ
木
を
は
じ

め
、
町
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る
貴
重
な
展
示
品

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
み
ま
ち
恋
文
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品

集

｢日
本
一
心
の
こ
も
っ
た
恋
文
｣
の
本
も
販
売
し

て
お
り
ま
す
。
県
内
の
特
産
品
を
揃
え
た
コ
ー
ナ
ー

や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
る
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー
で
は
、

観
光
案
内
所
も
あ
り
各
種
情
報
資
料
を
取
り
揃
え
て

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
幅
広
く
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

特
に
、
団
体
客
の
た
め
に
多
人
数
で
も
充
分
対
応

で
き
る
休
憩
施
設
と
し
て
畳
一
〇
〇
畳
敷
の
大
広
間

と
一
四
畳
敷
の
小
部
屋
が
二
箇
所
あ
り
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
も
完
備
し
、

全
天
候
型
の
コ
ー
ト
四
面
を
有
し
老
若
男
女
が
昼
夜

を
問
わ
ず
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

一
〇
台
の
共
用
自
転
車
が
好
評
を
博
す

そ
の
隣
接
地
に
は
、
各
種
遊
具
や
ベ
ン
チ
を
置
い

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
遊
び
の
広
場
と
散
策
路
も

あ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
途
中
に
で
も
子
供
た
ち
と
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
す
る
場
所
と
し
て
も
適
地
で
、
子
供
を
遊
ば

せ
て
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

中
で
も
ト
イ
レ
は
、
別
名

｢
一
億
円
ト
イ
レ
｣
と

も
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
冷
暖
房
完
備
の
う
え
赤
ち

ゃ
ん
連
れ
で
も
安
全
快
適
に
利
用
で
き
る
設
備
や
、

遊
び
心
い
っ
ぱ
い
の
ユ
ニ
ー
ク
な
工
夫
が
随
所
に
施

さ
れ
て
お
り
、
歴
史
資
料
館
と
は
通
路
で
結
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
｢道
の
駅
｣
の
ス
タ
ン
プ
も
常
時

使
用
で
き
る
よ
う
に
備
え
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
道
路

情
報
も
提
供
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。



道の駅 ｢ふたつい｣ 歴史資料館 (写真右) と総合観光センター (写真左奥)

最
近
、
当
町
で
は

｢環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
の

街
づ
く
り
構
想
｣
を
策
定
し
、
町
内
七
箇
所
に
サ
イ

ク
ル

･
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ
の
一

箇
所
に

｢道
の
駅
｣
も
指
定
さ
れ
常
時
一
〇
台
の
自

転
車
を
配
備
し
て
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る

｢共

用
車
｣
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
横
に
は
二
ツ

井
町
観
光
協
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
観
光
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
宿
泊
等
の
紹

介
も
い
た
し
ま
す
の
で
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
｢道
の
駅
｣
で
実
施
し
て
い
る
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
は

｢秋
田
杉
の
里
二
ツ
井
ま
つ
り
｣
で
す
。

東
北
四
大
祭
り
の
期
間
に
併
わ
せ
て
開
催
す
る
も
の

で
、
毎
年
八
月
四
日
~
七
日
ま
で
の
四
日
間
テ
ン
ト

村

(テ
ン
ト
約
三
○
張
)
を
開
設
し
て
地
元
特
産
品

の
展
示
即
売
を
行
い
な
が
ら
町
の
地
域
に
有
す
る
保

存
会
の
郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
で
期
間
中
約

三
万
人
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
元
の
特
産
品
売
り
場
を
増
設
し
で
き

る
限
り
新
鮮
な
物
を
消
費
者
に
提
供
で
き
る

｢道
の

駅
｣
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



い
に
し
え
の
町
に
新
し
さ
が
蘇
る
｢道
の
駅
｣

｢道
の
駅

北
川
は
ゆ
ま
｣
は
、
国
道
一
〇
号
沿

い
に
位
置
し
、
東
に
は
日
豊
海
岸
、
西
に
祖
母
傾
山

と
二
つ
の
国
定
公
園
に
挟
ま
れ
、
北
は
大
分
県
に
接

す
る
県
北
の
玄
関
口
、
南
は
千
古
の
ロ
マ
ン
を
秘
め

る
可
愛
山
稜
、
そ
し
て
町
内
を
清
流
北
川
が
悠
々
と

流
れ
る
自
然
豊
か
な
北
川
町
に
平
成
八
年
四
月
に
閣

駅
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
県
最
北
部
の
本
駅
は
、
古
く
よ
り
陸
路
の
要

所
で
あ
り
、
遠
く
飛
鳥
時
代
に
駅
の
制
度
が
設
け
ら

れ
、
日
向
の
国
に
は
一
六
の
駅
が
置
か
れ
た
そ
う
で

す
。
北
川
町
に
も
こ
の
地
に
、
日
向
路
の
最
初
の
駅

｢長
井
駅
｣
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

駅
に
は
駅
馬
、
伝
馬
の
両
方
が
設

置
さ
れ
て
い
た
と
の
事
で
す
。

｢北
川
は
ゆ
ま
｣
は
、
古
代
の

｢長
井
駅
｣
を
今
風
に
命
名
し
た

も
の
で
、
｢は
ゆ
ま
｣
と
は
駅
馬

の
古
い
呼
び
名
で
す
。

国
道
一
〇
号
線
は
、
九
州
東
部

の
生
命
線
と
も
言
え
る
主
要
幹
線

道
路
で
、
平
日
･
休
日
を
問
わ
ず

比
較
的
車
両
通
行
料
は
一
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
一
〇
年
に
当
駅
の

北
、
約
四
キ
ロ
の
地
点
に
大
分
県

圓
ふるさと交流システムを設置

道の駅 北川はゆま (宮崎県)

シリーズゞ

『週の駅』

｢道の駅｣ 北川はゆま支配人

白坂 行男

側
よ
り
接
続
す
る
国
道
三
二
六
号
の
全
線
改
良
工
事

が
完
了
し
て
か
ら
は
、
熊
本
や
別
府
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
良
好
と
な
り
、
今
日
で
は
一
日
約
一
万
台
の
車
両

が
通
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
道
三
二
六
号
に
は
、
当
駅
か
ら
北
へ
約
四
〇
分

の
位
置
に
大
分
県
の

｢道
の
駅
｣
が
あ
り
、
南
へ
は

約
一
時
間
以
上
行
か
な
い
と
駐
車
場
を
備
え
た
休
憩

施
設
等
が
無
い
の
で
、
当
駅
は
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
し

て
の
立
地
条
件
は
、
申
し
分
な
い
位
置
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
民
家
よ
り
離
れ
て
い
る
た
め
長
距
離

ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
夜
間
の
駐
車
に
は
さ
ほ
ど
気
を
使

う
事
は
無
い
よ
う
で
す
。

当
駅
の
施
設
は
、
休
憩
所
を
兼
ね
た
道
路
情
報
施

設
と
し
て
ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ

れ
、
訪
れ
た
方
々
に
町
内
の
観
光
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
、

特
産
品
等
の
情
報
や
道
路
情
報
、
近
隣
の
主
要
観
光

情
報
か
ら
全
国
の
道
の
駅
の
情
報
ま
で
知
り
た
い
情

報
を
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
触
れ
る
だ
け
で
見
る
こ
と
が

出
来
る

｢情
報
館
｣
や
屋
根
付
の
身
障
者
専
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
、
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
設
置
し
た
ト
イ
レ
、

普
通
車
二
人
台
、
大
型
車
九
台
が
利
用
で
き
る

｢駐

車
場
｣
等
が
有
り
ま
す
。
駐
車
場
は
平
日
の
駐
車
に

は
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
G
W
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
は
不
足
し
ま
す
。
幸
い
に
も
日
曜

･
祭
日
に
は
、

大
型
車
が
少
な
い
の
で
そ
こ
を
普
通
車
に
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
二
四
時
間
利
用
で
き
ま

74 道行セ 2000,8



す
。国

道
沿
い
に
は
高
さ
一
一
メ
ー
ト
ル
の
馬
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
有
り
ま
す
が
、
国
道
が

カ
ー
ブ
し
て
い
る
上
に
駐
車
場
が
国
道
よ
り
高
く
植

え
込
み
の
木
々
が
成
長
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
落

と
さ
れ
る
心
配
が
あ
る
の
で
出
入
り
口
の
改
善
検
討

を
進
め
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

県
産
材
使
用
の
施
設
は
見
応
え
充
分

道
の
駅
本
館
は
町
が
整
備
し
た
も
の
で
、
駐
車
場

よ
り
一
段
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
地
域
特
産
物
利

用
加
工
施
設

｢レ
ス
ト
ラ
ン
は
ゆ
ま
｣
･
林
産
物
展

示
販
売
用
施
設

｢は
ゆ
ま
物
産
館
｣
･
地
域
資
源
活

用
工
房
施
設

｢は
ゆ
ま
館
｣、
の
三
つ
の
施
設
か
ら

成
っ
て
い
ま
す
。
従
業
員
は
一
四
名

(男
子
四
名
、

女
子
一
〇
名
)
で
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
六
時

迄
の
営
業
と
し
て
い
ま
す
。
休
館
日
は
毎
月
第
三
木

曜
日
と
し
て
、
第
四
日
曜
日
に
は

｢は
ゆ
ま
朝
市
｣

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産

物
や
特
産
品
、
近
隣
町
村
の
出
店
協
力
に
よ
る
海
産

物
や
加
工
品
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
ま
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
の
参
加
も
有
り
大
変
好
評
で
す
。

道
の
駅
と
し
て
は
、
特
異
な
も
の
と
思
い
ま
す
が

毎
年
七
月
、
八
月
の
毎
週
金
曜
日
、
土
曜
日

(
一
人

時
半
か
ら
二
一
時
半
)
に
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
主
と
し
て
町
内
の
人
を
対
象
に
予
約
制
で

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
比
較
的
効
率
も
良
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
と
し
て
利
用
者
の
人
気
も

高
く

｢道
の
駅

北
川
は
ゆ
ま
｣
の
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

｢レ
ス
ト
ラ
ン
は
ゆ
ま
｣
で
は
、
清
流
北
川
な
ら

で
は
の
素
材
を
使
っ
た
四
季
折
々
の
料
理
が
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も

｢鮎
｣
を
使
っ
た

｢冷
や
汁
｣、

特
産
品
を
活
か
し
た
は
ゆ
ま
独
自
の
し
い
た
け
カ
レ

ー
、
は
ゆ
ま
う
ど
ん
、
そ
ば
等
自
慢
の
個
性
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

林
産
物
の
展
示
や
販
売
を
目
的
の

｢は
ゆ
ま
物
産

館
｣
は
、
壁
の
仕
上
げ
も
素
朴
な
杉
板
を
使
用
し
、

正
面
の
壁
は
、
北
川
町
の
マ
ー
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
町
内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
特

産
品
が
格
安
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
登
録
者

数
は
九
〇
名
程
で
生
鮮
品
や
弁
当
、
だ
ん
ご
等
の
日

持
ち
の
し
な
い
製
品
も
並
べ
ら
れ
ま
す
が
比
較
的
回

転
も
良
く
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

｢は
ゆ
ま
館
｣
は
、
北
川
町
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

工
芸
、
木
工
、
わ
ら
細
工
等
の
体
験
を
通
じ
て
都
市

と
農
村
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
施
設
と
し
て

造
ら
れ
、
展
示
室
の
壁
は
豊
か
な
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

照
明
は
ホ
タ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
外
部
に

は
二
頭
の
馬
が
走
る
雄
姿
を
描
い
た

｢は
ゆ
ま
レ
リ

ー
フ
｣
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
施
設
共
に
県
産
材
を
活
用
し
た
木
造
平
屋

で
す
が
、
建
物
自
体
も
充
分
鑑
賞
出
来
ま
す
。
ま
た

平
成
八
年
度
に
造
ら
れ
た
｢か
ら
く
り
時
計
｣
は
、
雄

大
な
大
崩
山
を
バ
ッ
ク
に
馬
と
男
の
子
、
女
の
子
が

楽
し
く
音
楽
を
奏
で
ま
す
。
演
奏
が
始
ま
る
と
駅
を

訪
れ
た
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
一
心
に
見
入
る
姿
は
、

一
杯
の
清
涼
飲
料
水
を
飲
ん
だ
思
い
の
よ
う
で
す
。

近
隣
の
観
光
に
付
い
て
触
れ
ま
す
と
、
道
の
駅
か

ら
南
へ
車
で
五
分
の
位
置
に
南
北
戦
争
で
延
岡
、
和

田
越
の
決
戦
に
破
れ
た
西
郷
隆
盛
の
宿
陣
跡
が
資
料

館
と
し
て
整
備
さ
れ
、
隆
盛
が
愛
用
し
た
種
々
の
遺

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
隆
盛
敗
走
時
に

突
破
し
た
と
さ
れ
る
可
愛
岳
を
当
駅
か
ら
見
上
げ
る

事
が
出
来
ま
す
。
そ
の
頂
き
が
丁
度
西
郷
隆
盛
が
天

を
仰
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
も
ふ
し
ぎ
で
す
。

国
道
一
〇
号
と
平
行
に
流
れ
る
北
川
は
ホ
タ
ル
で

も
有
名
で
、
五
月
の
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
て
川
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
見
る
事
が
で
き

ま
す
。
そ
の
他
に
全
国
的
に
有
名
な
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ

ー
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
基
地
や
温
泉
も
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。

関
駅
し
て
五
年
目
を
迎
え
て
い
る
｢北
川
は
ゆ
ま
｣

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
数
年
先
の
国
道
の
整
備
や
高

速
道
路
の
整
備
等
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
国
道
一

〇
号
を
ご
利
用
の
皆
様
方
の
利
便
性
と
施
設
と
し
て

の
魅
力
を
高
め
る
更
な
る
努
力
を
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

道行セ 2000,
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月
･日

世
界

の
動
き

○
韓
国
の
朴
智
元
･
文
化
観
光
相
が
日
本
の
大
衆
文
化
の
第
三
次

開
放
策
と
し
て
ロ
ッ
ク
や
演
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
歌
謡
公
演
の

ほ
か
、
年
齢
制
限
の
な
い
映
画
の
上
映
を
認
め
る
と
発
表
。

○
国
連
開
発
計
画

(U
N
D
P
･

本
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
)
が
二

〇
〇
〇
年
版
の

｢人
間
開
発
報
告
書
｣
を
発
表
。
こ
の
中
の
国
民

所
得
に
基
づ
い
た
生
活
水
準
と
寿
命
、
教
育
の
普
及
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
人
間
の
豊
か
さ
示
す

｢人
間
開
発
指
数
｣
で
は
、

カ
ナ
ダ
が
七
年
連
続

一
位
と
な
り
、
日
本
は
昨
年
の
四
位
か
ら
九

位
に
後
退
し
た
。

○
エ
ー
ア
ソ
ン
海
峡

(幅
エ
ハ
血
)
を
挟
ん
で
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
を
結
ぶ
橋
と
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
。
海
峡
中
央

に
造
ら
れ
た
人
工
島
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
の
側
の
四
如
が
ト
ン
ネ

ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
の
七
〇
八
如
が
斜
張
橋
で
、
進
路
･
鉄
道

の
併
用
橋
。
着
工
は
一
九
九
五
年
。

○
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
中
国
の
江
沢
民
･
国
家
主
席
が

北
京
で
会
談
、
米
本
土
ミ
サ
イ
ル
防
衛

(N
M
D
)
計
画
へ
の
反

対
を
明
記
し
た
共
同
声
明
に
調
印
し
た
。

事

項

7 6 月
･日

国
内

の
動

き

○
第
四
二
回
総
選
挙
が
投
票
、
即
日
開
票
の
結
果
、
自
民
、
公
明
、

保
守
の
与
党
三
党
が
計
二
七
一
議
席
を
獲
得
し
、
安
定
多
数
を
超

え
た
。

○
総
務
庁
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
五
月
の
完
全
失
業
率
は

四
･
六
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
前
月
に
比
べ
○
･
ニ
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
。
こ
れ
で
二
ヵ
月
連
続
の
改
善
。

○
東
京
地
検
が
元
建
設
相
で
山
梨
一
区
選
出
の
元
自
民
党
代
議

士
、
中
尾
栄
一
容
疑
者

(七
○
)
を
受
託
収
賄
の
疑
い
で
逮
捕
。

0
六
月
末
か
ら
伊
豆
諸
島
の
三
宅
島
を
初
め
に
地
震
が
相
次
い
で

い
る
が
、
新
島
･
神
津
島
付
近
で
強
い
地
震
が
あ
り
、
神
津
島
で

震
度
6
弱
、
新
島
で
震
度
5
弱
を
観
測
。
一
人
が
死
亡
。
そ
の
後

も
地
震
が
群
発
し
て
い
る
。

○
雪
印
乳
業
大
阪
工
場
の
低
脂
肪
乳
に
よ
る
食
中
毒
事
件
で
、
大

阪
府
立
公
衆
衛
生
研
究
所
が
、
同
工
場
を
無
期
限
の
営
業
禁
止
処

分
に
し
た
。
石
川
哲
郎
社
長
全
ハ
六
)は
九
月
末
に
引
責
辞
任
す
る
。

○
自
民
、
公
明
、
保
守
三
党
に
よ
る
第
二
次
森
連
立
内
閣
が
発
足
。

建
設
相

･
国
土
庁
長
官
に
は
保
守
党
党
首
の
扇
千
景
氏

(六
七
)

が
就
任
。

○
百
貨
店
大
手
の

｢そ
ご
う
グ
ル
ー
プ
｣
が
民
事
再
生
法
の
適
用

を
東
京
地
裁
に
申
請
し
て
倒
産
。
そ
ご
う
本
体
と
別
法
人
の
国
内

各
店
の
負
債
総
額
は
約
一
兆
八
、
七
〇
〇
億
円
で
、
百
貨
店
大
手

の
倒
産
は
戦
後
初
。

○
日
米
規
制
緩
和
協
議
の
最
大
の
懸
案
で
あ
る
N
T
T
の
接
続
料

引
き
下
げ
問
題
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
三
年
間
で
ニ

ニ
･
五
%
引
き
下
げ
る
こ
と
で
合
意
。

○
九
州
･
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
が
開
幕
。
八
カ
国
首
脳
は
｢地
域
情
勢

に
関
す
る
G
8
声
明
｣
｢朝
鮮
半
島
に
関
す
る
G
8
声
明
｣
を
採
択
。

事

項

7 6･ 日
"･日

道
路
行
政

の
動
き

○
沖
縄
開
発
庁
と
J
H
が
建
設
を
進
め
て
き
た
那
覇
空
港
自
動
車

道

(南
風
原
道
路
)
の
南
風
原
南
I
C
か
ら
西
原
J
C
T
間

(延

長
五
･
一
如
)
が
開
通
。

○
建
設
省
と
警
察
庁
は
五
月
に
成
立
し
た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

を
受
け
て
、
｢道
路
空
間
の
ユ
ニ
バ
1
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

懇
談
会
｣
を
設
置
し
、
初
会
合
を
開
催
。

○
大
阪
府
と
奈
良
県
境
に
あ
る
南
阪
奈
道
路
の
竹
内
ト
ン
ネ
ル
が

貫
通
。

○
有
珠
山
噴
火
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
道
央
自
動
車
道

豊
浦
I
C
I
伊
達
I
C
間
の
｢虻
田
洞
爺
湖
仮
出
入
口
｣
が
完
成
。

豊
浦
I
C
か
ら
仮
出
入
口
ま
で
の
延
長
八
如
が
供
用
開
始
。

○
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
通
行
料
金
を
値
下
げ
。
普
通
車
は
四
、
0
0

0
円
か
ら
三
、
0
0
0
円
へ
。 事

項

道行セ 2000.8
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珍
妙
珍
妙

最
近
、
中
国
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
建
設
省
O
B
の

大
先
輩
に
、
お
会
い
し
ま
し
た
。
こ
の
先
輩
は
中
国
の
招
き

で
、
道
路
事
情
を
視
察
し
て
き
た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
早

速
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

｢ど
う
だ
っ
た
で
す
か
。
中
国
の
道
路
は
?
し

｢
い
や
ぁ
、
一
〇
年
ぶ
り
に
行
っ
た
の
だ
が
、
高
速
道
路

が
一
万
キ
ロ
も
出
来
上
が
っ
て
い
た
よ
。
一
〇
年
前
に
は
全

く
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
一
〇
年
間
で
一
万
キ
ロ
と
い

う
と
、
一
年
間
に
す
る
と
平
均
で
一
、
○
0
0
キ
ロ
の
ベ
ー

ス
で
建
設
し
た
こ
と
に
な
る
。
道
路
も
四
車
線
以
上
で
立
派

な
も
の
だ
っ
た
。
恐
ら
く
日
本
の
技
術
を
学
び
、
そ
れ
を
取

り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｣。

そ
の
話
を
聞
き
ま
し
て
年
間
｢

0
0
0
キ
ロ
と
い
う
数

字
に
ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
日
本
で

は
開
通
区
間
総
延
長
が
約
七
、
0
0
0
キ
ロ
、
年
間
の
開
通

区
間
が
約
二
〇
〇
キ
ロ
、
こ
の
数
字
が
頭
の
中
を
か
け
め
ぐ

り
ま
し
た
。
こ
の
数
字
を
比
べ
て
日
本
も
つ
い
に
中
国
に
追

い
つ
き
、
追
い
越
さ
れ
た
か
と
、
い
さ
さ
か
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。

年
間
一
、
0
0
0
キ
ロ
を
実
現
す
る
カ
ギ
は
、
二
つ
あ
る

そ
う
で
す
。
一
つ
は
用
地
取
得
に
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
居

住
者
と
の
話
し
合
い
は
二
回
ま
で
で
、
そ
れ
で
も
話
し
合
い

が
つ
か
な
い
と
強
制
的
に
移
転
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
そ
う
で

す
。
も
う
一
つ
は
工
事
の
執
行
体
制
で
す
。
こ
れ
に
は
地
方

の
行
政
機
関
が
あ
た
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
一
、
○
○
0
キ

ロ
と
い
っ
て
も
仮
に
一
〇
の
省
政
府
が
実
施
す
る
と
す
れ

ば
、
一
省
あ
た
り
は
一
〇
〇
キ
ロ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
過
大
な
負
担
と
も
言
え
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
参
考
ま
で
に
高
速
道
路
の
先
進
国
ド
イ
ツ
の
場
合

を
み
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
昭
和
一
〇

年
に
第
一
号
二
二
キ
ロ
が
開
通
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
二

年
に
は
二
、0
二
五
キ
ロ
、
一
三
年
に
は
三
、
0
六
五
キ
ロ
と

一
、○
○
0
キ
ロ
を
超
え
る
ピ
ッ
チ
で
延
び
て
い
ま
す
。ド
イ

ツ
の
場
合
は
ナ
チ
政
権
下
で
失
業
対
策
の
ほ
か
に
軍
事
目
的

が
あ
っ
た
の
で
す
。
ド
イ
ツ
と
い
い
、
中
国
と
い
い
、
や
は

り
そ
の
国
家
体
制
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
。

最
後
に
大
先
輩
に
高
速
道
路
以
外
の
一
般
道
路
に
つ
い
て

た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

｢全
部
見
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
見
た
限
り
で
は
悪
か
っ

た
。
日
本
の
終
戦
直
後
の
道
路
の
よ
う
で
ガ
タ
ガ
タ
だ
っ

た
｣。それ
で
、
中
国
で
は
高
速
道
路
の
建
設
を
最
優
先
で
進
め

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
の
で
す
。
ま
だ
追
い
つ
き
、
追

い
越
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
も
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
く
て

は
。

(K
)


